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露出シート防水材 : J I SA6009

〈ノンスリップ工法ウエーブ〉

合成高分子ルーフインク‘ L 1I SA6009が

昭和60年度より

建設省建築工事共通仕様書に採用になりましたo

ｄｾ ＧＺｉ Ｑ Ｑ￞ ・ ＧＲ
ノンスリップ工法め

“ 歩ける防水" ロンブルーフにノンスリップ工法として、ウェー

プとワッフl レが発売中。屋上のデザインをスッキリと美しくし、

特にノンスリップ効果が好評ですユ

西日本口ンカレーフ防水事業協同組合

@ロコ己→b工 業 献 金 祉

大阪支庖/ 大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ビル7階

拶 竜号玖町町失えt仁FJ J1川3加 加 一m胴幡冊摺露

USI . 法 f縄絶縁工j法却若1i) ω

近年とみに附加している建物の改修工事。それに最適な|坊

7 } ( 工法がベストプ1レーフus工 法。下地処理が簡易で既

存防水ｽｾの上から施工でき、工 ｗ ｊ の短縮ができます ｌ しかも

接着剤を使わず特殊な悦気工法の採用によって混 ｪｬｾＱ 状態

でも施工できますL 絶縁工法は下地のムーア‘メントを緩衝し

美しい仕上りを保証しますL

大阪市淀川区西中島3- 9- 13 大北ビル t r06( 304) 5155

- 本 社⑤ 101

東京都千代田区神田松永町13 r川口ヒ'ル」合03-253-4911附

・ 出 張 所/ ・名 古 屋台052-935- 7063附 ・金 沢fi 0762-52-2215(ffl

・岡 山 fi 086926-4321附 ・広 島念日82-249-3600(ffl 

・高 松fi 0878-3ト4177附 ・福 岡fi 092-472-5857(ffl

・鹿児島合0992-58-6571附
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1932年. 北イタリア町ポゲーラ生まれ. ' 吋伴睦

学院でグザイン ｹ Ｍ ｾ んど ｦ 量ジ守ンデ ッ セ のア

トリエ主任-i - Uτ . ギ・ラロシユのアシスタン fl
/，

る. 1959年 ローマに限りヴァ ν ンテイノ ーデサ'

イン ・ ハウ スぞ 積立 Ｎ ＱＹ ＶＷ 年 ＱＺＱ ＱＨ ｾ Ｑ 町コ ν タ ｹ 冒ン

令発現し、ニューマーカスの・オスカ慣・. . 畳 'It . 以

後‘ 掛人物・紳士拘の111時金嗣摘しつつ. アクセ

サリ一、インテリアも下l J tll てt 喝 .
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1943年生まれ. ニューヨークプラフトインスティ

チュー トグラフイフタセンタ- 1 ' -;lIi . ニューヨ

タアートディν クターズクラプ企I l .AJ GA会 11.

1971 l J ' . . プァシュピンスタジオ入社. 114民人kιτ

初めτrTI MEJrNE WYORKJ なEの必紙令

手掛げた. J ) I ( Eユュー ヨーク 東京i' 1!1 じ・仁リ

ビングアーテイストt してifi 踊・1・-
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デビッド・ハミルトン

1933q:41115 1l . ロメドン生まれ. 車品作勺柱

聾. 鵠簡の) f ，砲会常̂ - ，:11. 印刷レイアワトに

興味合1，1ら. フランスで・Ell e・誌や・ループラン

タン ・ ｵ｣ のアー ト デ Ｔν クシヨン ＮＮｾｬ 当 Ｎ ロンドン

じ帰勺τ からは. ヨーロッパのグラフィッタ界f

融商の柵磁 ..1.1っ・クイーン・誌に入社した.

1960年 1玉県にl'I :t. するニ l hH' . その植の

的措11世界 '1'の人が知るtよみである.
.  

T OT Oの新インテリアタイノレli 、「芸 術空間」の 良いものだけを作りたい

コンセフ。トから生 まれました。たfご単に空間を ・E ・E ・- ・E ・- ・E ・-ー

カラ ーコーディオ、ー卜する次元を越えて、空間

を彩るアート装飾へ。つまり切ぺを飾る」気分己

世界の著名アーティストによる内装タイル内 |インテリアタ4 レ
間臨I ' I ' H 岨岨闘唖翻raol e副・・画面I[fji 晶画圃

匝 ( I J ( I .

東間縄橿 蝶 式 全 社 東 京 支 社/ '1' 105 東京都港区虎ノ門1- 1- 28 大阪支社/ 大厩市北区・担圃2-3- 7欄新第一生命ピJレ東館

. T OT Oショ ルームへお出由、け下古い. ・覗A! ! ( OII ) 白卜白71・仙台{殴22)64-1日10・斬潟 lぽ52)4卜佼55・富山 (0764)24-4081・童沢

(日762)3ト1010・福井( 0776)25守郎関・東京( 悶)595-9600・T OT O銀座パピリズン(03)573-1010・慣浜 (045)312-1010・静岡( 0542)54-2405

・浜松 (0534)56-7371・名古贋{ 民的232-1(陪7・大 販 (06) お4-11日l ・神戸 (078)391 制11・広島( 日皮)246-8411 ・高松{ 閲7日)2卜叩01 ・北九州

(093)951・2710・掴岡 (092)713-1010
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阿倍野 B 1地区第二種市街地再開発事業施設建築物 (タイル/ 形状小口平・二丁掛平(イギリス張)、 色番。 GA K- 06(特注色))

都市にタイルあり表情ゆたかに。

DaUuT O g:，トー

大 ｾＮＦ＠ 本 部 干550 大阪市西区江戸堀ト12- 8 安田生命大阪ビ ル 包 (06) 448- 6251 

大 阪 営 業 所 干550 大阪市西区阿波座ト2- 3 合 (06) 533- 2435 

本 庖 合 (07995) 5- 0250 東 営 営 業 所 霊堂 (03) 664- 5451  

札 幌 営 業 所 合 (011 ) 22ト8281 仙 台 営 業 所 ｾ＠ (0222)  66- 5111 

償 浜 営 業 所 ｾ＠ (045)  662- 5581  名 古 屋 営 業 所 合 (052) 20ト2461

金 沢 営 業 所 ｾ＠ (0762)  43- 0315  広 島 営 業 所 合 (082) 262- 1800 

福 岡 営 業 所 宮 (092) 711- 8826 宇 都 宮 出 張 所 合 (0286) 73- 1032 
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苧 国 の 主

り恥ャープに［寅出します Ｍ ＮＵミ ＧＺＺＺＺｉＢｾ

窓にも個性が求められる時代一一一一。

住友ウオール シス テムの S フラ ッ トシ リーズは 、外壁と

同面に納まる個性的なデザインで、時代のニーズに応え

ました。 このため、従来は級殺しスクリーンでなければ

得られなか ったフラ ッ 卜な外壁を 、 引違い窓、片引き窓

で実現。 シャープな外観が、ビルを個性的に演出します。

スムーズな操作、すぐれた気密性、水密性など、機 能 面

も充実。 シンプルな美しさを主張する高性能ビル用窓、

S フラ ッ トシリーズをぜひご検討ください。

Sフラットシリース'

同面引遣い窓 S フラット・モナーク ( SA- l 00SF H)

0 8 0  

.... .. 
目白 中 ｾ＠ ｾ 言与 当 ｺ 可 0' f f三戸主『五百

@・

S フラット・片引き ( SA- 115SFK)

8  0  

「一 ｾｏＡｆ三『百 「 寸 再 『 百

・-

。住友ウr - I ，，= . ，ヌデ崎武舎住

本 社 干 101 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 町 1 (住友商事美土代ビル) T EL. 03 (294)  85 1  1  ( 大代表)

大 阪 支 社 干541 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( 住友生命南本町ビル) T EL. 06 (252)  1881 ( 大代表)

支 庖 横 浜 / 名 古 屋 曾 損 所 札 幌 / 仙 台 / 広 島 出 損 所 加 須 / 高 松

.. 



4 通常総会開催通知

昭和61年度第 l 図通常総会を下記のとおり開催いたしますので、

何卒ご出席下さいますようお[ 煩い昨l し上げます。

社同法人 日本建築協会

会 長 佐 聖 子 正

記

と き 昭 和61年 6 月25 日( 水) 午後 5 時30分 - 6 時

ところ 社団法人 日本建築協会

大阪市北区梅田 1 丁目 l 番 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ビル21階

ぎだい 1  . 昭和60年度 事業報告承認の件

2 . 昭和60年度 決算報告ノム認め件

3 . 昭和61年度 Ｇ ｊ Ｇｾ 業計阿承認の ｦｾ ニ

4  昭和61年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

4 会員の受賞

このたび下記会員の方々がそれぞれ表彰を受けられましたので、

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

' J k 三等瑞宝章 八十白色ｾ二氏Ｈ竹中工務府Ｉ

勲五等 11 打 j良 政信氏( 新興生J ! 材工業所)

11 11 尾亀rJt 四郎氏( 三拡空調)

黄 綬 褒 章 市川 宏氏( 束畑建築事務所)

1/ 忍間 続三氏Ｈ近畿電気工 ＧｊｾＩ

大阪府知事賞 岡本行義氏( 昭和設計)

11 桑原 潔氏( I l ! ! 大理石工作所)

11 氷原義夫氏( 王建工業)

4 大阪ガス岩崎コンビュータセンター

の見学( 再掲) 日 本 建 築 協 会 ほ か の は 共 催

大阪ガス株式会社の発祥の地である大阪市西区千代崎の岩崎地区

内に、次代を展望される新しいコンビュータセンターが完成します。

この縫物は、いわゆるインテリジェントビルとしての機能を有し、

情報化推進の中躯的役割l を果たすものとして期待されるもので、最

大級の耐長設計がなされるばかりでなく、屯カ需要の新しいエネル

ギーシステムとして注目されるガスエネルギーによる自家発屯( コ

ジェネレーション) 装世も備えられています。

今回は、大阪ガス株式会社並び1こ株式会社安井建築設計事務所及

び株式会社大林組のご協力により、建築四団体の共催にて見学いた

すことになりました。多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 6 月10日( 火) 集合14: 00→ 解 散17 : 00 

〔第 1 班: 日本建築協会・ 大阪建築設計監理協会〕

6 月11 日( 水) 集合 14 : ｏｏｾ 解散 ＱＷＺ 00 

〔第 Ｒ ｉＱｅＺ大阪府総築士会・大阪主 ｉｉ 築上 Ｇｉｾ 務所協会〕

集合場所 国鉄環状線「大正駅J 改札口付近 ・目標会旗。

定 員 各班とも 60名( 本会者1J 当30名)

参加会費 会貝500円、会員外800円( 当日受付にていただきます)

申込方法 参加ご希望の方は、本会卒業課まで電話にてお問い合わ

せ下さい。

( T E  L  06- 348- 0633)  

日本建築協会会告

〈プロのノウハウ〉シリーズ第 8 冊

...IF建築基準法の実際d I ( 矢吹茂郎著)

刊行される

5 月にくプロのノウハウ〉シリーズの 8 冊めとして『建築基準法

の実際一基本問題40講』が刊行されました。

「法律家ではない宅者が、建築行政、設計 ・現場監督、建築教育、

建築審査会委員、建築学会、建築士会等の法規委員などをつとめた

経験から、建築基準法の抱える幾つかの間題を取り上げて、単なる

解説［Ａｽではない形にまとめた ｊＨ 筆者まえがきよりＩ本ｾは、本来は

法律家によって苦かれるべき純粋な法律問題まで踏み込み、 40講を

あげ、それぞれに、図表をつけて、建築技術者になじむよう解説さ

れたものです。 40講( 正しくは 39項目) とは、以下の内容で、それ

ぞれが“ 問題の所在" “ 展開" “ まとめ" のフォーマットで、解説

されています。

1  般地の定義と用途上の可分 ー不可分 21 換気と気密性

2  床面僚・建築面械の算定 22 火災の拡大防止と防火区画

3  巡路の定義と位置指定 23 排煙設備の有効性

4  按道条件と道路内円建築制限 24 階段の寸法等の制限

5  地域指定と建築規制 25 直通階段と避健階段・特gll 避縫階段 j

6  用途地減制の歴史と現況 26 仕機量生規定と性能規定

7  上地利用と容積制限 27 既存不通絡と主s築行為

8  往ぺい率と地域環境 28 雄築基略法最低法草論

9  斜線制限と絶対拐さ 29 単体規定的緩和と特別認定

10 11 影規制、その線維な』比例万式 30 隣地境界線と外 ｴｬｬｾ 後退

11 総合設計制度と容械. j l ' 1 j きの緩和 ( 民法と基単法との関係)

12 特 定 街 区 と 続 検 形 態 の 緩 和 31  挫築確認め法的性質

13 地区計画と街造り 32 関係法令の範閤

14 地域による防火規制の変遺 33 確認審盆および検貸の省略-

15 86条による一団地認定 34 消防同意と建築基地法

16 地滅がまたがる場合的問題点 35 条例による制限付加の必要性

17 建築協定の法的性質とその Ｇｉｾ 例 36 自由波盆と認定・許可

:  18 I Hi と共同住宅 37 l主築審食会の現状

19 別み第ーの特殊建築物の用途分頬 38 行政指導と確認留保の限界

:  20 ' i ' } 宅の採光と有効の算定 39 ill 築基準法に対する占主計/ ' ; の意滋

J存者の矢吹茂郎氏は、 1950年に東京大学建築学科を卒業されたあ

と、* 京都庁、その後設計z事務所勤務を経て、現どE、輸業訓練大学

校建築科教授をされ、著占に「建築設計の法規J ( 彰国社) 、 「建築

法規の手びき J ( 霞ヶ関出版社) 、 「自信長規制の基礎講座 J ( 日本建築

上会述合会) ほかがあります。

二色刷り、 220P 、定価1，800円ですが、本会事務局でお買い求め

の万には 100円割引で頒布いたします。

他の「建築技術選 ..'}J 並びにくプロのノウハウ〉シリーズとあわ

せて、ご購読をおすすめいたします。

4 新入会者ご斡旋お願い

本会は大正 6 年 3 月創立以来、建築法規の法制化に努めたほか、

わが国初の住宅博覧会の開催、四会連合工事請負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、建築界をリードするとともに、一般社会との

結びつきを深めてまいりました。また、建築界の総合団体として常

に建築関係各部門の連繋と調盤に当たり、相互の親陸、共存共栄に

意を注ぎ、会誌 「建築と社会」 の発行や、朝食会、懇親会の実施、

実務に直結した諸般の事業活動を行っております。

そして、来年の 3 月30 日には創立70周年を迎えることになりまし

た。つきましては、会員倍加運動を展開して会勢をはかることにな

りましたので、新入会者のご斡旋をお願い申し上げたく、何卒特別

のご高配をお願い申し上げます。

事務局への屯話番号は06- 348- 0635です。

連築と社会 1986年 5 月号 5  
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『抽象への注釈ジュディス・ターナーの建築写真』展- 建築的エレメントを撮り続ける写真家一

「会津鬼怒川線のコミュニ

ティ施設としての駅舎」を

課題に公開建築設計競技

行われる

“ みんなのレール・イン" を求めて

ー栃木県藤原町一

't t f /  71 ズ キ ， ff ワ

今 年10月に開通する里子岩鉄道会i l ! 鬼悠川線は、

始発駅の新藤原駅( 東武鬼怒川線終着駅) と終丘

駅 の 会il! 高原駅( 現在国鉄会津滝ノ原駅) との聞

に 7 駅 が 新 設 さ れ る 。 無 人 駅 が 原 則 で あ る が 、 栃

ヵヮ b 、、ヨリシ 4 パラ

木県猛谷郡藤原町は川治温泉、上三依塩原両駅を

町営のコミュニティ施設としての駅舎という考え

のもとに建設する計画である。

駅 舎 は 旅 行 者 に と っ て は 、 そ の 土 地 の 第 一 印 象

として重要であるだけでなく、地域の人々にもシ

ンボルとしての役割を持つとともに、重要なコミ

ュニケーションの場でもある。しかし、現況は地

域 の 特 性 を 生 か し た 美 し い 駅 舎 や 、 多 く の 人 々 に

愛される便利な交歓の場としての駅舎は少ない。

このような状況をふまえて、藤原町では、この

コミュニティ施設としての駅舎を、それぞれの土

地 に ふ さ わ し い シンボルとし、旅行者のための駅

舎 と し て の み で な く 、 車 利 用 の 人 々 や 、 地 域 の 人

々 の 恕 い の 場 ・交歓の場ともなるよう、みんなの

レール・イン ( Ra i! - in) として計画しており、栃

木 県 、 野 岩 鉄 道 - 鬼怒川 ・川 治 温 泉 観 光 協 会 、 並

びに日本建築協会ほか建築 4 団体の後援を得て、実

施を自il 援 と し た 公 開 建 築 設 計 競 技 と し て 計 画 案 を

求めることとした。奮ってこの設計競技に応募し

ていただきたい。

6  姐擦と社会 198&年 5 月号

l  設計競技の対象

「会ilt 鬼怒川線のコミュニティ施設としての駅舎J

A. 川治温泉駅舎 B .  t 三依塩原駅舎

( 注) 2 つの駅舎を、個別に公開建築設計競技を

行う

2. 所在地と敷地面積

A. 栃木県混谷郡藤原町大字雌原字小網1077，'11:地4

(111治温泉駅舎敷地 約285m' )

B 栃木県溢谷部藤原町大字上三{ 武吉原360番地4

〔上三依庖原駅舎敷地約395m' )

3  規 線 、 榊 造

①延べ商積

②t荷造 ・階数

③ 工 事 ' w

4  地域

各駅舎300m' 程度

下IIII

各駅舎5. 000万円程度

A  川治温泉駅舎一郎市計画 l更域内

用途地域無指定Ｈ容償ヰ ｾＴＰＰＥ 、建ぺい率 ＷＰＥＩ

自然公閣法に基づく特別地域

B  上三依湿原駅舎- b I l 市計蘭区域外

5  続技 ) J 式

一段階公開建築設計競技方式による金賞各 1 点を

選ぴ、その設計告に実施設計と工事監理を委託。

6  応募資絡

①一級建築上であること。

②共同設計の場合1; 1: 、代表- M1 名を明示すること。

③審査員が主宰する主主築設計事務所 ・研究室およ

び審査員が勤務する会社( 支社を除く) に所属する

者は、この競技に応必し、また応募者の協力者と

なってはならない。

7. 審査委民会

委貝長 内 tt l Pcl 蔵( 内 JTHf : j 蔵建築設計事務所)

委員宮脇倒( ' . ' . ; 脇倒建築研究室)

林雅子( 林、山図、中原設計同人)

宮沢鉄厳( 守三郎宵大学工学部教授)

鮎川一哉( フジず工業主席技師長)

鈴木 IIUI( 鈴木公共建築設計監耳君事務所)

星 光 二 ( 栃 木 県 藤 原 町 長 )

8  賞( 各駅舎)

金賞 l 点( 1 . 000. 000円税込) 賞状・記念品

銀賞 l 点( 500. 000円税込) 賞状・記念品

会期 1986年6月20日($)- 7月2日(水) 11日寺- 1 9時

6 月27 日( 木) 休館、最終日 - 1 6時

j J;¥所 A B Cギャラリー ( 近鉄劇場別館)

大阪市天王寺区上本町 6 - 5  - 2 9  

現 夜 、 ニ ュ ー ヨ ー ク を 中 心 に 活 蹴 す る 女 流 写 災

家J UDI T H T UR NE R の名を 一蹴有名にしたのは、

1980年に美術・建築関係出版社リゾーリから出し

た『ジュディス・ターナ一、 5 人の述築家の写其』

である。ここでは「ニューヨーク 5J と称される

M マイヤ一、 M. グレイプス、 P アイゼ ンマン、 J

へイダック、 C. グワスミーの作品を被写体に、建

築という一芸術分野を、レンズを通して絞り込み、

印画紙に新たなイメジを描いている。

今回の展覧会は、シリーズ写真の代表作 r位』、

r ニューヨークの 5 人の建築家』をはじめ 、F. L.

ライトなどの作品からなる F 明 暗 』 シ リ ー ズ に 加

えて、初公開の、I . M ペイ設計の「ニューヨーク

・コンヴェンションセンター」の建設現土砂写真な

ど100点余りを展示する。

銅賞 2  ＮＧｾＮＨ各 ＳＰＰＮＰＰＰ 円税込Ｉ 賞 状 記 念 品

9. 金賞人選作の実施

金賞入選- Mに対し、藤原町が実施設計・工事監理

を委托するが、委託料は、藤原町と金賞人選おと

協ぷの t 決定する。

Ｉｩ［ Ｎ＿ｦｦｩｾＮ 量 ｊ 十に際しては現実的条件を加味し、修正等

の必要が生じた場合は藤原町と設計Ｎｻ［と ｴｾ｢Ｎ 轟の上

修正する。ただし、基本設計の大幅主変更を伴う

ぬ合は、? 普査委員会の了承を得る。

10 スケジュール

登録開始 ・5 月10日( 1 1 - 登録締切 ・6 1=130 日( 開

設，!t1;;l 1-.'1受付開始 ・8 月 l 口ω

設計依1 . 作受付締切 ・8 月20日( ホ)

人i活発表 ・9 月末日

( 帯査結果は応募者、藤原町広報、新r l I l、総ttf 年

で発表する)

11 資料JJi 求と登録

①f 3eの必要事項をハガキ大の用紙( 縦伐い) に償

n きに記似した申し込み苔および登録料 3. 000 円

を添えて、現金書留で、日本建築士会述合会内栃

木県藤原町コンペ事務局に登録申し込みをする。

〔必要 Ｇ ｬｾ 項一氏名 ＨふりがなＩ ・生年月日・ ー級kl !

築上登録番号・住所( 郵便番号) ・電話番号 勤務

先と住所( 郵便番号) 電話番号〕

(i 主) 封筒には設計競技登録申込と朱 5 すること。

②申し込みは上記期限内の消印のものに似り受理。

③登録手続きをした者には、ただちに登録通告o;!}

および資料を郵送する。

@l つの登録手続きにより 2駅舎の応募も可。ただ

し、 l 駅舎については l 提案までとする。

12 登録申し込み者に、下記資料を交付

〔①応W&l 項、②111治駅の案内図、敷地状況" 見明

関、③上ニミ依塩原駅の案内図、敷地状況説明図、

@J J 1藤原町地図、 ⑤野省鉄道ノマンフレ y ト〕

主催: 栃木県ー藤原町( 連絡先 藤原町企画振興泌

1t! J舌0288( 76) 1111) 事務局: 栃木県藤原町「会内鬼

悠川線のコミュニティ施設としての駅舎」コンペ事

務局 〒 108 東京都港区芝5- 26- 20 建築会館 5 階

日本ill 築土会辿合会内 電話03( 456)  2061 

• 



表紙デザイン ・吉田隆一

( 束畑建築事務所)

オスロ大聖堂と: f Eの市 目抜

き通りカーノレ ・ヨハン街に I面

して、 由緒ある 国教福音ノレー

テノレ派の聖堂がある. 隣の広

場は、色鮮やかな花町市で阪

わっていて 、その中央で両手

を拡げて立って μ るのは建築

好きのデンマ- 7王クリスチ

ャン 4 世像、新しいオスロの

町造りの歴史を物賠ってい る

かのようです.

- 特集予告

6 月号/ 大阪市斤舎( 第 2 湖)

/ 建築防災と法

7 月号/ 21世紀の住居と 段備

/ 開 発

8 月号/ C A D(予定)
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設計者のプロフィール

書 評

私が続んだ本

読 者 の 頁

新建材紹介コーナー

G B R C ニュース

法令コーナー 216

すまいづくり講座21

建築の眼

特 集

作 品

座 談 会
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年 表

資料

ニ ュ ー ス

精進の頁 139

設備の頁 139

施工材料の頁 138

月報

i I " m創刊 建 築 と 社 会 C AR CHI T E CT UR E  A ND  S OCI E T Y  

句 集 開 時

特 集 ・ 自 治 体 営 繕 と 公 共 建 築

S PE CfA L  F EA TUR ES  ON  T HE  C OMMUNA L  B Ul L DfNG  WOR KS  A ND  f TS  

P UB Lf C  F A CfLl TfE S  

会 告 通常総会| 別協通知. 会貝の受賞 大阪ガス岩崎コンビュータセンターの見学(再掲) . (プ ロのノウハウシリーズ>r建

築基措法の実際 J ( 矢吹茂郎著) 刊行される 5  

「抽象への注釈ジュディス ・ターナーの建築写真J 展 「 会 津 鬼 怒川 線のコミュニティ施設として

の駅舎」を課題に公開設計競技行われる 6  

最近竣工した新建築 9 点 ( No.l 945- 1953) 8  

高倉義雄一 内装職人- ' / 聞き手 ・伊 藤 郁 郎 9  

重村カ( 神戸大学講師) 氏を訪ねる / イン タピ ュア ・中井進 11 

日本の伝統締法を採る 一『 日本建築の構成ー構法と造形のしくみJ ( 山図幸一者) / 藤沢彰 一一一 一 一 12

三つのパターン / 遠藤岡IJ 生 新刊寸評 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 13

声ー建築と長観ー近郊都市のまちづくりと建築/ 山口繁男. 裏通り の 景 観/ 回中弘成 建物の

景観と機能/ 福井喜朗. 者11市景観向上のために / 吉村英裕. 北高南低/ 宮 口 恒 樹. 設備屋から

建築設備士へ/ 中曽晩尚 建築設備とエネルギーの供給体制/ 橋本邦彦 14  

アルミ製外装ノ マネ ル シス テム 「アルウィトラ ATAJ / 西川 純一

自記分光光度計( 積分球装置附属 ) / 河津穏大

建築確認対象法令の基準および範囲 / 押川兼宏

住宅性能の維持 ・保全/ 宮 山耕 成

身の廻りからのみどり水辺/ 来 孝 光. まちづく りと電柱/ 山田耕蔵

町並み再生型の建築活動/ 問団非. ホテル ・ピル火災に思う / 井 上 司 郎

7

8

9

o

 

l

-

-

2
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自治体営繕と公共建築

兵庫県公館一一一一一一段計監理兵庫県都市住宅締営綿課施工: 竹中工務応・熊El I工務庖特別共同企業体一一 2 4

上 郡 町 庁 舎 設計監理 . 安井建築設計< 1 ; 務所施工: 熊谷組一一 26

フ ァ イ ン プ ラ ザ 大 阪 ・大 阪 府 立 障 害 者 交 流 セ ン タ ー 28 

設計底思 ' 大阪府建築都営綿箆 ・大阪府建設監理協会日本訟計事務所施工飛仏建設森本組ill 股共同企業体

三 木 市 文 化 会 館 3 0  

設計監理 : 三木市挫設部縫築諜 束畑建築# 務所 地工 : 消水建設 ・高階組 ーJ"J 建設共同企業体

大 正 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 2

設計 ; 大阪市郎市務備局営給部 ・創造社 監理大阪市都市鍛仰向営綿郁 施工: 福井組。真鍋工務庖建設共同企業体

芦 屋 市 立 上 宮 川 文 化 セ ン タ - 3 4  

設計 ' 戸屋市建築課 ・昭和設計監理 戸屋市改普<1>業諜 昭和設計施工浅沼組 ・西本主主設共同企業体

な に わ 会 館 ・公 立 学 校 共 済 組 合 大 阪 宿 泊 所 一 一 一一 設 計 監 理 東 畑 控 除J'務 所 地 工 銭 高 組 - - 36 

アゼリアノ、ウス吹田市営千里山住宅 3 8  

設計 上回篤+ 都市工房 ・小西設計施工i ¥' 1水建設 ・問中組ill 設共同企業体

自 治 体 営 約 と 公 共 建 築 の 将 来 像 40 

〈司会〉 奨 和 夫〈出席者〉光 安 義 光/ 恒成↑ 亘/ 岡 本 行 善

内 な る 空 間 の 時ー な に わ 会 館 の イ ンテ リ ア に 寄 せ て 一 /加 藤 カ 4 7  

1  保存と修長一兵庫県公館 (兵邸県綿市住宅都営綿採) 4 8  

2. 自主設計の手 法ーサ ンパレス ひ らか た (大阪府建築部営綿室) 50  

3 .  J也械の話題づく り一神戸市牒業公園 ( 神戸市営僧都営繕諜) 5 2  

4  滋 ｴｴ 方式ー コ ンペ Ｚ 滋 ｴｩ 県立近代美術 館 Ｈｩ 甚 ｔ ， 県土木部 主主築ｾ Ｉ .54  

5. 市民参加方式 八尾市文化会館 (八尾市庁合文化会館準備室) 56 

6 . 再刻発への試みー阿倍野8 1地区第2種市街地再開発事業施設建築物「あべのベルタJ( 大阪市部市経備局) - 5 8  

7. 民間活力の導入 府玉県産業文化セ ンタ - 60 

公 共 建 築 作 品 年 表/ 山 形 政 昭 ・西 川 純 一 62  

自 治 体 営 絡 の 動 向 ア ン ケ ー ト / 北 僚 誠 ・北 村i問 6 7  

うだつの町並みと脇町立図合館/ アゼリアハウ ス吹 田市営千里 山住宅/ アカミス・ハ ウス坊津町

松ヶ迫公営住宅/ 筑波研究学園都市の公共建築一住 宅 ・都市主主備公団による肩替建設/ 営繕部

利用の手 ｾｉ 一 神戸市が パンフ レ ッ トを発行 71 

大阪府立体育会館の構造計画/ 山口径

フレキシビリティーのある工場周配線ダクト / 大西勲

新 材 料 輸サイ ロ ックH とロポ ッ トによるサイロの補修/ 町文治

日本建築協会月間の動き ( 昭 和61年 3 月分 )
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- 写n と概婆をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所在地 b  敷地面僚 C . 建築ilii 械 d. 延床関税 e. 構造規模 f  工Jtll g  最得釈

1945 肥 後 天 神 宝 ビ ル

設 計 : 鹿 島 建 段九州支庖

施 工 : 鹿島建設 九州支底

a  議岡市中央区大名 2 - 8 ー l

b.  656m'  

c  .  460m'  

d.  3，310m'  

e .  S  R  C 、 B I 、8 F 、 PI

f  昭和60年 3 月~昭和61年 3 月

g  地下鉄天神駅

1948 堺 聖 テ モ テ 教 会

1951 

8  

設 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖

a  堺市浜寺ll&訂I j J 森町東1- 65- 12

b.  1，048. 45  

C  .  410. 61 

d .  618. 21  

e.  R  C (一部 S ) 、 2 F

f . 昭和60年 7 月~昭和60年12月

g. 南海本線諏訪 / 森駅

静 岡 済 生 会 総 合 病 院

E宣 計 高橋茂弥建築設計事務所 ・竹中工務盾

施 工 : 竹 中 工務庖・木内建設. . J V

a. 瀞岡市小鹿 1 ー l

b.  23，669 .01m'  

c  3，116. 46m'  

d .  16，561. 96m'  

e.  S  R  C 、 Bl 、8 F 、 PI

f . 昭和59年 4 月~昭和60年 12月

g  国鉄東海道本線静岡駅

.¥Jl 換と 社会/ 198&年 5月号

1946 四 天 王 寺 学 園 体 育 館 ・ 教 室 棟

設 計 . 中島 健 彦 建 築 事 務 所

施 工 . 金同IJ 組

a  大阪市天王寺区四天王寺 l ー 11 - 13

b .  11 ，820 .54m'  

c .  1，742. 29m'  

d.  6，917. 66m'  

e.  S  R  C.  B  2. 5  F.  P  1  

f . 昭和58年 8 月~昭和60年 12月

g  地下鉄谷町線四天王寺前駅

1949 大手前女子短期大学伊丹キャンパス

1952 

設 計 ・日建 段計 大 阪 本 社

施 工 住 友 建設 ・鴻 池 組 ..J V

a  兵庫県伊丹市稲野町 2 - 2  - 2  

b.  16，702 .  52m'  

c .  4，134. 67m'  

d.  IO，562. 55m'  

e.  R  C (一部 S R C )、 BI 、4 F 、 P2

f . 昭和60年 2 月ー昭和61年 1 月

g  阪急伊丹線稲野駅

豊 島 ビ ル

設 計 : 伊 藤 建 築段 計 事務 所

施 工 : 清水・大成. . J V

a  名古屋市中区針¥3 ー15- 15

b.  I  ，925. 21 m'  

C .  1，465. 04m'  

d.  19，006. 16m'  

e.  S  R  C 、 B3、15F 、 PI

f  昭和58年 12月ー昭和60年 12月

g. 地下鉄東山線伏見駅

1947 福 原 学 園 鶴 鳴 記 念 館

設 計 : 銭 高 組 福岡支底

施 工: 銭高組福岡支底

a  . 福岡県北九州市八幡西区自由ヶ丘

b .  166 ，807 .50m'  

c .  5，1l 9. 25m'  

d.  7，351. 54m'  

e .  R C . 3 F.  P2 

f  昭和59年 8 月~昭和60年10月

g  国鉄鹿児島本線折尾駅

1950 愛 知 淑 徳 学 園 記 念 会 堂

設 計 . 竹中工務唐名古屋支底

施 工 . 竹 中 工 務l苫名古屋支l吉

1953 

a  愛知県名古屋市千鎚区桜が丘23

b.  51，523. 25m'  

c .  1，087. 79m'  

d.  4，194 .86m'  

e.  R  C (一部 S )、B2、5 F

f  昭和60年 2 月~昭和60年12月

g  地下鉄東山線星ケ丘駅

ホ テ ル サ ン ル ー ト 堺

設 計 奥村 組

施 工 奥 村 組

a  界市少林寺町西 l ー 1 - 1  

b  957.35m'  

c  663.  87m'  

d  .  4，847.  90rn'  

e  S R C 、 BI 、9 F

f . 昭相59年 9 月~昭和61年 l 月

g. 南海電鉄阪堺線寺地町駅



この人

仕事は生き物

「アスノーパン J i ノーパンアールJ とい

う材料を御存知の方も多いでしょう 。凹凸の

模様のついた壁土也、曲面の天井等、建築に携

わる私達が内装材の選択や納まりに悩むとき

よくお世話になる材料である 。 この生みの親

が高倉さんである 。73歳というお年で元気に

設計の打ち合わせに現場にと全国を飛び歩い

ておられ、皆から「おやじ J i おやじさん」

と気軽に親しく呼ばれ、設計の相談にの って

おられる 。 その高倉さんを日本建築協会にお

招きしてお話しを伺 った。

今さらネクタイして背広を着るなんて性に

合わないという根 っからの職人である「おや

じさん」が、この世界に入 ったのは偶々 のこ

とfごった。

尋常小学校 6 年を落第して近所のペ ンキ屋

で奉公をはじめたのが最初で、以来、席IJ 毛を

握 って60年といわれるように、 ペン キ屋稼業

一筋を通しておられる 。19歳の時に当時の亀

谷主主装庖に入られた後、昭和 13年26歳で中国

の北支に出向き 、そこで自分の庖を持ち開業

された 。現地百集で入隊、終戦後もすぐには

帰れず l 年余りかか ってようやく日本に帰り

ついたとのこと 。 この聞の話は、 一晩かか っ

ても話し尽くせないと笑いながらお っ しゃ っ

ているが、随分と苦労されたようだ 。

「おやじさん 」 がこの新しい材料を考えつ

かれたキ γ カケが面白い 。偶々四国に御両親

の墓参りにいかれた 11寺、乗られたのが処女航

海の船だ った。 その船を見て驚いた 。内装材

は新建材ばかり 。ペン キ屋の仕事といえば船

の外板だけ 。 その気にな ってあちこち見てい

ると、建築の内装もクロスばかり 。八重洲の

地下街通 っても防火シ ャッ ターしかペン キ塗

りはない。 これはえらい時代にな った。何と

かしなければ ペン キ屋の仕事はなくな ってし

まう 。危機感があ った。・0 ・ー しかし採究心の

強い 「おやじさん 」の こと 。 こんな新建材ば

かりの世の中で火事にな ったらどうなるだろ

う、燃えない材料というものを考えたら面白

いのではないかと考えはじめた 。そこからア

スノーパンが生まれた 。

吉田五十八に勇気づけられる

建築家の吉 田五十八先生とは深い御縁がお

ありだそうだ。 tt 重なエピソードがある 。吉

田先生に相談されお盤付きをもら って始めた

新しい材料が全〈売れない 。苦労辛酸をなめ

「もうあかん 」 とあきらめかけた時、先生か

「これから内装制限がきびしくなり、使える

高倉義雄内装職人

たかくら よしお

. 大正元年 8 月大阪に生まれる 。

- 大正14年 3 月、 13歳で主主装胞にて修業を始める 。

- 昭和 4 年( ( 1谷盆装庖に入る 。

- 昭和 13年北支に渡り 当地に て主主装后院j業。

H召和 19年現地応召、終戦後昭和21年内地へ引き

妨げ大阪で再び塗装応の仕事を始める 。

H召利42年頃から新材料の開発に取り組み、ア ス

ノーパン 、ノーパ ンアー J レを 完成。

- 現在、東京に本社 ・工場を持ち、 全国で活m中。

代 表 作

ロイヤノレホテ ノレをはじめ官民の主要な建物の多

くの内装に関わ って おられ、関西の最近作ではポ

ー トピアホテ J レ、日銀等、吏には現在施工中の物

イ斗も多い 。

高倉インテリア工業側

東 京 都 足立 区 鹿 浜 3 - 17 - 19 合 03- 897 - 3660 

材料がなくて困るのは我々建築家だ。今、君

が止めたらどうなる 。何とかもう 1 年辛抱し

ろ。 そうしたら、ロイヤルホテル( 大阪 ) をや

れる J と勇気つ'けられて再びやる 気にな った。

吉 田先生が病に ふ されてからもただ一 人枕元

に呼は、れ 「どうだい売れているか」 と最後ま

で気にかけておられたそ うだ。毎年かかさず

御仏前に参られるとい う高倉さんがしみじみ

といわれた。 もしあ の時、 吉 田先生が 「それ

なら止めておけ J といわれた ら、今の私はな

か った、と 。

/ ーパ ンアールの誕生も偶然、からである 。

あるホテルの改造工事で木製下地の曲面天井

にアス ノーパ ンを貼 ったところ、木があばれ

てど うしようもない 。 また頭をひねり、はじ

めて 2 次曲面の材料を思いついた 。相談に伺

った浦辺鋲太郎先生に、 「面白いが出入間の

仕舞を 3 次曲面で考えねばものにならないJ

といわれて何日も悩んだ。古い鍋の底をひ っ

くり返して何度も試している内、その材料が

聞 き 手 伊 藤 郁 郎 ( B 建設計)

偶々自重で伸び垂れて 3 次曲面が出来ている

のを見つけて、や っ と実現した 。

その後も何かないかと職人の限でいつも考

えている 。今も G P R をはじめいろいろと新

しい材料を開拓中であるとのこと 。いわく「職

人だから出来るのであ って、考えすぎて出来

るものではない」と 。 i建築家は先生で、我

々は生徒みたいなものだoJ i おやじ、こんな

こと出来ないかJ といわれると「出来ない j

とは絶対にいえない 。一生懸命頭をひね って

宿題をとく生徒と閉じだ。 その代わり苦しみ

ぬいて出来あがった時には本当によか ったと

思う 。 その熔しさは口では表せない 。高念さ

んの 言葉でいえば「職人は所詮あほや。 あほ

であればある程、仕事がかわいくなる 。金は

欲しくても金のことを考えていたら良い仕事

は出来ない。 それに仕事は生き物である 。生

き物であるからこそ、職人の腕次第で、生き

ることも死ぬこともある」じだから高倉さ

んの仕事は全て責任施工てやられる 。

職人にとって今の世の中は

多くの建築家とつき合い、首相官邸、衆議

院をはじめポートピアホテル等数え切れない

程多くの建築に関わ ってこられた「おやじさ

んJ だが、その眼には、最近の時代の流れは

非情に見えるようだ。 i 薄情な世の中にな っ

てきた」と l嘆いておられる 。ひとつには仕事

の合理化 ・分業化の 中で、伊IJ えば請負いの関

係にしても、親子のような情をも って仕.i: s.が

なかなか出来なくな ってきた。 またひとつに

は、戦人が育たないことだ。職人が打算的に

なって来たこともあるが、職人が頑張れるよ

うな仕事がなかなかない。 また金もない。 だ

からその芽も出てこないし技術ものびない 。

「設計者がいくら張りき ってもそれに応えら

れるだけの良い仕事がもう出来なくな ってい

るのではないか」という 。

しかし「おやじさん」は元気だ。二人の息

子さんは立派に後をついで各地て- 頑張ってお

られるのだが、 「おやじさん」も自分の作る

ものは自分で見ていないと何もいえなくなる

と、高い現場の足場にも上 っていく 。 そして

「私は設計者のおもちゃみたいなもんだ」と

楽しそうに笑いながら、今日も何か考えるヒ

ントはないかとあちらこちらに出没されてい

る。 人なつ っこい顔と yゲラガラ声でしゃべり

まく っている 「おやじさん j の姿は何か心に

残るものがあり、そのお話しは設計に関わる

私達にと っていつも教えられるところ大きな

ものがある 。

也築と社会/ 1986年 511サ 9  



足もとの、決め11'毛主昔話

への配慮が大切。とりわけドアまわりでは、さまざまな建築金具とのコー

ネー卜に気を配りたいもの。ユニオンドアストップ「工ツセ」なら、豊富な

げ色、 優れたデザインで" 足もとMを晶よく、、決める" ことができます。

ユニオンドアスド ＺｬＷｾ ｾ ｪ｟ｴＴ

この製昂は重量ドア朗で、主
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. 東京営業所一一一一東京都墨田区石原4- 3- 1
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干 ＵＵＶ 合 ＰＶＨＶＳ Ｑ ＩＴＷＷ Ｑｾ F AX侶43) 7538
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| 設 計 者 の す ロ フ ィ ー ル rn 関西の昭和生まれの建築家 l

重村 力
神戸大学

略 歴 し げ む ら つ と む

聞 き 手 ・編 集 委 員 中 井 進( 日 建 設 計 )

プロフ ィー J レ撮 影 島 修一 ( S T UDI O A ・T )

生 年 月 日 昭和21年 2 月 9 日 (40歳) 叢術選奨新人賞( 象グルー

出 身 地 織 浜 市 j  プ 1977年) 日本都市計両

最 終 学 歴 早 稲 田 大 学 大 学 院 降 士 謀A1 ;  学会石川賞( 象グループ・

昭和49年度修了 i  1977年)

聡 歴 象 設 計 集 団 創 立 〆 ン パ ー 代 表 作 品 絞 阪 市 働 〈婦人的家 ( 校阪

取締役 昭和53年迄 :  r信) 沖縄県北部における

教 職神戸大学工学部環境計画学 : ー述の地蛾デザイ ン

糾 {講師 j 趣 味岡ＡＮｾヨ ｹ ト

大学所在地 干 ＶＵＷ 神戸市灘区六叩台町 ｪ 好きなｪｊｬｾ大学セミナーハウスＨ設計

1 - 1  ;  吉阪隆正 ・東 京ｲＮｾ八王子Ｉ

お も な 受 賞 学 生 デ ザ イ ン 賞 ( 1969年)

松 阪市 働 〈 婦 人 の 家 松 阪市 働 〈 婦 人 の 家

フィールド・ワークから建築ヘ

近年になく建築にもえているという 。かつて早稲田大学博士課程在

学中から主要メンバーとして活動していた象設計集団で、おも色村

中央公民館に代表される地域に線ざした独自の建築を生み出してい

た頃から、今また神戸に転じた後の新たな充笑! l J lを迎えつつある 。

昨年竣工の松阪市働〈婦人の家、今年竣工の徳島県脇町町立図書館、

他に住宅なども含め精力的に建築にとりくんでいる 。 2 年前、象設

計集団の中心メンバーであった大竹康市氏の突然の死去をひとつの

契機として「僕が頑張らねば」との感を強くしたという。

故吉阪隆正氏の伊豆大島計画に触発され、 「発見的方法」からスタ

ー卜したのが象設計集団である 。建築を 地域と結ひa つけ、調査し、

理論化し、計画者として観察し、その出会い ・感動から、かたちを

つくってゆき、建築と地域の生活を一体化する、つまり環境を総合

としてとらえるという方法論である 。一連の沖縄の地域計画もこの

手法ですすめられた。当時、大規模開発の波にもまれていた沖縄は、

本来の意味での総合計画を必要としており、「潜在的資源を顕在化さ

せていく形での地域おこし」としての提案が、少数派ではあったが、

いくつかの自治体で賛同を得られ、そのひとつが今帰仁村などの地

域の特性を生かした建築へと結実してゆく。「自分としては 、建築を

つくることと、 地域生活空間の研究は一体であると考えており、『環

境をつくる』という吉阪先生の手法の影響は大きいJ という。

78年神戸大学に環境計画学科がて。き、自分の価値を発揮できる場所

として、教育研究の織に就くことになる。同時に有村桂子氏を代表

とした Team 2 0 0 いるか設計集団の設立となり、そこでの協同した

設計活動もスター卜する 。 この研究と設計活動が一体となった最近

の成果が松阪市働〈婦人の家である。夫人である有村氏が出産で笑家

へ帰省したことを契機にはじまった松阪のフィールドスタディが、

80年には「地方都市の定住性の発展に関する研究J と展開し、市に

も種々の提案を行い、市もこの熱意を受けとめる中で、商応街再開

発の一環としての公共施設の建設となる。非常に困難な敷地条件に

加え、厳しい工WI ・コストの中で、 「フィールドワークのスト ック

があったからこそできたのではないか」と、この規模の公共建築の

むずかしさを語る 。伝統的な家並の中で新たな秩序を獲得する端初

としてこの施設がこれからの地域に与えるインパクトは大きい。 5

月に竣工の脇町図書館の場合も同様に、フィールドワークから、 H

O P E 計画委員会 、県住宅苦11や建築士会青年苦11の協力の 中での調査、

町並の保存地区の中て Ｂの 町立図 ｬ ｾ 館計画へと展開してゆく 。独特の
うだっ

枕をもっ漆i喰と本瓦の木材型かな家並の中で呉服屋の倉庫としての

外観を残し内部を図舎館とする計画であるが、ここでも「フィール

ドワークから発見的方法で建築へJi 環境を総合としてとらえる」視

点は明快: である 。

「伝統的工法や材料を使って現代的空間を創り出してゆきたいJ と

自らを説明する 。つまり伝統的材料を新しい形で使うことで、材料

の新しい魅力を引出し、それがエコロジカルにも新しい地域の文化

・景観をっくり出すことにつながるという 。脇町の場合では町主主の

軒五を使用している。また、近作の住宅で、左官による漆I喰壁と亜

鉛ムク板などを使いわけた憾に、伝統的材料とハイテクな材料をあ

わせ使って現代的空間を構成したいともいう。「伝統的手法を使うと

かたくをりやすいが、これを諌めつつ、柔らかく、自由や ｾｲ を織り

込んでゆきたい」といい、研究としても理論づけてゆくと語る 。

今後の建築の方向としては、「近代建築が主流を決定づけた 50年代に

関心があり研究してゆきたい」と「建築に主体を回復するとの意味

においてポストモダニズムも評価してゆきたい」と考え、調査 ・建

築と一体となった活動は今後もベースとなるが、住宅はもちろん、

今まで研究しながらできなか った集合住宅の設計もやってみたいと

いう。また、千里のような単一の生活型の提示ではなく、 「生活型

の複合としての都市の多機性J が個々の自由や存在とつながるかた

ちでの理論化もすすめてゆきたいと語る 。新たな展開をはじめた重

村氏の意欲が直接伝わってくるようなインタビューであった 。

〔次 号の登場者は北山道生氏 Ｈ 北 ｽ［ｾｩ 立生アトリエ Ｉ )  

也提と社会 1986年 5111} 11 



日本の伝統構法を探る

昨今の建築教育において 、 日本在来の伝統

的構法による木造建築の講義に費やす時間は

はなはだ少ない。明治の繋明期以来、我が国

の建築学は欧米の先進技術の導入と理解を第

一義とし、遂には欧米ーを凌潟し、今なお休む

ことなくその大勢は先進的技術の開発 ・実用

化 にカを注いでいる 。当然、建築教育の場に

もその影響は表れ、 簡単に言えば習うべきこ

とは日々多くなり、かつ、難しくな って11" <  

傾向にある 。先端技術というものは日夜進歩

しているらしい。それに比べ、伝統的構法に

よる木造建築の技術は進歩しているのであろ

うか。当然ながら答えはホ N 0 " であ る。 こち

らの方は技術が衰退、もっとひどい場合には

消滅することはあ っても、そう進歩すること

は無い 。本書に紹介されている、屋収構造に

おける野屋根の発明 ・結木の利用、軸組にお

ける貨の登用、土壁の補助材における海草糊

の利用 、屋根瓦における械瓦の発明などは数

世紀に 一度あるかないかの大技術革新であっ

た。大方の技術者にと って は新技術の開発よ

りも、既に確立されている技術の習得と後継

者の養成が関心、の的であった 。 それが伝統的

構法による木造建築の伝統的たる所以である 。

日本建築軽視の建築教育

建築教育において、日々進歩している技術・

知識の修得にカを注ぎ、停滞する木造建築に

関するものを軽視する傾向にあるのは当然の

なりゆきかもしれない 。 また、建築に対する

社会的な需要も伝統的構法による木造建築の

それは減少の一途をたど っている。その よう

な状況下にあ っては建築教育の粋組の中で、

伝統的構法による木造建築への理解を深める

ことはなかなか難しい。先端技術に携わる人

人が技術開発に心血を注ぐのに対し、伝統的

技術に携わる人々は技術の継承に頭を悩ませ

ている 。著者 山田幸一氏も左官業界において、

技術の継承と伝統的構法の見直しに努力され

神やどる大和

栗 田 勇 著

大手口の歴史紀行は少なくないが、本主?の趣は一

味異な っている 。葛城、二上、三輪、等々の神宿

る山麓を巡りながら、古代史の痕跡を発見? し、

ただただ感動するものではない。著者は古道を踏

査しながら、目に映るもののなかに目に見えない

ものを見い出し、心の中に古代人の息吹きを蘇え

らせる 。そこで自党したのが日本人の感性として

の「聖なるものへの憧れ」だという 。

12 也 誌 と 社 会 内86年 5 1I 号

ている一人である 。

本哲ーの目ぎすところはあとがきに明解に記

されている 。少し長いが次に引用しよう 。

「本fl i鼻は建築一般構造を基盤に、日本建築

史および若干の海外建築に関する知識を援用

し、その中から日本建築の変遷と在来構法の

特徴を探ろうとするものである 。現在の建築

学教育では、上の諸テーマはそれぞれ独立し

た科目として授業され、教師もまた別々であ

ることが多い 。 そのために内容が重複したり、

時には異な った解釈が示されたりすることも

珍しくない。そのような無駄や混乱をなくす

るためには、関連の諸科目を融合して統一的

に理解することが望ましい。本f Lt の構成をあ

図解

日本建築の構成

構 法 と 造 形 の し く み

山田幸一著

彰 国社刊

2，200円

えて従来の類誌に倣わず、構造学と史学のい

わば接点を求めるようなまとめ方をしたのは、

ーに 以上の観点に基づく J

ここに示された構想は、建築学の初等教育

において、日本建築史と建築一般構造の前に

7と然と立ちつくし、その理解に頭を悩ませた

者にと っては4寺ちに4寺った念! 販のものであろ

う。初めてそれらの講義を聞いた時、争r . f語が

1:l: IJ きなれないものばかりでほとんど死語か外

国語ではないかと疑った人も多いのではなか

ろうか。一般構造の講義で梢法 ・術語の説明

を聞いてもすぐには理解できず、建築史の方

では基本的な術語は当然理解しているものと

の前提に講義は進み、ただただH寺は過ぎ両者

がおぼろげながらも頭の中で融合できるよう

新刊寸評

好きな一節を 、少しゆ っくり読み返したい、ま

ほろ! ; r車己fr で、ある 。 ( 山形政H目/ 大阪芸術大学講師 )

( 新潮社引IJ 2，300円)

インテリア・ウ ォッ チング

押野見邦英著

通例のインテリアデザイン史ではなく、今第一

線で建築デザイン活動につく、ミヨ= 者の22高な経験

と、研かれた眼力て¥インテリアデザインの本質

にせまる 。その語り口はなめらかで、興味深い話

藤 沢 彰 (京都大学助手)

になるのは、もう卒業も間近かの頃というの

が普通ではあるまいか。後々考えてみればな

んでもないことを、その当時はいろいろ悩み

考えあぐねる、ということは 日々の生活の 中

でもままあることである 。 日本建築史と建築

一般構造の聞にはこの程の問題が多いように

思える 。 そんな悩みに答えるべく、両者の効

率よい理解と日本建築の変遊 ・在来構 法の特

徴を明らかにするために本松会は構想、されたの

である 。

日本建築への愛着がにじみ出る

本容は、

I  建築物のしくみ一一 日本建築の特徴

IU昼休の組立て 一一輪 組

m機能と造形の調和一一屋根

W空間をつくる一一壁

V 空間の演出一一造作

の 5 章よりなり、日本建築の大まかなアウト

ラインから各構造音1I位へと進み、その問、諸

外国の事例との比較を通じ日本建築の特色を

鮮明にし、同時に各構造部位の歴史的発展経

過をも考慮、して記述が進んでいる 。全筋にわ

たって著者の日本建築に対する受着、特に日

本壁に対する愛着がにじみ 出ている 。 ただ惜

しむらくは、全体の 中 で ｲ ｎ ｾ 聞をつくる

壁J の項の比重がやや大きく、バランスを欠

〈憾みがある点である。もとより、たった一

冊の本で日本建築史 ・建築一般構造の全てを

毛rr 解することはできない相談であるが、現在 l味

乾燥あるいは難解になりがちな両教科書を補

うものとして本蓄を活用すれば、極めて有効

なものになるだろう 。 また、既にそれらを 一

通り学んだ者には、日本建築の変避を今一度

検討し、その全体像を再構成する一助ともな

ろう 。

ふじ さわ あきら

1955年東京生まれ

1980年京都大学建築学科 1986年同学科 D C卒業

現イ玉、京都大学建築学科助手、日本建築史専攻

延jが散りばめられ、読む人は居心地のいい良質な

インテリアの世界に誘い込まれるだろう 。

最近モダンデザイ ンにさす耳寄 りが云々され、ポ

ストモダンの新奇な傾向が注視されるなかで、ア

イリ ーン クレイ、テ ッラーニらのモダニストの

先兵を発掘し、またジョポンティのスノ ップな魅

力、ミースの家具がもっ意外なヒュー7 ンマイン

ド、そして譜議精神に包むイタリアンデザインの

魅力の分析などが誇り尽くされている 。

( tlJ 形政H目/ 大阪芸術大学 ，1t r.，Ji )  

( 鹿島出版会刊 2 ，500円)



三つのパターン

休日の朝、それも陛いばかりの太陽の下な

ら最高である。テーブルと椅子を外に持ち出

して、地図を広げ、それがインド鉄道の旅で

も、シベ リア横断鉄道の旅であってもかまわ

ない 。 日々の生活から断絶の ｾ￩ 雌があればあ

るほど好ましい。

一方で、唯ぼんやりと活字を追い、他方で

地図の上をなぞらえて、勝手なｾＨや空恕にふ

けっていられる、そんな無為な時間があれば

幸いである。勿論こんなたわいない暇つぶし

を、言先哲z だなどと言うつもりはさらさらない。

さりとて今回のテーマのようにホ最近読ん

だ本。をと、正面切って問われると、はたと

図ってしまう 。

なぜならば多少の「本J も読んではいるが、

それが心の総に成 ったり教養が身に付ーくとい

った類の本とは、ほとんと'k"3<が無いと思 って

いる本ばかりだからである 。

最近の読書傾向を分類すると ・・・・

元来私の本の選び方は、その時々の思うに

まかせ、気の向くままに拾い読みした過去だ

った。読書方法も、今もって定まったものを

持ち合わせていない。だから今私の本棚には、

種々雑多な本が並んでいる 。ただ、最近では

時間のせいもあって手にする本には、およそ

一定のルー l レらしきものができつつある 。そ

れらを大別すると、おおむね三つぐらい に分

けられよう 。

その一つは、かつてから常に興味を持ち続

けていた分野のもの。次は、これから行動す

るために必要だと思うもの、また行動の後確

認してみたいと思うもの。これらはおおむね

仕事との関わりのあるものが大部分である 。

最後は作者や作品が特に目に止ま った場合と

言 えるだろう 。 これらの 中で一番読みたい本

は故後のものである 。

由主初の苦11鍔iに属するものは、おおむね中央

アジアを中心に、* はカラコルム、良保、西

T HE  CI TI ES 

都市はどのようにつくられてきたか

一一発生から 見た都市のタイポ ロジ一一一

アーヴィン、 Y ・ガランタイ著堀池秀人訳

者11市形成のプロセスをさまざまな角皮からとら

えようとしたシリーズの中でも総指的な位置にあ

るのが本舎である 。新都市の定義から始まり、新

首都、 M民者11市、工業都市、過鋭化と、現. ( E およ

び過去の新者Ilrli 怨設を検討したあと、結論として

今世紀末までの起こり得る新しいコミュニティ建

設について、" 妥当な' 予 iRl J をたてている 。

はパミール、ヒンズクシ、南はヒ マ ラヤ、 北

は天山、アルタイ 山脈等、地図の上では黄土

と茶色の地偽: に集中する 。 それらのどの本も、

土くれの色と匂いがぷんぷんとし、 世 界のメ

ルシングポ ッ トを初符1; とさせる人々の姿が浮

んでくる。私にとっては限りなく魅力を感ず

る特別の也・界がそこにある 。

タジク、キノレギス、シ ンジャン ウイグj レ、

チベ ッ トの歴史や文化等に傾斜すればするほ

どに 、本棚はこれらの本でしめられる 。 また

この 4 月の初めには、台湾の建築グループか

ら招かれて、 21支ばかり講演する機会があ っ

た。 そのお返しに台中の近くの、古くから大

|塗との交易のあ った、鹿i巷の古いレンガ造の

街並や路地、伝統的な寺院等に案内された 。

それらの保存の資料や、町屋の調査資料等を

プレゼントされ、新たに数冊が本棚に加わっ

た。

もう一つの傾向は、仕事柄当然と言えばそ

れまでだが、1-1"世t前後からのヨーロ ッパの都

市の生活と文化に| 刻するものである 。

一例を挙げるなら、「中世の窓から」阿部謹

也著という 1 附の本を選んだとしよう 。 そう

すると「中世を旅する人々 j 、「ハ メルーンの

笛吹き男 J 、「中世のイタリア商人の世界」、 「北

の農民バイキング」、「路地哀の大英帝国j 、等

等といった調チでこれらの本を通して、中世

都市社会を構成する、兄弟回の話から、遍歴

新刊寸評

しかし、本占の何よりの特長は、参考資料とし

ての図面や写点て'ある 。原宇千が75年に出されたに

もかかわらず、今なお本t!? が新鮮さを失わないの

は、こういう，点にあるの fごろう 。

{亦 JI 日弘/ 泣綾地主ll) ( 井上書院刊 2，400円)

ヨーロ ッパの木造建築

太田邦夫著

本t ! ! : は、束ヨーロ y パを中心とした木造建築の

写真集と、. f iYi 法か ら凡たヨーロ ッパの木造建築の

遠 藤 剛 生 ( 遠藤剛生建築設計司王務所)

職人の世界へ、そして石工の話からゴシ ック

の大聖堂へ 、そしてステンドグラスからイギ

リスの裏町 まで、次から次へと引きづられ、

話は取 り止めもなく 進 んで行〈。これらの本

は、今の自分の仕事への手掛かりを求め、自

分の行動のための糧にしようと考えている 。

特に印象に残っている本

かつて勉 l床の本、仕事の本以外の本当に読

みたい本は、自分で本屋に出向いて行 って本

をめくって求めていたが、今では何冊かの本

のタイトルだけを書き 出 して事務所でまとめ

て買うために 、この「イモズル式J 書籍 j構入

法で思惑と呉なる本を買い込んで、思わぬ失

敗をしたことも 何度かあ った。

このように私の読書の傾向を概観すると 、

三つのパターンになるが、それも最終的には、

記録文学的な分野のものと、人間] ドキュメン

トタ ッチのものに収散されるように恩われる 。

それらの 中から最近読んだ中で、特に強〈

印象に残 っているものを拾うなら、西 川一 三

箸「秘境西域八年の潜行」 上 ・下巻。( サ ブタ

イトルは、上巻「七度ヒマラヤを越えた日本

人ラマ僧の手記j 、下巻、 「わが背春を捧げた

神秘のチベ ッ トJ ) と別巻である 。 この本は私

がここでとやかく言える類の本だとは考えて

いない。生と死の間をさまよい、命をかけて

生きた人間のぎりぎりの記録であり、ヘデイ

ン等 とは全く5 J 1j の地平に存在する 。 もう l 冊

の本は、作者がその存在をかけて若し、鮮更!!

な感動を与えてくれた「水底の歌J 上 ・下 巻

で、ある 。

えんどう たかお

1941年 2 月10 日山形県生まれ

1964年大阪工業大学卒業後設計事務所スタ ップ を経て

1969年遠藤剛l生雄築設計事務所を開設、現在に至る

1984年神戸大学環境計画学科非' 出勤講師を庶務

主な 作品

白邸、千里山女-f - 学生ハイツ、関西7 "/ クス7 7 1 ? 一、

ドムー l レ北山、千里山ロイヤルマンショ ン、キーエン

スリー ドエレクトリ ックなど

本文からなる 。 ヨーロ ッパの建物とい うと石やレ

ンカ・の組獄造をす ぐ思いうかべるが、 本舎は、ヨ

ーロ ッパlここ んな索附し い木造住築がい っぱいあ

るのかと感心させられる 。写点は、答者が、願わ

くはユーラ シア来酋の伝統的な木造技法の接点を

求めんと、単身束ヨーロ γ パ僻J血を 訪ねはじめて

以来の10数年間]の諮松をまとめたも のと いうこと

だが、とても手持ちで搬った 35 ミリの写点とは忠、

えないできばえ 。それによ ってい っそう見る者が、

υ  

ヨーロ ッパの木造建物の深みに魅きつけられるの

かも知れない 。(，A' J Hi 弘/近畿地主ll )( 講談社刊 18，000円)
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読者の頁

近効都市のまちづくりと建築

また大阪の船場地区では、建築線の指定によ つ ものである 。施工の段階でいつも悩まされる問題

て後退し た部分の舗装材が、建物によって、歩道 である。

山 口 繁 雄( 地域計画建築研究所) プロック タイル石などさまざまで不統ーなの

大阪では、インナーシティ問題が脚光を浴び、

衰退する都心 をいかに再生させるかが都市計画の

大きなテー? になっている。しかし、その周辺に

広がる近郊都市の問題は 、まだそれ程本気で議論

されていない。

最近、大阪周辺の近郊都市のまちづくり計画を

いくつか担当したが、近郊都市は近郊都市 で大き

な悩みを抱えている 。 その最も大きな問題は、そ

れぞれのまちがかつて持 って いた固有の特色が、

大都市からのスプ ロール的な都市化の 中で弱めら

れ、平準化されたことである 。

近年、都市化が一段落し、さて新たな目標を立

てて新しいまちづくりを出発させようとした時、

旧来から の住民は、 ふと 我々のまちは一体どこへ

行 ってしま ったの だと考え、新しく転入してきた

住民は 、一体何 を拠りどころにしてまちづくりを

考えていけばよいのかと迷ってしまう 。

この時、それぞれのまちが保有する固有の歴史

文化が両者の意志を統ーさせる気運を与える場合

が多いが、それをいっそう促進するため、歴史的

文化蓄積を活かした建築物づくりを新しいまちづ

くりのシンボル事業として位置づけるのも有力な

方法である。

建築が社会に果たす役割lは大きいが、近郊都市

においては、今、その役割が問われている 。

裏通りの景観

田 中 弘 成 ( 大林組)

が気になるのに加えて、 せっかく歩道状につなが

りながら、それぞれのレベルが建物毎に違ってい

て、かなりの段差になっているものも見うけられ

る。舗装材については市が指定するか、材料を支

給するとか、レベルについては街区ごとに段差の

ないものにするよう指導するなど、よい街づくり

のためには細かい対策も必要ではないでしょうか。

建物の景観と機能

福 井 喜 朗 (松村組)

我々が建物の施工に参加する場合に、何時も問

題になるのが建物の景観と機能のバランスのこと

である。特に住宅建築において考えさせられる場

合が多い。

先鍛、コーポラティプ住宅の建設に参加した時

にも、この問題について痛切に考えさせられた 。

景観にウ エイトをかけすぎるために、一番重要視

せねばならないはずの機能面に無理が生じてくる 。

建物をつくる場合、設計する側からすればどうし

ても、見せる。という意識が優先する 。宣伝媒体

都市景観向上のために

吉 村 英 祐 (大阪大学建築工学科助手)

都市景観についていろいろ議論されるようにな

って久しいが、実践面ではまだまだお中且末な のが

日本の都市の現状ではないだろうか。 ここで、都

市景観の構成要素をみてみると、建築物をはじめ

として、道路、橋、鉄道 ・道路の高架、河川、植

栽、看板、電柱等、様々なものがあげられる 。そ

の中でも、とりわけ土木構造物は、その巨大なス

ケールで視覚を圧倒し、時として景観を一変させ

てしまうこともある 。しか も、土木構造物は公共

性が極めて高〈、建築よりもはるかに長い寿命を

要求される のであ るから、建築以上に景観に対す

る配慮が必要なはずである 。! 被前の土木構造物に

は、偶田 川や中之島の名橋群のように、土木技術

者が心血を注いだものがみられるのに、戦後は、

いわゆる用 ・強 ・美のうち用 ・強に 片寄りすぎて

いるようである( 阪神高速道路や大阪南港のニュ

ートラム の高架、そして今工事中の大阪モ ノレー

ルを見よ 1 ) 。

都市景観の質の向上をめざすには、建築のカだ

けでは限界がある 。幸い、土木技術者の 中にも、

景観に対する関心が非常に高い人がおられると附

いている 。 その人たちの理解と奮闘を祈 っている

のは私一人ではないはずである 。

北 高 南 低

近年、都市環境や景観の向上に寄与したす ぐれ としては効果的であるかも知れないが、生活空間 宮 口 恒 樹( バシ 7 イ' / ? コンサルタン ';t )

た建物を表彰する制度が各地で設けられるょっに の場として考えるならば、やはり機能を最優先に 小生は 泉州の高石市に住み、大阪市内に通勤

なりました。大阪でも都市景観賞が制定されて 5 すべきであり、そこに住む人達を尊重することが する者て¥都市計画、ランドスケープ関係の仕事

年を経過し、一般の人達にもかなり知られるょっ 大切で、はないだろうか。 に携っています。仕事柄、 神戸 、京都、北大阪か

になって、都市長観に対する関心を高めるのに役 施工の段階に於いても奇をてら った建物や、見 ら泉1+ 1 あたりを電車て。行 ったり来たりすることが

立っているものと 恩われます 。 た目ばかりの建物というものは何かしらやりにく 多い のですが、最近つくづく北高南低ということ

大阪市では、とくに幹線道路沿いでの美観誘導 い。機能を重視した住みよい建物とい うものは施 を感じます。神戸や西宮から阪急に乗り、 地下鉄

がなされ、表通りは年と共にその成果が現れるも 工をしていてもなんとなくやりやすいものである 。 御堂筋線を経て、南海または阪和線で泉州地域に

のと期待されますが、日ごろ街を歩いて気になる

のは裏通りの景観です。 とくに御堂筋などの幹線

の一本裏通りでは高い容積率と道路斜線との関係

から舞台のセ y ト哀のような大変な形状にな って

いるところが多い。船場地区てもやはり街区の大

きさと道路幅貝の関係て¥東西面では必ずセ ッ ト

パックする部分ができてしまいます。容桜率の高

い都心部については、景観を良くするためにも、

高さ制限の見直しを考えてはいかがなものか。

14 也築と社会 / 1986年 5 Jl 4} 

日常我々が身につけている衣裳なども、いろい 行けば、電車の窓から見える住宅地の景観、乗客

ろな飾りをつけたものは見た目に恰好はよいが着 の衣装、言葉、話の内容、マナーに到るまで相 当

て見ると身になじまないし、飽きるのも早い 。役 な速いを感じざるを得ません。泉州 の各都市は、

者の無台衣装も、恰好は良いが機能的にはどうか 今後、関西新空港をひとつのインパクトにし、殺

と思う場合が多い。 極的なまちづく りを展開し、フィジカルな環境艶

生活空間の場である建物も役者の舞台衣裳のよ 備とあわせ 文化や7 ナーなどのソーシャルな商

うなものであってはいけないと思う。やはり機能 の向上 を図っていってもらいたいものです。

にウ エイト をおいた建物というものは、そこに住 それから「日本建築協会j に対して一言。 現在、

む人が日常快適な生活を営めるようにな っている 雑誌「建築と社会J の出版事業が中心 ですが、今



あなたの「声」をお寄せ下さい。

0 内容は、建築 しごとのこと、近況、「建築と社会J へのご意見・要望など何でも結構です。

0 原稿は5∞字前後でお願いします。( ハ ガキ使用可) 原則として原稿は返却しません。掲載分

には紛礼をさしあげます.

0 氏名、住所、職業 ・会社、年齢、包括を明記して、船日本建築協会編集部投稿欄小委只会宛

(〒530 大阪市北区待問 l ー 1 - 3  - 2100大阪駅前第 3 ピル21階) お送り下さい。

国 絵井Hi':l光

後も っ と業務の内容の拡大を図 っていかれてはと

思います。協会は建築及び関連業界の交流の場と

して期待される面が大きいと思います。会社など

の組織の中で仕事をする者にと っては、これから

の時代はタテ型社会から脱皮し、ヨコの交流がま

すます重要になるでしょう 。 まだ具体的な考えは

ありませんが、サロン的なものの経営 ・シンポ ジ

ウムや講習会の開催、祝祭旅行の企画、コンサル

タン ト業務の受注、その他、人を集める各縫の企

画を行い、協会が新たな発展をされることを切に

却んでおります。

設備屋から 建築設備士へ

中 曽 境 尚 ( 成品建設)

111，年末、建築設備資格者を定める告示により、

本年中に建築設備士が誕生することにな ったこと

は、遅まきながら時代の変化を感じさせる 。規定

によると、建築設備士試験の受験資格は、一級建

築士に比べて非常に長い実務経験が要求されてい

る。

守 h ぷ. k&_i守(' -手イAS
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この良し悪しはさておき、小生が設備設計に従

事してから約22年が経過した ( 実務経験20年以上

の場合は、講習を受ければ資格が得られる )。 振

り返 って見ると今夏ながら、建築設備の内容の変

化や、分野の多様化に驚かされ、今昔の感がある 。

特に最近は先端技術、とりわけエレクトロニクス

の技術革新により、産業構造の変化が急速に進行

している 。当然建築設備に対する社会のニーズも

複雑、多様化じ、とても実務経験の長さだけでは

対応出来ないのが実感である 。

入社したて の昭和38年頃の仕事といえば、専ら

水廻りを中心とした給排水設備と欧米式浄化槽を

設計させられ、たまに冷暖房設備があっても、 パ

ッケージ型エヤコンを設備し、あとは直暖設備だ

けであ った。 また 11寺には綴音関係の公害問題にも

相談にのる位であ った。 もっ とも世間では高度経

済成長の波に釆り、本絡的な空調設備を持 った大

型ピルや超高層ビルの設計も行われていたようで

はある 。

昭和42年頃以降は空調設備が一般化し、我々の

業務も設備屋として、徐々に忙しくな って来た。

読者の頁

特に 48年の第一次オイルショ ック後は、資源有限

l時代の思想、が生まれ、省エネルギーが主テー? と

なった。 この段階において建築設備の設計にも、

設計思想が定着するようになり、大幅な技術の進

歩がはかられた 。

現在ではハイテク時代を反映して、設備i技術も

クリーン施設における B C R 、 1 C  R 、工場の F

A 、 F M S 、事務所等の O A化、インテリジエン

ト化等々先端技術への対応に忙殺される時代を迎

えている 。

日進月歩する先端技術の新しい言葉や概念に直

面し、建築設備士にと ってはまさに設備屋から建

築設備士への脱皮の時て。あり、建築を織成する一

分野の専門技術者として期待が高まっている感が

ある 。

再び告示に戻ると、建築士は建築設備士の『意

見を聴いたとき、設計図書又は工事監理報告t ' J に、

その旨を明らかにしなけれlまならない 。j と言己さ

れている 。

建築設備士は何処まで意見を言えば良いのか?

今後の運営がスムーズに行くよう、建築士の皆さ

んの御協力をお願いしたい。

建築設備と エネルギーの供給体制

橋 本 邦 彦( 須賀工業)

私が建築設備に携わることになった昭和40年代

の初期は、設備1エネルギーの石炭から泊への移行

が完了し、一般ビルの冷房設備がようやく定精し

た時期であ った。昭和50年代に入り、クリー ンエ

ネルギーであるガス、電気がこれに代わり、現在

に到 っている 。代替エネルギーのエースと目され

たソーラ一利用も、当初期待された程には普及し

ていない。

これらの変避は、石炭 ・1自の市場変化、公答関

係の法規に依る他、電力ガス会社の料金休系に依

る所が大きい 。電力基本料金の比重が大きい為、

負荷率、使用率の低い設備には屯カは不向きであ

り、大規模な建物には、個別ノ マッ ケージ方式は採

用し難い。蓄熱待方式も特約が有利な地域に採用

されているようである 。冷房用のガスが一般の半

額近くで利用できるようにな ってから急速にガス

冷房が普及したのは周知の通りである 。

これらの供給体制からの制約の中で、省エネル

ギー技術などに種々の試行を繰り返す昨今である

が、少しでもフリーな立場で適切なシステムの採

用ができるような供給体制を望みたい 。少なくと

も省エネルギーと省コストが同じ結果になるよう

にしたいものである 。
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企画: 日本建築協会

E 面目

職業訓練大学校教授 矢 吹 茂 郎 著

とかく敬遠されがちな基準法の諸問題を読みやすく解説

基本曙建築基準法の実際

- 幅広い経験のすべてを込めて奥深い諸問題を説<

建築基準法の難しさは，設計，行政，司法という 三 つの

面から出る多様な問題を，どう 一つに止揚させていくか

にある. 本舎では，様々な問題を事例をあげてわかりや

す く解き明かす. 著者の幅広い立場上の経験に審査会の

裁決等も加え，単なる法規の解説ではな く，内容にも突

っこんだ形で編集した . 基準法諸問題解決のための好著.

四六・ 224頁 ・定価1800円

‘ I BT! 好評発売中 |

T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解決の決め手

荒木隆彦著 / 四六 ・192頁 ・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富著 / 四六 ・224頁 ・定価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設計事務所編

西部明郎著 / 四六・ 224頁・定価1800円

府扇瓦l

- 敷地の定義と用途上の可分 ・不可分

・道路の定義と位置指定

・地主義指定と建築規制

・土地利用 と容積制限

・斜線制限と絶対高さ

・総合設計制度と容積 ・高さの緩和

・地域による防火規制の変遷

・地域がまたがる場合の問題点

・長屋と共同住宅

・居室の採光と有効の算定

- 火災の拡大防止と防火区画

・排煙設備の有効性

・仕様書規定と性能規定

・建築基準法最低基準論

・隣地境界線と外壁後退

・建築早程認の法的性質

・確認審査および検査の省略

・消防同意と建築基準法

・行政指導と確認留保の限界

・その他， 2H鷺

建物の値打ちの高め方 ピルマンションの新しい評価法

小林清周著・四六・ 208頁 ・定価 1700円

• 

空 調 設 備 の ト ラ ブ ル50 建築に携わる人へのヒント

建築設備トラブル研究会著 ・四六・ 224頁 ・定価1800円

衛 生 設 備 の ト ラ フ ル50 建築に携わる人へのヒン ト

建築設備トラブル研究会著・四六 ・224頁 ・定価1800円

( 目録進呈〉 6 学芸出版社

干600 京都市下京区木津屋橋通商洞院3巨人

T  E  L  075 (343)  0  8  1  1  

企画: 日本建築協会

畳屋E固| あなたもアイデアマンになれる

マンのアイデア発想
四六・ 224頁・定価1800円

マンシヨンバルコニー手すりを

先伺けでき宅よいか ーー

2 認

金属工事ではコストを大きく左右するアイデアテーマが多い

+. }. T! 好評発売中 |

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら施工のコストが下げられるのだろ う ?

・どこを改善した ら現場がスムーズに動くか?

厳 しい不況 からの脱出 を目 指 し，各社 ともコス ト・品質競争 に必死で ある. 本

舎は， そうし た現場で生 かせ る方包工のア イデアや，盲点 になって い る改善テー

マなどを 数多く 集めた また ， どうす れば役立つアイデアが得 られ るのかなど，

日常生活や職場でのアイデア 発想法などを提 案. l'!jJ 実行に移せ るアイデアの本 .

• 
T QCか ら 見 た 建 設 業 問 題 解決の決め手 建物の値打ちの高め方 ピルマンションの新しい評価法

小林清周著・四六 ・208頁 ・定価 1700円荒木睦彦著 / 四六・ 192頁 ・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好宮著 / 四六 ・224頁 ・定価1800円

パ ソ コ ン 会 計 術 設 計 事 務 所 編

西部明郎著 / 四六 ・224頁 ・定価1800円

空 調 設 備 の ト ラ ブ ル50 建築に携わる人への ヒント

建築設備トラブル研究会著 ・四六 ・224頁・定価1800円

衛 生 設 備 の ト ラ フ ル50 建築に燐わる人への ヒント

建築設備トラブル研究会著 ・四六 ・224頁 ・定価1800円

〈目録進呈〉 6 学芸出版社

〒600 京都市下京区木津屋精通西洞院東人

T  E  L  075  (343)  0  8  1  1  



時 間 介 干 す 一 人 日 本 建 築 協 会 建 材 委 長l

アルミ製外装ノ〈ネルシステム

アルウィトラ A T A

株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 ア ル ウ ィ ト ラ 事 業 部

本社 東京都千代国区水田町 2 ー 12 ー 14 ( 干 100) T E  L  03- 507- 7194 

大 阪 大 阪 市 淀 川 区 西 中 品 4 - 2 - 9 (〒532) T E L  06- 305ー1181

- は じめに . 工法

外壁金属製仕上げ材には、多 くの材質 ・構法が

ありますが、工期もかかり、価格も一定ではあり

ません。金属板自身の伸縮挙動、継手音11のシーリ

ングなどへの考慮も完Eまではありません。

アノレウィトラ A T A システムは、アノレミニウム

素材 ( fl l ' 出型材、ロール成型材) を用い、外装パ

ネルの完全なシステム化を笑現しています。外装

パネルに求められる熱 ・雨 ・風などへの対応は勿

論、施工性 ・工期にも十分配慮した 注目すべき外

裟パネルシステムです。 1) プラケ ッ ト( 下地材) を躯体に固定する 。

. 特長

1) 下地材から本体パネルまて¥すべて規格化され

た工場成型品です。

2) 温度変化によるパネルの仰紛や、躯体の挙動を

吸収する可動、絶縁方式です。

3) パネル目地は独特のオープンジョイント方式を

採用し、風による負祈が軽減されます。

4) 梢成苦11材が大幅に軽量化できます。( 8 kg/ rn' )  

5) オープンジョイントにより、換気、殺気放散が

可能で、結認を防止します。 2) プロフィール ( 方立 ) をプラケ ッ トにステンレ

6) カラーコーディネイトが自由にできます。 スボルト、ナ ントで悶定する 。

取付概念図

①フエイシャ( 表面パヰ J レ) ⑥ステンレスボルト ( M- I O)

②ホルダー ⑦ステンレスポル ト(世 8X25mm)  

③プロフィル ⑧ステンレスボルト( 世 6X20mm)  

③ブラケ y ト ⑨下 地

ジョイン トプレート

標準納まり図

製品規格

3) フェイシャ ( 仕上げ材) をプロフィールに議参

させる 。

‘

ィ・

4) 取り付け完了

施工例

タ イ プ 半イ 質 表 面 処 理 板 厚 mm 線準ピ ッチ mm 原 z担割j イ寸 mm

1  5  0  

アルミニウム合 シルバーア ルマ

l  6  1  6  5  

金w出If(l 材 イト

L = 3，000 

J  1  S  H  4100 二次' i tI解; ，"1色

2  0  0  

A6063 S  - T  5  アクリル焼付

2.  0  2  1  5  

建 材 委 員 / 西 川 純 一 (昭和設計)

也接と社会 1986年 511 り 17 



日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 〒565 吹田市藤白台 5 - 8 ー 1

電 話 ー ( 06) 872- 0391 

業務時間・一平日: 午前 9: ｏｏ ｾ 午後 Ｖ :  00 

土曜日 午前9 :  ｏｏ ｾ 正午

自 記 分 光 光 度 計

( 積分 球装 置 附 属 )

物質に照射された光は受光面に当 った後、反射される光、 吸収さ

れる光、透過する光に分かれます。これにより反射率( 色度 ) 、透過

率、 1笥度等の iWJ定が行なえます。

光 学 的 特 性 の 測 定 (核分球装置使用)2.  昭和60年度施設整備計画の一環として、このほど当試験所材料試

験室にダフ事ルビーム式自記分光光度計 〔本体 : 側島津製作所製 u v

- 240、パーソナル コンビューター ・沖電気工業( 械製 if - 800 mod. el  

30) を導入しましたので、その概要を紹介します ( 写真一 1 参照 )。

分光光度計の主な使用 目的として①溶液の定量分析、 ②光学的特

性の iRIJ 定があり、その詳細を以下に示します。

主な 測定例 としては 、

1  ) 塗材、 塗装鋼板等の表面色の il!l J定。更に劣化外力( 促進暴露、

塩水噴霧など ) を与えた後の色差 ( 色の変化 ) iWJ定。

2  ) プラスチ ック、ガラス等の透過率、曇り度 、賞度等の測定。

更に劣化外力 ( 表面摩耗など ) を与えた後の測定値の低下率測定。

3  ) ボード類、コンクリート等に 塗装された塗材の洛出による、

j容液のI罰度捌IJ 定。

等が可能です。ただし、積分球を使用 して 団体の測定を 行 なう場

合は、試料の最大寸法が縦7 0 mmX横50mmX 厚さ 5mmとなります。プ

ラスチ ックの促進暴路前後の色差 il!l J定例を 図- 2 に示します。

参考規格 : J I S  K  7105 Iフ。ラスチ ックの光学的特性試験方法J

J I S  Z  8730 I色差表示方法J 他

( 材料試験室

溶 液 の 定量分 析 ( 1汲光光度法)

物質に光を照射すると、その物質の分子構造に基づき特定の波長

の光だけが吸収され、この光の吸収される強さは物質の濃度と 比例

します ( ランベル ト・ ベールの法員IJ )。この特性を 利用して試料の濃

度 ifll J定を行なうものです。本総では 1 - 3 0の波 度 既 知 試料を波長

190nm- 9 0 0 nm の範囲において l汲光度を測定し、その結果を直線一

次回帰線として自動作成します。一例としてチタン溶液の波度調IJ定

結果を 図ー 1 に示します。

参考規格 : J I S  K  0101  I工業用水試験方法」他

河津龍大)
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図 - 2 色差測定例( プラスチ ックの促進暴露後)
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法 令 コ ー ナ ー

づく地方公共団体の条例 ( 自転J . j I 駐III 対策の総合

的推進)

(1司 浄化糟法第 ＱＳ 条 Ｈ 浄化槽のｾ式の認定 Ｉ

編集委員会法令分科会
なお、( 13) および( 11) に掲げる都市計画法および流通

業務市街地に関する法律の焼定の迎合性の審査に

当た っては、以下の取り扱いとする 。

2 1 6  

建 築 確 認 対 象 法 令 の基 準 お よ び 範 囲

一 建築確認事務の迅速化のために一

① 主主築恭準法施行規則自" 1 1 条第 7 項に定める

とおり、( 13) および( 1 1 ) に掲げる税定に適合すること

を証するの面を添付することは、建築確認申 Jnの

受理要件である 。

組築行政の適切な連用、とりわけ建築確認事務

の迅i率化については、昨年 7 月22 日の臨時行政改

革推進審議会の 『行政改革の推進方策に| 刻する答

申』 で建築確認手続きの迅速化として指摘されて

いた 。 この答申を受けて、同年 9 月24 日、政府は

『当面の行政改革の具体化方策について』 閣議決

定を行い 、その中で 『建築硲認審査については法

定期間を遵守するため、{ ! } 類不1m! 等の不迎合通知

の活用及び確認時の審査対象法令 ・ZJ';J 貨の明確化

など、審査手続の効率化、迅速化の措置を講ずる 』

こととした 。本年 3 月28 目、建設省より、処築確

認対象法令について、その基準および純闘が撃裂

され、特定行政庁に通知された 。

1  . 建築確認対象法令の基準

(1)  制度の趣旨および目的が建築基準法の車並行お

よび目的と呉ならないこと 。

(2)  具体的な技術的基準であること 。

(3) 及拡性の少ないものであること 。

(4)  原f1i J として、営業許可、公物管理上の許可若手

に係るものではないこと 。

2  建築確認対象法令の範囲

(1) 消防法第 9 条およびこれに恭づく 市町村の条

例 ( 火災発生の成れのある設備の取り締まり ) 、同

法 m15粂およびこれに基づ く危険物のJ ; I ，l . i ! i IJに| 剥す

る政令罰¥39粂 ( 映画上映の規制 ) 並びに同法第 17

粂から第 17条 3 まて¥これらに基づ く同法施行令

買l 6 条から第34条の 4 まて¥および市町村の条例

Ｈｩ ＱｾＱ 幼用設備等の設 ｦｻＨ 義務および法機 Ｉ

(2)  昼外広告物法第 6 粂およびこれに基づく 都 道

府県の条例 ( 広告物等の制限)

(3) 港湾法第40粂第 1 項およびこれに基づく 地方

公共団体の条例IJ (分区内の規制 )

(4)  官公庁施設の建設等に| 測する法律m 7 粂 ( 国

の庁令の桃造等 )

(5)  M圧ガス取締法第24粂およびこれに必づく一

般向庄ガス保安規制第73条 ( 家庭用設備の設置等

の基準 )

(6)  ガス事業法雰 ｜ＴＰ 条の ＲｾＲ 項およびこれに基

づく 向法地行規則第85粂 ( 消費機器の技術必準の

迎合 )

(7)  ｾ￈Ｑ ｪｕｊＡ［法第 ＱＱ 条およびこれに基 づく 同法純行

令第 6 粂から第 15条まで ( 路外駐車場の榊泣およ

び設備の法路 上同法貨¥20粂およびこれに必づ く地

万公共団体の条例 ( 建築物の新築または .trl築の場

合の駐 'Ji .施設の附置 ) 並びに同法20条の 2 および

これに法づ く地方公共団体の粂W'J (建築物の用途

変更の場合の駐車施設の附置 )

(8) 水道法第 16粂およびこれに基づ く同法地行令

第 4 条 ( 給水装置の構造および材質)

(9) 下水道法自" 110条およびこれに基づく同法施行

令第 8 粂 ( 公共下水道排水区域内の排水設備の設

置等) 並びに同法第30条およびこれに基づ く同法

施行令第22粂 ( 都市下水路に接続する特定排水施

設の構造 )

(10) ' i 1I 気事業法第67条第 l 羽およびこれに基づく

ｾＱｬＮ気設備に ｬ 刻する技術基準を定める省令 Ｈ ＧｩＱｉ気工

作物の技術基準の適合)

(11) 流通業務市街地の盤備に関する法律第 5 粂

( 流通業務地区内の規制 )

(12)  液化石油ガス の保安の11{1 i 保および取引の適正

化に関する法律第36粂 m 1 項およびこれに基づく

同法施行規則第38粂( 消資設備の技術基準の適合)

(13) 都市計画法第29条( 開発行為の許可) 、同法第

37条(建築Ili l] 1浪等 ) 、同法第41粂 ( 建築物の数地面

積に対する建築面積の書IJ 令等 ) 、同法第42条 ( 協l発

許可を受けた土地における ill 築等の制限 ) 、同法第

43粂 ( 開発許可を受けた土地以外の土地における

建築等の ＱＱｾＱＱ 浪 Ｉ 、同法第 ＵＳ 条 Ｈ 都市計画施設等の区

域内における建築の規制 ) および同法附則宮¥4  m 

( 開発行為の規制等の特例 )

(14)  急傾斜地の崩駿による災害の防止に関する法

律第 14条第 2 mおよびこれに基づ く同法施行令第

3 条 ( 急傾斜J也崩域防止工 'J'; の施行の基準 )

(15) 特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法第 5

条およびこれに基づく同法地行令第 5 粂および第

6 粂 (航空機騒背障害防止地区および航空機騒音

障害防止特別地区内における主] ! ; 築の制限等 )

(1日 自転車の安全利用の促進および自転車駐車場

の整備に関する法律第 5 条第 3 J質およびこれに基

② 建築主 cJ'; は、施行規I ! 1J 第 1 ;条第 7 項に規定

されているかどうか、または、当該ｻｉ｟ｾ面の添付ーが

不安とされている場合にあ っては、都市計画等担

当部局の判断が其に存在するかどうかを審査する

にとどまり、当該ｾｴＺ面等に示された都市計画等担

当官11局の判断の適法不適法まで審去するものでは

ない 。

③ なお、昨今、施行規ｉｬＱ ｊｾｬ 条第 Ｗ 項第 Ｓ 号

に級定する特定行政庁の規則j を制定しないまま、

同項に規定する舎商を不要とする取り扱いを行い

法的紛争等を招いている例も見受けられるが、問

項に規定する色面を不要とする取り扱いを行う場

合には、維認申請st には施行規則等 1 条第 7 ｊｪｾに

規定する設而は添えることを要しない旨の特定行

政庁の規I l 'J を制定すること 。

3  . 建築確認の審査および検査

建築確認に当た って、建築主 目1'; は確認申抗告ーに

明示された辿築確認対象法令、事項について、直

接確認するか、または他部局への合言葉のいずれか

の方法で谷公を行い、工z r ; 完了時の検査は、目枕

等により判定できる範囲で行う 。

4  対象法令以外の関係法令の取り扱い

今回、対象法令とならなか った関係法令の取り

扱いについては、建築主 Ｎ｛ ｊＧ［ は必ｾに応じ、関係書 ＱＱ

局との: i ! I ! . 絡調整を図るとともに、硲認申請者に対

して他法令の許可を受ける必要性等について指導

を行い、 ill 築舵認事務の迅速化を図る 。

( 大阪府建築部建築指導標 押 川 兼 宏 )

「 ー 用 語 解 脱 山 中 山 田 山 田 山 中 山 中 山 中 山 中 甲 山 中 山 田 中 山 中 甲 山 田 中 山 中 山 中 甲 山 田 山 中 山 中 山 中 山 田 中1

i仙 や す し 用 語( そ川 ) I  「建 築 … 」の 附 |  条 文 | 門 |i

i 建 築 物 の 高 さ |ι 附 設 備 放 出 が 糊づけ ら れ る 前 1
33条

1  @  I  !  

|第 l 極住居#馴用I地也域内のt古悦5吋さのU限艮皮 1 55条 l 玖瓜、 2 羽 1 @  I  !  

| 滋路斜線制限に l附羽する路悦さ |い56条 1 攻 l 号 1  @  I  !  

|隣I地也斜線榊嗣卯限艮に|関刻する古耐さ |ド56粂 l 唄 2 号 1  @  1  !  

!  一 ロ印山にこ 「雄鵬築物の高肘さ J 1 北H印 附p

!  とUしい、 つても、 そのa狐測{IJリl陀定 |同日 彬規制区域外刷カか. ら焼制を受けることとなる伺古併さ |い56粂の 2 4 項叫1 @'  1川
!  

i  する長さは、条文によ |日 影規制対象区域内の布さ | 別表第 3( 引のυ | @'  I  !  

i  り若干異な っている 。 1高側聞の高台 {北側の附 引 の関伽限度の場合に恥 ) 1 58粂 1  @  I  !  

i  一覧表にすると、つぎ | その他の場合の前 |  一 1  @  I  ｾ＠

i  のとおりである 。 !  

「一一一τ 持 羽 I  屋上部骨の水平投軒面械 孟 I 8x 瞳 築 商 閣 E  

ll 沿道一 一 一 { 用量が階段重Ｎ昇降ｾｾＪ !  

師 通 路 の 1  吋ドー ｾ ｬ Ｇ ｀｀ 明治合併 三 ＱＲｭ Ｎ｀ ｃＱｬ駒 山 Ｕｭｪ

路面的中心 よ ⑥手 ，

ょんl L / 均地盤面 (  

し 中 山 中 山 中 甲 山 甲 山 中 山 中 山 中 山 中 山 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 甲 山 中 山 甲 山 山 中 山 中 甲 山 中 山 山 中 中 山 中 山 中 山 田 山 中 中 山 」

挫 援 と 社 会 内86年 5 川 19 



- 圃欝
髄住宅都市整備公図画すまいづくり講座

住 宅 性 能 の 維 持 ・ 保 全 吉 山 耕 成

住 宅 性 能 の 維 持 ・保 全 の 概 念 に は 、 住 宅 を は じ め 団 地 内 の 道 路 、

公 図 等 の 共 用 部 分 や 、 集 会 所 、 運 動 施 設 の 共 同 施 設 ま で 含 ま れ て お

り 、 つ ぎ の よ う に 区 分 さ れ て い ま す 。

① 団 地 内 の 住 宅 、 施 設 等 の 日 常 、 定 期 的 な 保 守 点 検

② 住宅等の老朽化に伴う経常イl針丹、計画修繕

③ 居 住 者 退 去 後 の 資 産 保 全 の た め の 空 家 修 繕

④ 住 宅 等 の 機 能 更 新 の た め の 改 良

⑤ 自転車置場や遊び場の主主備を行う団地の環境整備

⑥ 火 災 や ガ ス 爆 発 等 の 苓 故 カ、発 生 し た 場 合 の 復 旧 工 事 と 台 風 、 そ

の 他 の 自 然 災 害 の 防 止 、 復 旧 工 事

今 回 は 、 特 殊 ケ ー ス の ⑥ を | 徐く住宅 性 能 の 維 持 ・保 全 業 務 に つ い

て 、 そ の具 体 的 な 内 容 を 紹 介 い た し ま す。

1  保 守 点 検

住宅、設備、 11付帯施設や公園等について、下s' に そ の 状 態 を 把 握 す

るために、

@  管 理 主 任 等 に よ る 団 地 の 巡 回 点 検

@  巡 回 点 検 班 に よ る 巡 回 点 検

。昇 降 機 の 保 守 管 理

等 を 行 って い ま す。 こ れ の 中 心 を な す も の が 、@ で 挙 げ た 巡 回 点

検 で す 。

こ の 制 度 は 、 あ ら か じ め 定 め ら れ て い る 点 検 の 椋 準 周 期 に よ り 、

年間l を 通 し て 継 続 的 に 公 団 の 関 連 会 社 で あ る 側 団 地 サ ー ビ ス に 委 託

して行 って い ま す 。

体 制 は 、 建 築 、 土 木 ・遊 園 機 械 、 屯 気 、 消 防 設 備 等 の 業 務 区 分

別 に 、 そ れ ぞ れ の 業 務 担 当 者 が 、 巡 回 班 を 構 成 の 上 、 巡 回 点 検 事 を

使 用 し て 点 検 を 行 っ て い ま す 。 巡 回 点 検 班 は 、 建 築 基 準 法 ま た は 消

防 法 に 定 め ら れ て い る 点 検 方 法 の ほ か に 、 点 検 対 象 に つ い て 外 観 観

察、打診、 illll 定等によ っ て 点 検 を 行 って い ま す 。

写真 1

外 壁 修 繕工 事 中の

東 豊中第 2 団 地

こ れ ら の 点 検 調 査 結 果 は 、 つ ぎ に ご 紹 介 し ま す 経 常 修 線 、 計 画 修

絡 の 基 礎 資 料 と な って い ま す 。

関 西 支 社 管 内 で は 、 現 在 約 50人 の 人 貝 お よ び 約 20台 の 車 を 使 用 し

て 保 守 点 検 業 務 に 当 た っ て い ま す。

2  . 経 常 修 繕 、 計 画 修 繕

経 常 修 絡 は 、 日 常 の 巡 回 点 検 等 の 報 告 に 基 づ き 実 施 す る も の で 、

比 較 的 小 規 模 な 工 事 の も の を い い ま す 。 た と え ば 、 小 規 模 な 雨 漏 れ

の 補 修 、 外 壁 モ ル タ ル の 危 裂 、 浮 き の 補 修 や 遊 び 場 フ ' ラ ン コ の 部 分

的 な 修 繕 が あ り ま す。

計 画 修 繕 は 、 予 め 定 め ら れ て い る 修 給 周 期 を 標 準 と し て 実 施 す る

も の で 、 工 卒 は 比 較 的 大 規 模 な も の に な り ま す 。 引李総周期は、対象

音11位によりさまざまで、 2 年 - 2 5年 の 周 期 が 設 定 さ れ て お り 、 ま た

同 じ 部 位 で あ って も 団 地 の 立地 等 に よ っ て 変 わ る こ と も あ ります。

た と え ば 海 岸 地 区 や 工 場地 区 と そ の他 の 地 域 と で は 、 鉄 苦11の 劣 化 状

態 は 異 な り ま す の で 、 劣 化 の 状 態 を 十 分 調 査 し た 上 で 修 終 を 実 施 し

てお ります。

修純音11位は、全音11で 約 30項 目 に も 達 し て い ま す が 、 そ の う ち 主 要

なものは、建築で、は屋板防水層、外壁、 P C 目地、 O P 塗り欽苦11、

設備 で は 給 水 管 、 雑 排 水 管 、 照 明 器具、テレヒ、受信設備、土木 造

図 で は 道 路 、 通 路 、 遊 戯 施 設 、 汚 水 管 が あ り ま す 。

そ の 中 で も 外 壁 の 修 繕 面 積 は 膨 大 な 誌 で 、 た と え ば 香 里 団 地 ( 昭

和 33年 ~ 昭 和 42年 管 理 開 始 4 ，881戸 ) の 外 壁 面 積 は 約 280 ，0 0 0 m' 、

TR1! ! L中第 2 団 地 ( 11召和41年 管 理|井j始 1，403戸 ) の 外 壁 面 桜 は 約88 ，000

M で、す 。 甲 子 園 球 場 の グ ラ ン ド 面 積 が14 ，700m' で す か ら 、 香 里 団 地

では甲子園球場の Ｑ Ｙ 倍、Ｊｾ中第 Ｒ 団地では同じく甲子図球場の Ｖ

倍 分 の 修 絡 を 行 う 勘 定 に な り ま す 。

関 西 支 社 は 、 最 近 の 笑 績 と し て 年 聞 がJ 8 ，000戸 の 外 壁 修 結 を 行 っ

て い ま す 。

写真- 2

外壁 修 鎗が 完 了し

た東 車 中第 2 団 地

1111111111111111111'住宅・都市整備公団協 力業者 ( p R ) III III IIIIIIIIIIIIIIIII II II III II II IIIIIIIIIII IIIIIIIIIII II II II III IIIIII II III11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

総合建設業 ・不動産事業

株 式 会 社 海鳥 j也 来E

取締役社長 鴻 池 一 季

本社 ・大阪本応 大阪市京区北久宝寺町 4 丁 目27番 地 電 話06- 244- 3500
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大 日 本 土 木

取締役社長 田 口 栄
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つ ぎ に 大i立の修絡を行う音11位 は 、 欽 部 の O P塗 り で す。 11針符周J t l I

は 3 - 6 年を ;際 準 と し て 設 定 さ れ て お り 、 年 間 約70 ，000戸 の 修 絡 を

行 っ て い ま す 。

外 壁の修純資と鉄昔11 0 P 塗 り4李総 'El を 合 わ せ る と 計 画 修 純資 の 4

割 強 を 占 め て お り ま す 。

外 壁 の 修 絡 が 完 了 す る と 、 団 地 が リ フ レ ッシュ され、f . ! . ihl えるよう

に 美 し く な り 、 居 住 者 の 方 々 に は 歓 迎 さ れ て い ま す。 ( 写 真 一 1 、

2 参 照 )

3  空 家 修 繕

こ の 空 家4李 総 の 概 念 に は 、 賃 貸 住 宅 の 居 住 者 が t伝出した住宅に、

汚 れ 、 破 航 し た 個 所 が あ って 、 後 か ら 入 居 さ れ る 方 の 居 住 に 支 障 が

あ る と き や 、 公 団 と し て 資 産 保 全 上 必 要 と 認 め ら れ る と き に 行 う 原

状回復のためのイ| 李総と、 J首 住 水 準 の 向 上 に 伴 い 住 宅 の 質 的 向 上 を 図

る た め の 改 良 が あ り ま す 。

管理戸数の. l i "1力nに伴い逐年増加 l の 傾 向 に あ り ま す が 、 そ の H寺々の

社 会 、 経 済 状 勢 が 微 妙 に 関 わ り 、 変 化 が 表 れ て い ま す 。 ま た 発 生 時

期 は 、 転 勤 と か 学 校 の 休 暇 時 期 で あ る 7 、 8 月 お よ び 年 度 末 に 集 中

しています 。

さを 家 の 修 仰 の 費 用 負 担 は 、 公 団 の 負 担 に よ る も の と 居 住 者の 負 担

に よ る も の と に 区 分 す る こ と が で き ま す 。

公 団 の 負 担 に よ る も の は 、 居 住 者 の 退 去 l時 に お い て 後 か ら 入 居 さ

れる / ' i の居住に支踏を起こさないようにするための自然倒粍等に つ

いて実地する引李総と、これと合わせてホ ー ロー 浴 樽 の 設 近 、 壁 面 の

ク ロ ス 帰 り 、 浴室 壁面のタイルリ長り等を行 う改 良 が あ り ま す 。 改 良

の経度は、家1 ' ( の改定と. i ! 主動しており、 一 律 で は あ り ま せ ん 。

居 住 者 の 負 担 に よ る も の は 、 1'( 貸 借 契 約 件 で 定 め て い る も の と し

ては、位、 ふすま、浴欄等の申李総義務と、 11! の液型Fき、床のタバコ

によるこげ跡等居住者の欣: ¥J : または過失による原状回復義務があり

ます 。

空家修的資は、 ZE家 住 戸 の hn力日および改良工白J';: の増力11に 伴 い 上手1.

し、近年では計画イl針丹伐と同走I l . 棋の予算が必裂とな って い ま す 。

4  改 良

{ 主毛には、居住水準 の IIi J上に伴い初期の性能以上に向上させたり、

新 し い 織 能 を 付 加 さ せ た り す る こ と が 必 要 と な り ま す。

改 良 は 、 修 緋 の 領 域 を 超 え る 治=しい性能の JIi J上や、而，t周 年 数の延

長 を は か る 工 ・J';: を い い ま す。具 体 的 に は 、 給 路 の 防 止 、 テ レ ビ 受 信

設備の改良、 U H F 受口元主イjl l J の改良、さらに大波紋かつ家1 . ' ( の改定

を伴うものとして、テラス住宅のf i ' : 築 ( u召手[152年 ~ 昭 和 56年 ま で 笑

施 し た が 以 降 は 中 止 ) 、1' i : 1 " t 念庫の新設、 2 戸 1 改造、脱線倖え、

施 設の Itq - 改 築 ・主主て そF え が あ り ま す。

2 戸 1 改 造 は 、 遠 隔 地 の た め 応 募 率 の 低 い 団 地 で 実 施 し て い ま す

が、 2 0  K  2 戸 を 1 戸 に 改 造 し た 場 令8 0 - 9 0.げ の 大 型 住 宅 と な る た

め、 主主 隔 地 で あ る に も か か わ ら ず 好 評 を 待 て い ま す 。 ( 2 r  1  改 i立につ

いては. すまも、づく 1) .Ji磁 12< -1<，./，，11自制60年 4 月号> を参n( l) 校機符えは、 2  0  K  

の住宅 を 1 L  0  K とするケ ー ス があ り ま す。 1主係 式 の洋 風 化 に 対 応

した改良とし て 、ヤ ン グJi 3 から好評 を符 ていま す 。

5  . 団地 環 境 整 備

公 団 住 宅 に お い て 、 住 環 境 と り わ け 公 園 や 紋 お よ び 子 供 の 遊 び 場

の総仰jj 水 準は、 一 般 に 供 給 さ れ て い る 住 宅 を 大 き く 引 き は な し て 評

価 さ れ て い ま す。 公 団 で は 、 さ ら に 住 み 良 い 街 つ' くりを目標に{ 主環

境 の 盤 備 を 進 め て い ま す が 、 そ れ は つ ぎ の よ う な 基 畿 の も と に 行 っ

て い ま す 。

@  団 地 聞 の 不 均 衡 の 是 正 …・・ ・級裁、閑地施設、遊戯施設など、団

地 怨 設 年 次 に よ り 務 備 水 準 に 顕 務 な 較 差 の み ら れ る 施 設 の 新 設 お よ

び地 殻

@  居 住 者 の ニ ー ズ へ の 対 応・・ーー・自転車道場、運動施設など、多く

の団地から居住者等の基要望として共通的にあが っ て く る 施 設 の 新 設

お よ び 地 殻

。居 住 性 の 向 上 ーーー ー道路、通路、歩道の拡幅あるいは新設や地設、

駐J . I工 場 の 増 設 な ど 屋 外 の 居 住 性 、 安 全 性 の 確 保 に 必 要 な 泊 設 の 整 備

この団地環境盤側iiは、従来若干計画性に欠けて笑施していたので、

昭 和 54年 度 か ら 計 画 性 、 総 合 性 を も た せ る た め に 「 総 合 的 団 地 開 境

鐙似i J と 名 づ け て 再 ス タ ー トしました 。

築地方法は、

① 対象団地の盤側il 水 準 の 把 握 ーーー. .!ttJ: II場 、 自 '1去J . II 出場、広場、 プ

レイロ ッ ト 等 の 現 状 の 水 準 を 調 査 の 上 把 握

⑪ 盤 備 水 準 の 調 査 を 基 礎 と し た 環 境 整 備 の 中 ・長J t 11計 画 の 立 案

⑪ 対象団地の当面の強制H回線の設定および型剖ii l計 画 図 の 作 成

⑪ 団 地 居 住 者へ 盤侃I i 計画の提示

とな って い ま す 。

こ の 総 合 的 団 地 環 境 監 備 の 関 西 支 社 に お け る 具 体 例 と し て は 、 京

都 市 の 観 月 術 団 地 ( 11召和 37年 管 理IJ日始 540戸 ) があり、 H召和58年 度

から l駐 車 場 の 附 設 、 自 転 車 置 場 のm設、遊び場の強備、歩道の務側、

地 裁 を 行 い ま し た 。 この団地は先に紛介しました計画イl華料による外

壁 修 絡 も 完 了 し て お り 、 団 地 の 環 境 盤 併ii 工 事 が 完 7 し て 、 み た 自 に

も 美 し く 、 団 地 環 境 上 も 一 段 と す ば ら し い 団 地 に 生 ま れ 変 わ って お

ります 。 ( 写 真 一 3 参照 )

写真- 3 総合整備の完了した観月橋団地
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けんちくの 身 の 廻 り か ら の み ど り と 水 辺

久 し 振 り に 大 阪 の 古 い 街 な か を 歩 い て み た 。 私 が 設 計 の な か で 追 い 求 め て い る 、 内 部 を 連 結 す る ス リ ッ

ト 空 聞 の ル ー ツ が 、 少 年 時 代 に 過 ご し た 大 阪 の 町 家 の 路 地 空 間 の な か に あ っ た 、 と 気付ーいたからだ。そ

して一一一あった、あった .1 谷 町 か ら 上 本 町 に か け て の 古 い 町 家 地 区 の な か に 、 人 間 的 な ス ケ ー ル の 路

地 空 間 が 今 で も 立 派 に 忠、ついていた 。 ま た 、 阿 倍 野 や 住 吉 あ た り の 戦 前 か ら の 借 家 街 も ま だ 辛 う じ て 残

っ て い て 、 小 径 や 近 隣 に 聞 き か っ 閉 じ る 都 市 住 宅 の 大 切 な 手 法 を 教 え て く れ て い る 。

そ こ で 気 付 い た こ と の 一 つ は 、 狭 い ス ペ ー ス を 利 用 し て 人 々 が み ど り を い つ く し み 、 小 さ な 鉢 植 え や 樹

木 を 身 の 廻 り に 育 て て い る こ と だ 。 個 人 の 庭 が 乏 し い こ と が 、 却 っ て み ど り を 共 用 の 路 地 空 間 に 出 し 、

近 隣 と 共 に 楽 し ん で い る 、 そ の 姿 が 示 唆 的 だ 。 み ど り や 水 辺 の 重 要 性 が 再 認 識 さ れ る よ う に な っ て き た

が 、 大 切 な こ と は 、 み ど り や 水 辺 が そ れ 自 体 で 心 を な ご ま せ て く れ る だ け で な く 、 そ れ が 自 然 に 都 市 空

間を つ な ぎ 、 人 々 に 共 に 安 ら ぐ と い う出会 い と 連 帯 の 機 会 を 与 え て く れ る こ と で は な か ろ う か 。 個 か ら

出 て 、 個 に 支 え ら れ た み ど り や 水 辺 が 、 自 然 な 形 で 都 市 空 間 の な か に 拡 が っ て い く 、 そ の た め の 現 代 的

な方策を探っていきたいと希う。 ( T ' A )

まちづくりと 電 柱

先 日 の 新 聞 に 日 本 の 国 際 収 支 の 黒 字 分 を も っ て 、 電 線 の 地 中 化 を 計 る べ き だ と の 意 見 が 出 さ れ た 、 こ の

こ と は 国 民 の 考 へ が 都 市 の 街 路 に 無 数 に 張 り め ぐ ら さ れ た 電 線 と 電 柱 を な ん と か し な け れ ば と 思 い だ し

た こ と に は か な ら な い 、 建 築 主 達 は 今 ま で ・ 屯 気 の 供 給 に 対 し て は さ し て 気 を 使 う こ と も 費 用 を 使 う こ と

もなかった 。水 道 は 仲 々 引 け な い 所 で も ' 屯 気 は 架 線 を 延 長 す る 形 で す ぐ に 供 給 さ れ て 来 た か ら で あ る 。

し か し こ れ が 街 の 来 観 と 道 の 実 用 幅 員 を 大 き く 低 下 さ せ て い る 要 因 で あ る 。

1875年( 明治 8 年) ノマリの北駅で世界初のアーク灯が輝いた時架線が使われだが、その 2 年 後 に は す で に

配 電 線 は 地 下 溝 に 埋 め ら れ た と あ る 。 その 1 年 後 エ ジ ソ ン の 白 熱 ラ ン プ が 生 ま れ た l培 、 エ ジ ソ ン は 同 時

に 地 下 ケ ー ブ ル を 開 発 し 送 電 線 の 地 中 化 を 説 い て い る 。 これは 1882年( 明治 15年) ロンドンの街で採用さ

れた 。 パ リ は 市 内 に お い て架線方式を一切認めぬ法律を、 1898年( 明治31年) に作 って い る 。 そ の た め に

費 用 が か か る こ と を 承 知 で ま ち の 景 観 を 優 先 さ せ た と あ る 。 日 本 に お い て は 京 都 で 明 治28年 に 市 電 が 走

っ た そ う だ が 、 そ の 折 に 架 線 に よ る 京 観 喪 失 ま で は 論 ぜ ら れ て い な か っ た ら し い 、 現 花 日 本 の 都 市 で 架

線 の な い 場 所 は ご く 一 部 し か な い 、 埋 設 に は 高 い 費 用 を 伴 う か ら で あ る し 、 そ れ 故 に 共 同 溝 作 り は ほ と

ん ど 進 ん で い な い 。 日本でもノ マリ の よ う に 必 要 と 恩 わ れ る 場 所 に は 架 線 を 認 め ぬ 法 律 が 作 れ な い も の か 。

( K . Y )  

町 並 み 再 生 型 の 建 築 活 動

都 市 の 個 性 化 と か 、 ユ ニ ー ク タ ウ ン づ く り 、 テ ザ イ ン の 地 域 性 、 と い った こ と が 話 題 に は ず い ぶ ん の ぼ

る よ う に な っ た が 、 私 た ち の 目 に 映 る 町 並 み は 、 一 層 画 一 化 へ の 道 を つ っ 走 る は 、 か り の よ う に 見 受・けら

れる 。 そ ん な 思 い を 強 く し て い た と こ ろ 、 大 阪 ・平 野 町 に 再 会 し た 。 も う 二 十 数 年 ぶ り だ ろ う か 、 で も

平 野 ら し い 表 情 ゃ に お い が い た る と こ ろ に 残 っ て お り 、 ほ っ とさせられた 。 平 野 は 環 濠 都市 で あ り 、 自

由 都 市 で あ っ た 歴 史 を 今 も 引 き つ ぎ 、 十 三 口 と 呼 ば れ る か つ て の 町 の 入 口 に は 、 今 も 地 蔵 堂 が ち ゃ ん と

建 っ て い る 。 町 の 周 囲 を め ぐ ら し た 濠 の 跡 が 残 り 、 町 家 や 社 寺 が 街 角 の 景 観 に ア ク セ ン ト を つ け て い る 。

夏 祭 り の だ ん じ り も 健 在 だ。 そんな平野に新しいまちづくりの忠、吹きが数年前から強ま っている 。 平 野

の 歴 史 を 生 か し 、 平 野 ら し さ を 失 わ な い 町 へ の 模 索 だ。 そのき っか け は 廃 線 に な った チ ン チ ン 電 車 の 大

正 駅 舎 の 保 存 運 動 で あ り 、 低 層 の 町 家 群 の 中 で 突 然 計 画 さ れ た マ ン シ ョ ン 建 設 に 対 す る 景 観 協 約 運 動 で

あ った。 そのよ うな 出 来 事 が 、 そ こ に 住 む 人 た ち の 関 心 を まちづく りに向けさせた の だ ろ う。 住 む 人 の

思 い を し っか り と 受 け 止 め た 、 町 並み再 生 型 の新 し い 建 築 柄&iJ に 挑 戦 す る 技 術 者 の役'，IIIJ が 問 わ れ ている 。

(  S  .  T )  

ホテル ・ビル火災に思う

ホ テ ル ・ピル ・旅 館 ・住 宅 ・山 林 な ど 、 じ つ に よ く 火 災 が 発 生 す る 。最 近 の 火 災 の 特 徴 は 火 災 笹 報 装 置 が

作 動 し な い 、 火 の ま わ り が 早 い 、 新 建 材 の 燈 ・ガ ス が 多 量 に 発 生 し 、 大 勢 の 人 が 一 度 に 死 亡 す る ケ ー ス

が 多 い 。 大 き い 犠 牲 の 出 る 度 に 消 防 法 規 が 論 ぜ ら れ 、 規 制 が き び し く な ってゆく 。

煙 草 や 調 理 の ち ょ っ と し た 煙 で も 省 報 装 置 は 敏 感 に 作 動 す る の に 電 源 の ス イ ッチ の 切 ら れ て い る こ と が

多い 。 酔 客 や 誤 操 作 に よ る け た た ま し い ベ ル の 音 に 版 を さ ま し 、 ) 汁 を 冷 し た 後 で 間 違 い と 分 る と 腹 が た

つ 。 た び た び 誤 操 作 が お こ る と 答 が ホ テ ル を 信 用 し な く な る の で 、 ホ テ ル1"IJ も「自己規制」する 。 利 用 す

る恨IJ も究容さが必要で・ある 。 又新建材 ・内 装 材 に つ い て も 、 有 毒 ガ ス や 煙 の 発 生 し な い 不 燃 性 の 建 材 の

開 発 に も っ と 力 を 注 ぐ べ き で は な い の か 。 更 に こ れ ら の 火 災 発 生 に 輸 を か け て い る の が 「物 を 大 切 に し

ない風潮」である 。 使い捨ての思想が後片付けや整理整頓をなおざりにし、煙草の［ｴｾイ捨てが火の不始

末 に つ な が る 。 緑 を 大 切 に し よ う と 言 い な が ら 毎 年 、 広 面 積 め 山 林 を 灰 に し 、 ビ ル ・住 宅 が 火 災 で 人 命

とともに失われてゆく 。 い く ら 消 防 法 規 を 厳 し く し 、 設 備 を 完 備 し て も 建 物 を 使 う 人 の 心 掛 け 次 第 で 生

か さ れ も す る し 、 滅 び て も ゆ く 。建 築 は あ く ま で も 人 の た め の も の で あ る 。 ( S  .  1  )  



特 集

自 治 体 営 繕 と 公 共 建 築

大阪府庁舎周辺塗備基本格想完成予想図

かつて 、公官庁営絡は 1"1ずからの下を動かすことによって公共処築を自IJ リ

山 していくことが多かった 。 その過ねの 中で処築界の裂として技術 文 化 |二

の指導的役宵IJ りを果してきた 。 その主行を今日、受け継ぎながらむ攻作では

内容や性絡を次第に変えてきている のが実状である。ｾ凶は公共往築のもつ

立昧ゃあり万が巽なってきたことにもあろう また民] : 1 ] の技術)J の充実も凡

逃せない 。 さらには行政組織の内谷も従来とは比べようもなく大きく fJl: がっ

ていることも否めない。 こうした! l iM' Jの rl' で、1主J公庁' 単純の将米や公共J住築

のあり万が一般では注目されているにもかかわらず、 Ｑｾ ・ ｴ 丹内 ｭｬ の実態や ｲ￁ｊ 谷

は案外と知l られていないのが実際ではなかろうか。

本号では 「内ifi 休営総と公 J UJ ! 築 j と巡j して、今後の nｩｦ￬ｦ 本 Ｇｾｈ 丹の行 Ｉｪ にた

11 し、その役刻、歴史、実態、 JHJ員fi/，': 、動 li 'J など多角度から l取り 1' .げ、{ } わ

せて公共建築のあり万について冶巧してみた。

i乏い「往築と社会J の歴史の '1' で b i'I if i 1 本常総を特集としてとリ l・げるのは

f J J めてとい ってもよいだろう。いささか 内符は広範聞にわたり、的をしぼり

切れなか ったきらいもあるが、この特集が今後の n治体' 日・4丹佐ぴに公共住築

のあり方を々える上でのー参考資料となれば幸却である ( 川総 )) )  
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兵 庫 県 公 館

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 熊 田 工 務l吉 特 別 共 同 企 業 体

⑧ 
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当建物 ( 旧南庁舎) は建築家山口半六が兵庫

県庁舎として設計し、明治35年に竣工した近

世フランスルネ ッサンス様式の代表的作品で

あり、県政のモニュメントとして、県民から

貌しまれてきたものである 。

この度、県の迎賓館、県政資料館の機能をも

っ兵庫県公館として保存再生した 。

1  11皆及び 3 階を迎賓館部門、 2 階を県政資料

館音11門とし、各部門のアプローチを分離した。

外観は現状保存し、煉瓦墜を鉄筋コ ンクリー

トで補強、窓桟の形状、唐草模様、外周柵の

門番所、等を建設当時に復元、南側IJ 中央の屋

根を曲面マンサード状の屋綴に復元した 。

内部室内意匠については、外観と出来るだけ

調和した 雰囲気を目指し、建設当時の正庁、

知司王室、議場の写真や、現存する京都府庁舎

( 明治37年 ) 等を参考にした 。

腹壁は木製羽目板目占、壁はプラスターまたは

布貼、天井は岩綿吸音板または布日占等とし、

扉、階段手摺等についても明治に近づけ、家

具調度、照明器具等を含めて全体に調和のと

れたクラシ y ク調とした 。

基翻となる色はうす紫と白とし、木と石の素

材色を配し絡調高い上 品な感 じを目指してい

る。

外部環境については 、者11市の 中のささやかな

疋!の場として雑木の森をつくり、周辺の県民

オアシスやプロムナード の環境と 一体とな っ

て、全県全土公園化構想のひとつのモデル、

あるいは市街地における拠点となるよ う計画

した 。

( 兵庫県都市住宅都営繕諜)

南京外観

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 4 丁目 4 番 1 号

敷地面積 8. 844m'  

建築面積 4 . 671 . 8 8 m' 門番所/ 和風会機室練を含む

延床面積 9 . 651 . 4 2 m'  

構 造 規 模 R C、8 2 、3 F  

工 期 昭 和 58年 6 月 ~昭 和 60年 4 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 本 線、 阪 神 電 鉄/ 元 町 駅

1 階ロ ビー



上 郡 町 庁 舎

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊 毛 主 組

町民ホール

2 階 '1>務宅

ｴ 地 ｩｪ ｦ ｾ ;;;占 修一



電 気 近 能 電 気 工 事 ・ 六 輿 電 気J V

給 排 水 衛 生 三 機 工 業 ・ 大 阪 電 気 暖 房 ・

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

情 造 規 模

工 期

最 寄 駅

仕上

水交社. . J V

兵 庫 県 赤 穂郡 上 郡 町 大 持

15 ，247 . 94m'  

1，516 . 9 4 m・

5. 145 . 3 8 m'  

R C、一部S R C、 4 F  

昭 和60年 3 月~ 昭 和 61 年 5 月

国 鉄 山 陽 本 線 上 郡 駅

外 装 外 ! 盟 磁 総 タ イ J レ

サ ，， :/ アルミ A P焼付

内装 11' 務 室 床 極ピタイ J レ( 450

0

)

!控 ペイント仕上

天 井 岩 料1吸す板

特 別 室 床 ウールカーペ ッ ト

!笠 練付化粧合板

天 井 岩 綿 吸 音 板

人々の生活を料理にたとえれば、建築は料理! を盛る

{{ff ということになる 。 よい料裂にはそれに相応しい

総が用いられるべきであり、' t . 誌もその持味を生かし

て佼われてこそ美しい。

料llli と総は、このように一体の関係にあるものだが、

さかのぼれば「初めに料理ありき j であり、そこに

雌られる中味が何であるか分らないことには、目的

に令 っ た器は作れない 。 時には、泣かな笑奇 ｾｬ に基づ

いたおまかせ定食を、上等な骨量で提供されることも

あるようだが、やはりその地 ・そのH寺の素材を生か

したメニュー作りをすることが、よい様作りにつな

カずる 。

庁合のｾＡＭｉｔ固に際してのメニュー作りは、多機化 ・ 高

度化する行政; 信袈に対処し、そのまちの地域性 ・歴

史性をも加味した、住民サービスのための機構作り

をすることである 。 そうして、それらが十分に機能

を発何できる内容をも った施設の計画と、周辺環境

の務イftll を行うことが、総作りということになる 。

鮎の千位川で知られる上 ＱｾＩ 町の場令、主示されたメ

ニューは変化に白んだもので、たとえればバイキン

グてゆあった。

そこで我々は、丈夫で、おおらかで、多m性のある

大皿l を従突することにした 。 4 は' 1' (ねのこの大llIlは、

1. 200W/ F というも っ とも使い易い大きさと、中廊

下タイフの綴のない形をも っている 。 また、その色

イ? などについても、飽のこない、縦しみのもてるも

のが採用された。

配 ;i'( については、意見の別れるところであ ったが、

正，flj'l 生を大切にし、現イl' の場所にセ ッ トされた。

ステーキを制 l食i * で食べる今日、この庁合が皆のア

イデアで、うまく使い ・{ 五みこなされることを期待

している 。

(安井往築設計事務所/ 八木俊樹)

4 階 平 面 図

n皆平面図

E  

10 15  20 m 



フ ァ イ ン プ ラ ザ 大 阪 大 阪 府 立 障 害 者 交 流 促 進 セ ン タ ー

設 計 監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 大 阪 府 建 設 監 理 協 会 日 本 設 計 事 務 所

施 工 飛 島 建 設 ・ 森 本 組 建 設 共 同 企 業 体

⑨ 

撮 影 朝 日 写 真 公 社

1 階平面図 o  10 20 



電 気 四 国 電 気 工 事 関 電 興 業

向 調
不 ニ 熱 学 工 業 大 成 温 調 工 業

衛 生 カ ン ダ ン

このセンターは昭和56年の国際障害者年を契機に、障

害者の社会参加l を促進し、広〈人々との交流を図るふ

れあいの場として、泉北ニュータウン光明池地区にお

いて盤備を進める障害者福祉エリアの中心施設として

建設したものである 。

閑静で緑に固まれた環境の中にある本敷地に、障害者

の文化 ・スポース ・レクリェーション活動などに必要

な施設を機能的に配置している 。建物は l 階を屋外の

スポーツ施設との関連をもたせたスポーツ系のフロア、

2 階を情報部門や相談部門といった本焔設の特徴のあ

る部門を配位したフロア、 3 階を会議 ・研修のフロア

とし、階毎に特徴をもたせ、安全でわかり易い空間桃

成としている 。エ ントランスホールは敷地の高低差を

利用して 2 階に設け、 l 階にある喫茶ラウンジと吹き

抜けで空間的につなげることにより、 l 階を含めた地

設の織 成 をわかりやすいものとし、吹き抜け部分には

スポーツ大会開催時など の車いすの利用者の集中を々

えて、スロープを設けている 。

外観は降答者の方々の活動の拠点として 「大きな館J

をイメージした屋似を架け、周辺環境との調和を図り

ながら全体として端正で暖かみが感じられるようにし

ている 。障害者福祉エリア内には、このセンターの他

に、匡l立身体障害者職業訓練校並びに堺市立心身隊笹

児通園施設を整備する予定であるが、これらの施設の

務備が早期に行なわれ、本エリアが福祉ネ ッ トワーク

の一つの伎として機能することを心から願っている。

( 大阪府建築苦11営総室 )

主な協力業者

?  イ J レ藤本タイ J レ車k 匝市高井田本通 . - 1 - 2 TEL 岨ー7回一日51

造

鋼 製 建 具 エコー産業 Jd! i 市北区某里町 18-21 TEL  06 お 1;01

アJレミ建具 日本軽金属 晩田市よ崎町 1- 1; ー Il TEL06- 3却ー7571

鋼 製 屋 根 ヤ7 キ工業 k 匝市滝川区西三l司1- 8  -Il  TEL  06- 3ω- l ll 6  

所 在 地 大 阪 府 堺 市 城 山 台 5 T  1 番 2 号

敷地面積 36 ，1 9 2 m・

建築面積 5 ，7 0日m'

延床面積 8 ，344m'  

構 造 規 模 S R C、 3 F  

エ 期 昭 和59年 10 月~昭和 61 年 2 月

最 寄 駅 泉 北 高 速 鉄 道 光 明 池 駅

仕上げ

外 部 仕 上 屋 般 面f候性鋼板瓦憐到;

外 壁 磁 器 質 2 丁掛タイル貼

サ ッ ンア ｊ レ ｅ 製 ｬｬｴ 解［， ｾ Ｈ色

スチーノレ、 7 γ 紫 焼 付

外 崎 コンクリート洗い出し平板

内部仕上 床 p  V C シート貼

(一般) ｾ＠ E  ｐｾ 住

天井岩綿吸音板

プ - J レ



三 木 市 文 化 会 館

設 計 監 理 三 木 市 建 設 部 建 築 課 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 ・ 高 階 組 ・ 門 建 設 共 同 企 業 体

f_t 1二

外 部 作 ! 似 天 然 ス レ ー ト ハ

明 コンクリート打放し 州科吹付タイル

一部イE I日l イj / {ーナー{ 上上

内 部 大 ホ ー ル 床 カ ー ベ ッ ト

ＢＮｾ＠ '1' 6総1 UイJ レ

天 ｾｉＧ F R Gポード向上クロス A ε P

小ホール 1よ カーベ ァト

I:;'t k 然木 fヒ制イ干 Ili

天n /;1，カ J レtli クロス A ε P

，、

配置図 1  :  1500 

11t1杉 山 (1基一

ｾ＠
守、

1 階平面図
10 20 30  2 階平面図



空 調 新 菱 冷 熱 工 業

電 気 日本 電 設 工 業 ・ 三 木 電 気 商 会 ..J V

舞 台 照 明 龍 電 社

舞 台 機 構 三 精 輸 送 機

舞 台 音 響 松 下 電 器 産 業 兵 庫 特 機 営 業所

1.泣J也は、従来の三木市街と新しい住宅地として、

発展を続けている 7伝染、 Mヶ丘地区とのちょうど

'1'  1111 c l ) 小高い丘陵地に位置し、建物はコミュニテ

ィ施設を中央に、大小ホールを配し市民広場をエ

ントランス苦11に設け、 4 つの中心機能を明快に組

合わせた、機能性のおい一体使用と、独立使用に

対応できるようゾーニングされている 。

外部に l立抜面した大小 ホールホワイエは、 11-1T!i街

を望み、内外空↑ I¥J を一体化させ市民と文化の融合

を生み出す、かなめとなるよう、またコミュニテ

ィホールは、展示室と '1'庭に llii し、必' >>! ・に応じ、

ロビーの延長 ｾｉｉＺｉ ともなり、各般イベントスベ

スの多やI fr使用によ って、空11¥1を自II i主的に、また fT

昔1J に使用できるフレキシプルなゾーンとして椛成

さi . L ている 。

大小ホールは客席のgJ ' l'l 性を高めるワンスロープ

j形式を係用し、大ホールに対しては、多目的用 i金

に対応できうるよう段物可変装置を天井 llii と笠 1(fJ

に設也、天井而に対してはシーリンクブースを上

下手1mにro: t長官f に対し反射、 l吸音すべ 0 1・降式ノ、

ネルを、また ｉｗｾｉ Ｑￍ ｩ に対しては、拡散 ＷＳｦ を ｬ 吸音させ、

ホールインテリアをし t可変できるよう、 1江1Ii7JYI 降

式タ ペス トリーを、えit 也している 。

ｆ 主ｾＮｾｾｻ II [  ｴｩＮ ＱＱ￣ としては ｾｬｭ ｉｬ， ｊ ｬ ＮＴ - 2. 0秒の同 行{ ｦｾ 立の

0. 6 紗が得られている 。かなものの町三木市の文

化交流の場、また市 l ( が集う疋! いの坊として、今

1:1もホールより炎でる鎚うつひびきが、みなぎの

. ' . l . ! にこだまする 。

Ｈ ｊｬ叫 ｈ 処築 Ｇ ｉ ｾｲｨ 所 Ｏ 本ｲＮ ｜Ｇ Ｍ ｴｾｪ Ｉ

所 在 地 兵 庫 県 三 木 市 福 井 字 高 野 1937

敷地面積 13，321  m'  

建築面積 5，321  m'  

延床面積 8 ，198 m'  

構 造 規 模 R C、舞台部 S R C、屋根S 、8 1 、3 F  

工 期 昭 和59年 E 月 ~ 昭 和 61 年 3 月

最 寄 駅 神 戸 電 鉄 三 木 駅

客 席 数 大 ホ ー ル 1，302席 小 ホ ー ル 539席

小ホール

人 h

コミュニティホール



大正区コミュニティセンター

設 計 大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部 創 造 社

監 理 大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

施 工 福 井 組 ・ 真 鍋 工 務 庖 建 設 共 同 企 業 体
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所 在 地 大 阪 市 大 正 区 千島 2 丁 目 E 番 15号

敷地面積 2 ，661 m'  

建築面積 783 m'  

延床面積 2 ，521 m'  

構 造 規 模 R C 、 4  F  

工 期 昭 和60年 3 月 一昭 和61 年 3 月

最 寄 駅 大 阪 環 状 線 大 正 駅 南 約 2 km 

仕上げ

外 部 屋 総 鋼 板(ァ)0. 35緑i ! r仕上 (: 正体葺及び一文字弾)

外壁 炉昔品質ニ丁桂トタイ ル ( 笛・消 工 法)

大正区における土地区画整理事業の収束を迎えるに

当り、土地区画整理事業及び区政50周年を記念して

建設されたもので、記念ホール 会館 ・図書館を併

設した複合施設である 。敷地は大正区の中心地域に

佼l I T する千島公園に隣接し、すでに区合同庁舎及び

体育館等が建設済の地域にある 。 こうした絶好な環

境と張、観を管長に当敷地南側 1 / 3 に整備済の l噴水

広場に面してアプローチを取り、さらに利用者の使

を考慮‘ して、区合同庁舎や市バス停留所との動車車が

短かくなる機建物配置を行った。 この建物を区のシ

ンボル的建築物とし、格調高〈品位あるものとすべ

〈、長方体の壁面は二丁按トタイル仕上、ヴオールト

状の屋市艮は緑背鋼板主主とし、カーテンウオール及び

カラーサ ッシ等の関口部をシ ンメトリーな形に配置

した 。

1  /l 皆に滅的数: 18 ，000冊の図書館と土地区画盤理関係

の展示室を設け、玄関ホールと一体とな って当施設

の顔となる線配置した 。 2 階には各種の会合や趣味

の集いなど多様な利用に対応、できる会議室 6 と和室

l を設けている 。 また 3 階には、講演、映画、音楽、

おさらい会等多目的に利用できる 。約 300 人収容の

客席 ( 移動席 ) と75m'の舞台を設け、音響設備及び

照明設備を完備している 。

この建物及び、広場がコミュニティ活動の拠点として、

多数に 利用される事を切望します。

( 大阪市者/1市務備局営繕音/1)

-=号、『

⑨ 

10  20  30 
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1 階平面図・配置図



芦屋市立上宮川文化センター

設 計 芦 屋 市 建 築 課 昭 和 設 計

監 理 芦 屋 市 改 善 事 業 課 昭 和 設 計

施 工 漫 沼 組 ・ 西 本 建 設 共 同 企 業 体

ｾ ｉ＠

@  

1 階平面図 3 階平面図

機 彩 河 野 盟



屋 根 工 事

タ イ J レ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ

電 気

給 排 水 衛 生

ガ ス ・ 空 関

元 旦 ビ ュ ー テ ィ 工 業

I N A X  

旭 サ ッ シ 工 業

不 二 電 気

大日; 令機

昇 降 機 フ ジ テ ッ ク

阪神ｲ， ｬｪ の関係な住宅都市 。 ｉｾｦ 屈も近年、｛ｊｩ ｬ 鉄

駅周辺を中心に次第にその様相1を変貌しつつ

ある 。{>:}j 血設は、駅北H l IJ でiffi む再開発 U 呼応

するかの僚に南側地区一慌の住環境税制i I の-

111 として従米からこの地にある. t 人 f，[! いの家 ・

隣保館に児童センターを加え、地域住LI' :さら

に，i'j ll ' : の交流の場となり、文化i ! fiWリJの拠点と

なる各純の集会機能をも った絞令文化センタ

ーとして建設された。

ｾＱＭ ｪｩｔｉｪ当初から、要求される諸機能を ｩ ， ｾｪ たすた

めには、市街地の限られた敷地に高さ ili l ] 限い

っぱいとなるボリュームをいかにおさえ、新

しく生まれ安わろうとする i. E i ' と調和し、住民

の生前に i存け込んでゆく処物をつくるかが、

ｩｬｬｾ なテー＿であ っ た 。

外日Zは、奥手口! 感のない 11 とグレーのモノトー

ンでまとめ、 2ドfiDj をfs ; くおさえるために先日け

られたウ・オールト屋恨の 1111聞が、 3 附多 日的

ホールの天) 1 : デザインとなりi ' s 絞するリブの

4淀川か ら降り注ぐ柔らかな光のがU : J ¥をmった

それぞれに目的の異なるれ宅のIJf l円は、 ilii 'ii
l

;

の窓という発泡1をすて、通風 - l采光 強制l換

公、排煙と機能分担された 3 段附成をとり、

宅の用途に応じて空調機器、作業台、収納な

どを集約して装置化されたユニットが住 ・梁情

日記のフレームにはめ込まれる Jfj とした 。1) 日ロ

背 ＱＱ の彫り込まれたｼ怠彩、 ｾｊｾ 令 ＧＱ 全を保 っ た快 ｬ 伺

は、その圧迫感を幾分とも柔らげ、住民に級

しいものになり fせたと思 っている 。今後この

センターが、市民に愛されr 1i 氏の千で新しい

文化をｔ￬んでゆくことをｉＮｾｩＧ￮ っ ている 。

(  11tH日設計/ r主'1111善久)

3 附ト γ プライト

仕 上 外 壁 無 柑 磁 器 質 タ イ J レ貼 ( 41X91)

昆 U! 必色ア J レミ板" ， 0.8一 文 'i=:if

外部11.1¥具 SUS430 7 1 1レ椴樹行エナ

メル( . 11. 装

所 在 地 芦 屋 市 上 宮 川 町10番 5 号

敷 地 面 積 1，040 . 00 m' 

建 築 面 績 613 . 88 m'  

延 床 面 繊 1，947 . 97m'  

構 造 規 模 R C、一部S 、 3 F 、一部 4 F

工 期 昭 和60年 B 月~ 昭 和 61年 3 月

最 寄 駅 東 海 道 本 線 芦 屋 駅



な に わ 会 館 公 立 学 校 共 済 組 合 大 阪 宿 泊 所

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 銭 高 組 ( 建 築 )

栗 原 工 業 ( 電 気)

三 機 工 業 ( 機 械 )

エントランスロビー

仕上げ 外 装 二丁掛特殊山型タイノレ貼 り

内 装 床 、 大 理 石 、 カ ーペ y ト

( ロビー ) 段、大理石

ー

キ

ン

グ

④ 

タ

ワ

l

パ

10 20 

1階平面図
4 階平面図

t最桜 島 修一 ( 全景を除 く)



所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 町 19

敷 地 面 積 4 ，496  m'  

建 築 面 積 2 ，904m'  

延 床 面 積 14 ，969m'  

精 進 規 模 S R C、 B 1 F 、 9 F  

工 期 昭 和的 年 2 月~ 昭 和 60年 12月

最 寄 駅 地 下 鉄 谷 町 九 丁 目

昭 和43年に怨てられた当会館は、とくに宴会場の

ｾ ｈ ＮＮＮ ぃ

4央陥化や、設似li 1 o の老朽化が目立ってきた為、阪

筑: のニーズに応えるという主行から、低 J(i') 棟を解

体撤去し、同階建を新築し 、高層棟は、構造躯体

を残し内装を一新している 。ホテルのイメージを

決定づける外観は、端正で品絡のあるファサード

をねらいとし、白色の二丁位卜磁務質タイルリ長りの

大きく湾曲した壁面と、シンメトリーに位泣した

二層吹抜け のカーテンウオールのガラス聞とで構

成されている 。単純な形態の外観に、変化と表情

を与える為、特殊山型タイルを探用し、天似 . 11寺

真IJ 、見る角度による特殊タイルの光と ii 杉の織りな

す表的に納税ち泊きのある泣かな &t，'γ を見い出

している 。

エントランスロビーは 、 2 層吹抜け空間となって

おり、天井のシャンデリアは、インテリアのデサ'

インモチーフとして展開しているれ波砂をイメー

ジし、 i:fi れ動〈波に当る光の輝きを表現している 。

床には、大型Ti 恨の丸柱を中心に拡がりゆく波紋

をデザイン化した、グリーンを基調色としたカー

ペットが敷きつめられ 、壁のつややかな大理石に

映り込むシャンデリアの卸きと共に' 1 ' < やかななか

にも f高:1
V

I i いた雰囲気を隠し出している 。

この ｬ 次抜ｾＯｩ ｩｬ を中心として ＱＯ 滑には、グリルを、

2 階には、茶室やパー及び結婚式場関係ロビーを

配置し、ゆ ったりとしたらせん/ : 肝立によ って、 3 、

4 階の宴会場ロビーへと結ばれている 。 これらの

空間は、 t止をイメージしてデザインされた壁クロ

スやカーペ ッ トで統ーされると共に、/ i 月核光によ

るやさしい光を主として展開してゆくことにより、

空間に全体としての連続感、一体感を持たすこと

を意図している 。( 束畑建築 'j;; 務所 JJ ，lf 仰夫)

全長



アゼリアハウス吹田市営千里山住宅

設 計 上 田 篤 十 都 市 工 房 ( 基 本 )

小 西 設 計 ( 実 施 お よ び 監 理 )

施 工 清 水 建 設 ・ 田 中 組 建 設 共 同 企 業 体

1割以 よリ| 二 文広場をみる

ＱＱｴｾ＠［ｪｻｾ＠ !)A旺h' [ 厳



所 在 地 吹 田 市 千 里 山 月 ケ 丘 2 番

敷 地 面 積 4 ，524 . 10m'  

建 築 面 積 1 ，427 . 3 5 9 m'  

延 床 面 積 3 ，874. 73m'  

構 造 規 模 R C、 3 F  

工 期 昭 和59年 11 月 ~昭 和 61 年 3 月

最 寄 駅 阪 急 千 里 線 千 里 山 駅

11勾 1:

Lt llI i  外噌 リシ ンIりに千i バルコニー V P ストライブ

集 会 所 外 明 コンクリ ー ト打放し V P ストライ プ

コーナ位 ステンレス $jl f(I ilJ :J 二

吹 田 市 営 千 里 山 住 宅 は 、 大 阪 大 学 上 回 m教授

の御指場を受け設計を行 った。敷地全体が、

岡下りの傾斜地であり、名施設はこの 1' 1然の

傾斜を生かして、周辺の環境になじむように

配1&. した 。

敷地中央商↑ 1111に、団地の中心となる広場があ

るが、この広場は、各住棟へのアプローチの

起点であり、さらに広場の 中央に、 l次凹司Tの

木であるくすのきをシンボルツリーとして航

えた 。 隣核する公共 ｾｪ 也には、 卜二支をデザ

インしたコンクリートノ マネルのモニ ュ メント

一 一 一 一寸 | を 設 け て ユ ニ ー ク な も の と し 印 刷 外 の

人々の交流の場となる機に配慮した 。

{ 主械は、周辺の住宅に圧迫感を与えない機に、

31晴雄 3 似で地成され、広場から校の織に分

h てレベルの変化する敷地内通路でつながり、

広場を限lむ j杉に配出してある 。 またどの住戸

からも広場を望める様に雁行させ、さらに、

敷地の傾斜』こ合せて半階づっレベルを変え変

化に白んだ笠) 1 日を形成している 。 また、屋似

l而のスカイライ ンを視覚的にi A 絞させて、同

地全体が一体感を持つようにまとめた 。

{ 主戸は、) 1:1口が狭〈奥行きの長い平而である

が、 3 而に|品! 日昔11を設けて、各住戸が独立住

宅に近い| 銅版性の1 . 1 i いプランとしている 。今

までの公背nn住2とにない、新しいイメージ

の同地である 。

( 小西設計)

⑥ 

Ｑ ｾ ｯ ｟ＮＮ＠ __2!1 30 .  配置図

主な協力業者

点よりみる 電 気 九 星 電 機 工 業 耽川市I f i : 水町 1 21  21  T E L  06 385  1830 

給排水衛生 江坂設備工 業 吹凶市 ｾｾｾｮＡ 町 ＲＳＭ 1  T E L  06 385 1821  

植 栽 坂本造園 耽Ｑｬｉ市ｾ， ｮ 1  5  - 17  T E L  06 384- 5840  

モニュメント 前E諭薄屋外喜軍部所: f f l k 阪市北区悔1111- 1 A 阪駅前ピル 14 F 6サ T E L 加 313 0351  



座 談 会

自治体営繕と公共建築の将来像

出席 者

光 安義 光 ( 元兵庫県営繕課長、現光安建築設計事務所)

恒 成 恒 ( 前大阪府建築部営繕室長、現大阪府住宅供給公社計画部長)

岡 本 行善( 元芦屋市建設部建築謀、現昭和設計代表取締役社長 )

司 会

巽 和 夫 ( 京都大学教授 )

「個」から「面J の時代へ

巽 ( 司会) かつては官公庁建築というと、国や地方自治体の建築の

中で主流であり、官公庁営純音11門は、大学をでた建築家のもっとも

重要な職場でした 。 その後、状況が変わり、官公庁建築、公共建築

よりも民聞の建築にウェートがかか ってきた。 それにはいろいろな

事情があります。 しかし、そうかといって、官公庁営絡なり公共建

築の役割が低くなっていくかというと、役割の比重は別としても、

われわれの生活の中における建築の役割、その建築の役者IJ の中での

公共建築あるいは官公庁営絡め占める比重はかなり高いものである

べきで、これからも大いに頑張ってやっていただきたいという期待

もあります。 自治体営繕と公共建築の特集は今回が初めてというこ

とですが、それも、現状をあらわしているように思われます。

213; 日のテーマは 「自治体営給と公共建築の将来像j ということで

すので、現状がどうかということを踏まえて、将来どうあるべきか

を考えていきたいのです。

初めに皆さんの自治体営絡や公共建築とのかかわりについて、そ

れぞれのお立場でお話をいただき、その中から現状の問題点を引き

出して検討し、その上で、将来はどういう方向に進むべきかを議論

したいと思います。

かつては、官公庁建築がすなわち公共建築であ って、それは官公

庁営絡がやっていた 。 ところが最近は、公共建築と官公庁建築とは

必ずしもイコールではなくて、公共建築はずいぶん I隔が広〈、多様

にな ってきております。官公庁営締というのも、かつての官公庁営

絡といまのそれとはおそらく姿が違うだろうし、また公共建築を必

ずしも官公庁が営絡を行うとは| 浪らないという、複雑な関係があり

ます。そのへんの両者の関係を j砕き明かす意味合いも、この座談会の

中にあ らわれてくれば幸いです。

そこでお一人ずつお伺いしたいのですが、光安さんは元兵庫県の

営絡で活躍されて おられました 。兵庫県は自治体の営繕として非常

にいい建物を建てておられます。 内部で設計される率が高いとも聞

いています。現在は建築設計事務所をや って おられます。両方のお

40 世証と H会 l札制W. 5 JJ ｾ［＠

立場を通して官公庁営絡のあり方についてお話をいただきたいので

すが。

光安 私はかつて兵庫県の営絡諜におりましたが、背といまでは自

治体営絡のあり方、性絡が大幅に変わってしま っているという気が

します。

官公庁営絡の将来というのは、そこからだけにとどまらない、も

っと広い意味てーの市民のための建築という形で並列しているような

気がいたします。そのような性格にすでに変わっています。もう一

つ別な 言葉でいうと、私は 15- 16年前の営緋謀にいたわけで、そ の

頃から営繕謀の体質はどんどん変り始めています。 どういうふうに

変え始めているかというと、毒性の内部のことでいうと、兵庫県の場

合は、技術員だけでは対応できない問題がたくさんでてきた 。 それ

は例えば、ー営繕課内の技術者のあり方だけでなく、主務課と対応

するために、技術専門貝制度を取り入れてきたわけです。

10年ぐらいして、建築音11とか建設音[1 という名前は 全部なくなって、

都市住宅部になっています。 もう一ついい方をかえると、私のいた

H寺代までが「点J というか 111却」の建築技術者のH寺代であり、それ

以降は 「群」の l時代に入 っているのじゃないか。 さらにいい方をか

えれば、「線」とか「面J とかの問題を解決していかなければなら

ない時代に入っていると思、います。ただ個人的には、やせがまんと

いえるかもしれませんが、日1] な意味で「個の時代」はまだ残ってい

ると思います。 ですが官公庁営絡とし、う組織は、すでにや死に体"

にな っているのであ って、例えば技術者がドライパーを持 って修精

して回る時代は過ぎている 。 これははっきりいえると思います。3E

先生が言われたように、元の官公庁の建築が日本中の技術を代表し、

指導してきた時代は終 った。ですから設計の対応も 1111i 1の設計j か

ら ｉｾ 洋」あるいは「而の設計 ｪ に変わってきている、こう思います。

いま、私がやせがまんだとい った意味は、設計というのは、いく

らコンビュータにかけたとしても、最後に残るものがあるわけです。

100 人 ぐらいの技術者がいても これをとことんまで省略していく

と、最- 後は所長と l 人か 2 人の人間のところまで下りるわけです。

そしてその設計事務所がなくなるかというと、これ以上はなくなら

ない。 それが個の設計者の強 l床だろうと、私は思 っています。 設計

というのは倒に頼らざるを符ない部分が必ずある 。 1而」とか「群」



の中で、最後に残るのは「例」なんだということをいいたいわけで

す。

メ ン テ ナ ン ス を 重 視

巽 大阪府建築音11営 締釜で、現職としてやって おられる恒成さんは

いかがですか。

恒成 以は一時住宅供給公社で住宅にもかかわらせていただきまし

たし、 3 年ほど私どもの告11市幣備局の有111有幣制11謀にもおりました 。

そのH寺に、ささほど光安先生がお っ しゃいました「面」的なという

か、 11洋J というところまではいかなか ったのですが、どちらかと

いっと、公共建築サイドのまとめ7' j というのがあ ったわけです 。夜、

は故初の 10年ほどは営絡におりまして、背はほとんど自分のところ

で設計をしておりましたから、単体的な、作訂，ft) な要素というのが

多か ったわけです 。

有公庁営絡の中には、行政の目的を ｊｦ ｾ にしていくということが 一

つあったと思いますが、一方では、最近でできておりますように

l市的な要素ということにな ってく ると、かなり華客」さが絞維にな って

くるということがあります。だから、それをまとめていくというこ

とは、やはり民間の設計事務所のいろんなお J? えをまとめていくと

いうか、住民の方との聞にた ってそれを形にしていく 。 目的と対観

的なものがf此終的には形としてでてきますので、それをどうまとめ

ていくか。私どものこれからの営約というのは、たとえ単体 (1りな要

ｾがあ っ ても以前は、府の場合ですと、しょ っ ちゅう民聞の方が似

われるということでなくて、機能的に ;l 河り切りやすいというか、か

なりまとをしぽりやすか ったのですが、最近はそうでなく、 「サン

パレスひらかた」のように民聞の方も使われる官公庁営絡の建物もふえ

ている 。 そうなると、 一般の方がどんなふうに使われるかという間

制ヵ、あります。

それと、私どもでは主ｾ｜Ｚ謀ですが、用地の手配から迩営の問題が

でてきます。そうなってくるとこれからは、メンテナンスといいま

すか、その建物がどう使われていくかということを深〈理解して、

それをまとめていく 。 メンテナンスの "1" ( こは、何年ぐらい有効に使

えるかという問題があります。 できるだけ経済的に使いたいという

ことと、由主近は民聞の施設とのバランス的なものがあります。 例え

ば、結婚式場なんかを公的な機関で'や っていても、何年かすると脱

線伴えをしたりするわけで、そういうこともあらかじめ織り込んで

おくことも必要だと，思います。

それと景観的なことが問題にな ってくると、これは大阪府の一 つ

の万引ですが、紋をできるだけ多〈取り入れていくということ。ま

た ｩｬｾＱ し、を取り入れるということで、壁凶とか ｬ 司法 Ｑｉ とかいろいろあり

ますが、そういうものも建物に取り込んでいく 。 そうなると、建築

の中に、そういう部門の専門家の方の参加をいただくことがでてく

ると思います。 ですから民聞の設計事務所にお願いする場合も、で

きるだけそういうことを織り込んでいただいて、建築というものを

総令的に見ていただくことが必要ではないか 。 それから自治体営紛

がいままでどちらかといっと、一律的な行き方をしていたわけです

が、これからは地域の特性を深くつかんで、それをあらわすように

していきたい 。 そのためには、かなり主休性をも った取り組み方が

必要にな ってくると思います。主体性をもつためには、自分で設iH

なり控築というのを全般的に把促しなければいけない 。

大阪府の場令、内苦11で設計をしていたのですが、非常に建築の仕

事がふえて、委託が主流となり、行政的に対応しなければいけない

ということで、設計姐当も 3 年 ぐ ら い で 代 って い ま し た 。 そのた

めにそこまでの経験がどっしてもできないということがあり、 5 年

- 6 年、放近では 7 年の方もありますが、ある程度の年月をかけな

いといけないということがあります。組織と同時に、そういう相当

している人の経験もも ってもらえるような対応が必要にな ってくる 。

一方では、公共建築という立場もありますので、公共建築的にも

対応していくために、民 IHI の7J とお互いに主体性をも って議論をす

る中で、公共処築の一つの行き }j がでてくるのではないか。民間j 活

力とい うことがでてきましたが、まだ事例が新しいので、は っき り

とはでませ んが、それだけに私どもサイドの主体性を固めてい くた

めにも、経験をふやしていかなければいけませんし、地域の特性を

つかむためにはかなり版広〈、また深 < ｾｊｭ＠ 1) 下げていかなければい

けないと思います。

「営繕」は設計の原点

巽 つぎに1 I ? : l 和設計の岡本さんに公共建築に燐わる建築! Ii 務所とし

ての立場からお願いします 。

岡 本 私は li 財産、小さな設計事務所に勤めておりましたが、たまた

ま芦屋市の求人があり入 ったわけです 。 当11寺は戦後のどさくさで、

とりあえずは住宅とか学校の拡的な充足が必要な時代でした 。 当H寺

われわれがいた役所というのは、設計事務所の延長のような手間気

で楽しく仕事した記憶があります。昭和32年に伴めまして、設計事

務所を始めて現在に至 っているわけです。 設計事務所の立場で、営

t丹ご担当の方からいうと発注者に対する受注者という立場ですから、

白げ; 体営絡に対していろいろお l:lfJ きいただきたいこともごさいます。

そのあたり失礼な' j ¥を 11" し上げるかもしれませんがなにとぞよ ろし

くお願いします。

じつは、 「営 総J という 言葉は、イメージとしてかなり，li い感じ

がしまして、私もこの言葉にはひっかかるんですが、しかしよく考

えてみると、何か手作り的な、職人気質的な、また、 「締 j という

字のごとく単なるつくろうというよりも、故終的には普を目指して

いるような意味もあり、そういうことで、 「営時 j というのは設計

の原点に触れるような語感があるような気がしています。ただし、

それは、設計界の内部の受け取り方て¥一般社会あるいはお役所内

においては、最近のそういう 言楽に対する評価iは定まらないのじゃ

ないかと思 っています。 さきほども、主務課とか主管課というお討

がありましたが、結局、営総行政の予算を握 っているところは営純

謀以外であるという行政の ｉｦｾ があります 。 そういうことで、予算を

自由に組み替えたり、重点の註きどころをかえたりするような力と

いいますか、発言力が官公庁営絡の中にどの経度あるのか 。 あるい

は、そういうことに対して、改善の努力がどの位度されているのか

という疑問をいつも感じるわけです。今後公共建築をよくするため

のエネルギーをもつためには、そのへんを解決していただきたいと

思っております。 学校，建築とか{ 主毛建築については 一学 校 は 教 育 委

員会、住宅にはそれぞれ住宅予算ーがあるようですが、営純だけがた

またまそういう予算柿成にな っているということを、ちょ っ と疑問

に思っております。

戦後かなり経つわけですが、昭和30年以降、私が事務所を始めた
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H寺JUIとたまたま一致した形で、経済の高度成長を遂げてきたわけで

すが、それと並行して官公庁の事業発注もふえ 、そういう 中から設

計の外往も大きなテー7 にな ってきたわけです。いまから 30年位 Iji j

は、われわれ受注者からみると、仕事の誌と設計者の量はバラ ンス

がどれていて 、現在のような過当競争はなか ったのですが、それが

オイル ショ y クあるいはその後の独祭法にからむ公正取引委只会と

みつれ 、

の札機などもあり 、設計事務所仁l 身がも っていた業務報酬規定を廃

棄する、あるいはコンペの基準も廃棄するという不幸な事態が起こ

りました 。経済の停滞WI とそっいうことが屯な り、受注者側 である

設計 '1'; 務所は、ここ 10年来非常 な不況にあるわ けです。入札問題も

実態調査をした数字があ りますが、大阪府下を 凡ても 、かな りの 1'1

治体が設計入札 をや っていて 、それに対して下の打 ちょうがない。

それを黙認するわけではないんですが、大半の事務所がそれに参加

せざるを仰ないという図 った面 もでてきております。そういう発注

形態の 問jJ!1 ，'f が公共建築の質にどのように彬科するだろうかという

危恨を総かに感じているわけで、そういう '1' で本当に設計というの

ができるのだろうかと' 夏慮 している次第です。 こう い う事態 を改汗

しない ｼ 以り、長 期的 には公共建築の質に悲 ［ｪＡ ｾ 仰をＦＮぽすだろうと ｦ ｩＡＺ

供の念をも っております。

それから 、向 治体営終の設計 組織も 11寺代の流れから 、最近は変わ

ってきてお ります。背のような 強いタテ引の組織じゃなく、かなり

向由j立をも ったチーム編成のような組織になさ っておられることは、

われわれも重々承知l しております。そういう組織こそ 、設計組織の

あり方だと思います。民間の事務所も、組織の大小 にかかわらず例

人の能力を故大|浪に 押 し出 し、 併|人が¥jJj イ1:化する、 組織が例 人をパ

ックア ッフ。する 。情報の包: 迎1 とかコンビ ュー タの利用の問題とか、

共 通 の大きな 問 題については 組 織がパ ッ クア ッ プ し て 、 ＱＱ ｾ Ｑ 人 の 能 力

を放火|以に 引 き出すということ 。組織のあり万も、タテ砲でなく、

水平展開するような組織。伽|人側人を生かしながら全体が活性化し

ていく 。 また例人 と11明人もつまく協力し 、協剥しあ ってものごとを

進めていくという組織の姿が、今後の設計組織の望ましい姿ではな

かろうかと々えています。

，Ｎ ｾｴ 級車 Ｑ Ｑ 織もそういう方 向 で進められているということで、今後と

もわれわれ民間11111は役所に対しての協力者向という立場にあるわけで

すが、ときたま役所によ っては、下訪的な凡万で後しられるケース

もあ り、 また設計事;1の算定法礎も 単純な 1t 金tl りな計t'}:を なされるケ

ースもあ り、民聞の設計事務所の肝心なノウハウを活用 されないと

ころもあ った り、そういう設計 ・J';. 務所のイ史ぃ万はかえ って行iではな

いかという気がしてお ります。
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いずれにしても 、いい公共建築をつくるためには、官民の組織同

士の問題、あるいは受注者からみれば、報酬の問題とか 、あるいは

コンペなんかを行われる場令には 、公正な審査というふうに、いろ

んな 問題が残されているような気がして お ります。いい建築を作る

ためには、企画とか調査とか、そのあたりの位前づけがあとあとす

べてを方向づけるような気がしてお りまして 、 とくに f1 ども企阿ブJ

の充実ということを大きな諜組にしております。そうはい っても 、

民間1H11の企画力とか調査ブJ とい った肝心のソフトの評仰liがあま りな

されていないのが残念なわけです。

巽 いま 一通りお三方からお訴を {，;Iいましたが、やはり下( 公庁営締

と公共主I! 築ということを区別 して訴を進めた方がす っきりするよう

に思いますので、まずは i 'i': ・公庁常・締」がどういう 問題を抱えてお

り、どういうふうにしてい ったらいいかということについてお話ーし

聞い、そのあと「公共主I ! 築」に移 っていきたいと 思います。

さきほどの光安ーさんのお話では、 i 1寺公庁72絡は死に休 である」

という厳しいご発言があ りましたが、そのへんの訴を詳しく 伺いたい

のです。かつて「設計組織論J が践んであ った時代があります。 い

まもそういう問題はあるわけですが、設計組織には 3 つのタイプが

あ ります。

一 つは佳築主に ｊ ￸Ａ， している設 ｾ ｉ Ｍ 組織、つぎに独立の設計組織、そ

れから地工者に属している設討組織、この 3 つのタイプがある 。 そ

れぞれ特徴があ って、建築主に属しているのは、建築主が n分で必

要とする建築内容について、 n分で設計するわけですから、建築の

必要にフィ ッ トした建物ができやすい 、こういう特徴があ ります。

それから ￰ ｾ ｜ 立の設計 組 織は、フ リ ーにデ ザイ ンする こ とができて、

その点で{向性 的な設計がしやすい。 また施工者に属 しているものは

地工とのつながりがあるために、施工上都合よく、ある いは雄築技

術の 1)日発と結びついた設計がしやすい、こういう特徴がある 。 こう

した特性はいわば建前論て' して 、実態はいろいろな 問題があるわけ

です。

官 公庁ｾＲ，・純というのは 、住 築主に ｊ ￯ｩｦ， する設計品 Ｑ Ｑ 織の代表 的 なもの

で、しかも ＱＱｾＱ 別 には建設約とか 名 省庁、 地 方 向 治体、これをｔＧ ｲ 公 ｊ Ｍｲ

営純というひとまとめで巧 えますと、ものすごく大きな 211になる 。

そして 、 日本の近代 化 の 中 て ｔ ｾ 公庁建築がよ ＡＱＺ たしてきた役Ｇ ， Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ りは

大きく 、それに官公庁' 常紛がつねにイニシアチブをと ってこられた

わけですね 。 それが 現 イ ｅ 、 ｲ ＡＧ￧ 公 ｊｲＧｩｾＧＪ 丹は「死に体 」 にな っ てきてい

る原色|はどこにあるのでしょうか。

官 公 庁 営 繕 は ヲE に体グ

光安 いま私が 「 宮公庁営仰は ｾｅ に体だ ｪ とい っ たことですが、，［ｾＡ

いていいますと、それは F<I市県の営特課の技師に1] 1 し上げたことだ

と巧えていただくのが通-I;I J 1.ごと 思います。一番いい例が、保存と修

訟の ｆｾｽ ｬ ｬ Ａ ｖ ｲｾ 公 館 です 。 これなどは ｬ リ ｬ らかに単体をや っ ていることで、

兵/01)' 以の技術者がここで卜分技術を湾総しているわけですね。 こう

いうことばかりに常総記長の技t. 11i が 日を|古lけていた らだめなんだと 。

もう 11寺代は変わ っているんだということを 巾し l二げているわけです。

ですから 都市住宅部とな ったのも、 「都市」という概念の '1' で11: ・J'; .

をしなければ 、i 制本というのは生きないということです。それとも

う一つ、行公庁常給に対応して、 r= r 公庁建築とい った )i がわかりや

すいかも鈎lれませんが、それがも っている特徴がある んです。
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一つは必ず目立つ場所、主要な道路に l訂して建てるから、必ず周

辺に杉特を与えるということ 。ですから心して設計しなければいけ

ないということです。 もう一つは、 1¥公庁娃築というのは、技術の

折原になるということ 。例えは、施工者の }j からいうと、 1守公庁主主築

をや ったということが、社会的な信JTJ 皮を刷すわけで、そういうこ

とも技術者が n党する必要があるわけです。ですから、大阪とか神

戸とか、こういう部会でや っている施工者の一 流はそんなことは巧ー

えないでしょうけど、そこから少し下がったところの業者にとれば、

ir 公庁処築をやるかやらないかは、火当Eなことだと思います。

また、 l ji 体処築でもメイン ・ストリートに l師している雄物は、周

辺に［［Ａ ｾ 寺中を与えていくわけですから、ＱｊＺ ｩｾ みの問題、緑化の問題が

でてくると思います。 とくに兵[ 011り『Lの場令はそういう組織体がまだ

でさ上がっていない。兵庫県はよそよりいつも遅れているんです。

例えば設備諜をつくるために、私が ｊｪｾｊｉ ｉ Ａ ｶ［ｾ に入 っ てから ＳＰ 年もかか

っている 。神戸市なんかの方が非常に iffi んでいる 。

それから 、逆に進んでいる点もあるんです。 どういうことかとい

うと、いまのように、設計既製、設やHJ 諜がなか ったということが、

視点のように日皮に技術が発達した Hキ代に対応できたと思うんです。

どういう意味かというと、建物を発注すると、設備関係者からは分

間 ｉｾ 発注してくれというわけです 。 私にいわせると、なるほど処築工

事がｾＺｾ皮でない場合は、分自 ｉ ｦＮ発注が適切だと思 っ ています 。 これは

点 任 の 範 1mが、役所の人間でも' ，lfIJ に 持 ち や す い ん で す。 ところ

が高度の，注物の場合は、分離発注してはいけないというのが、在、の

々え }j て¥脇工と民理Il の命令系統が二本位てにな っているのを 一本

化にした万が、いい怨物ができるという巧え } J です。そういう立 l味

で、や1

'

戸市 とか大阪府のような k: l[ 織にな っていなかったのがよか っ

たのじゃないか。一本化したために仕 'Fの命令系統がす っきりして、

取迎が行き Jil: : ｾ、たと思うんです 。

設 計 外 注 の メ カ ニ ズ ム

巽 いまの光安さんのお話では ir 公庁公約が犯に休だというのは、

J Ul f 県の技師に対してい ってるんだということでしたが、それは&

服してお っ しゃられているのだろうと，巳Lいます。おそらく「死にイ本」

というのはおおえない。それが証拠に、外注が非常にふえている 。

こういう状況が円公庁営絡をますますぷi放させてい っているのです

が、外注に依存するのは、それなりに理由があ ってのことでしょう 。

そのへんの外注依存のメカニズムはどう理解したらいいかというこ

とで、恒成さんいかがでしょうか。

恒成 決して依存ということでなくやむを符ずや っているのです。

本来的には私どもで全部やりたいということです。その点で* 近世fE

しいと思うのは、内部設計ということで、我々の技術的な部舶なり

経験をしたいということで、 n治体営締として何 をするかというの

は、被終的には財政とめからみがあ って、いままでは年間に、 一般

営特として、庁合| 見l係とか符察側係が 3 - 4 件ありました 。 それが

以近 ｬ っとか Ｒ つ 。 それも大きなＩ［ｊｉＮ棋ですと、ｾ初｝から委託にだす

んですが、係として 111.当できるぐらいのものは、中でやるという決

定をすると、設計 ')i. 務所の仕事はなくなるという' )'; 態がでてまいり

ます。一方では、いままで外部委託をだしていた関係から、設計・!工

務所としたら、 ｲｾ 公庁の ｻ Ｚ ｉ Ｚ 判 立当然常業の対象になりますし、そう

いった中でどちらサイドにやるかというと、我々としては いHm ( n  

主) 設計に Igj さざるを仰ない。 そうかとい って、病院とかも '1' でや

るかというと、これは時 IHj的なことや技術者の問題て¥委託をせい

るをｾ［ｽないということにな っ てくると思います 。

私どもでどうしても II 由にならないものは予算的なものです。也

公庁でで与設計をやる I場易千令干に、技術者サイドとしての行政に対するかか

わり方があるのではないかということで、予算のよ覚棋は小さいんで

すが、 59年から 、 「ポケ ッ ト・パーク J という名称でい っておりま

すが、既設の}r くt干の場合敷地が広くて、紋も植えてないという場令

に敷地の 一 部を生かして広場をつくり、的 ｬｾ の方が休 Ａｩ｛Ａ できる場所

をつくる 。私どもで地訟を制べて倣宇，Ii を 2 、 3 あげて財政と ，( ( 彼抜z

i! T をして営絡に予算をつけてもら 7 方法をや っております。 また、

身休障害者が{ 交われるための改装工 ・) ' ; というのがあるんですが、そ

れを始めたのは民生部ですが、実際予算でとる場合には、営総サイ

ドにつけてもらうこともいままでや ってきました 。それは61年度で

一応終わりになりますが、 5 年 1: :) 、年t:n 6 千万ずつ営給サイドに千

n: をつけてもらうということをや ってきました 。 それともう一つ、

できるだけ金問而 にねどもの技術師を生かせないかということで、

保全については営総サイドてヵ、なり予算をつけてもら っておりまし

て、保全の予鮮は年1::1 2 1: 0 ' ぐらいあるんですが、それを全日11' 日約に

つけてもら っています。 ただ執行は、私ども外郭団体の大阪府建設

監理的J 会に委託をしておりますが、計画配分については、 fd、どもサ

イドで担当いたしております。それと同H寺に、 J(.f の地設について約

400 近〈全部調併をして、どういう業者が工' ) ' ; をや ったということ

はもちろん、監現状況も記録したカルテをつくり、その地設の而・j J.TI

年数がきた場令に、どういう地訟をつくればいいかということを悦

叫ーしてし 、〈。 これはまだ実現しておりませんが、そうい った l而での

われわれサイドからの従笑を与えているわけです。

それとさきほど光安先生がお っしゃ ったことと |民l述しますが、大

阪府の場合、分縦発注が多くて設備も fE5FL 、空調、衛生と分間t発花

しています。総令的に 1民主I l をすれば、雄物の 'l'i の而も担保できると

思いますが、私どもが保全をやりますので、分離発注をしても、あ

とのフォローができるということもあると思います。

巽 設計の外注化{ ぜ[Iiリカ、、非常に進んできているのですが、これは

仕事カ、多くな ってきているからやむを符ず外注されているのか、そ

れとも内部の技術的なプ ｊ が不起しているために、 外 注に ｾ ｩ ｊＨらざるを

科ないのか、あるいはそのほかの財政上の理由などがあるのか、い

かがでしょうか。

恒成 これはやはり仕 ・Ji - がふえてきて 、やむを符ずということです

i' J 。
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巽 いま大阪府の場合、外注率はど の くらいですか。

恒 成 大阪府の場令、 70- 80% あります。

巽 それは笑施設計ですか 。

恒 成 そうです。

巽 基本設計は?

恒 成 基本設計はほとんど中です 。

巽 そうすると、実施設計が70- 80% ということは、内部では 20

- 3 0% しかや っていないということですね。 それで内部は手ー ぱい

で す か ?

恒 成 そうです 。設計をやりながら委託した仕' 1 ' ; について主管謀と

の打合せ制強、周辺住民への説明などを行います ので、業務畳がふ

えるわけです 。 ですからそれも専門化して、内部設計だけと、委託

専門の係をつく ったらどうかと思うんですが、それでは技術者が )'r

寄 ってしまう 。設計した人でないと、とう f士'1¥を進めるのかわから

ない、変化する条件に柔 '1次な対応、が難しいということもありますの

で、そういうことをせさるを得ないわけです 。

巽 技術者数と仕事量の関係でいうと、{ j : 'I>; 世はずいぶんふえて

いるんですか 。

恒 成 それは、っさの年の予t ) : により技術者数は削減するのですが、

内部設計 Ｍ 内部民是ｾの予定とも関連しています 。

巽 その場合も外注に依存することが前提にな っての計算ですか。

恒 成 中で全部やるとなると、相当な人数が必要ですから、そこま

ではふやしてもらえないですね。

巽 外注がいいとか惑いということは別にして、外注することに

ついての営終としての与え方ですね。 こういう仕事は中ですべきで、

こういう仕事は外にだす のがいいという、ポリシーのようなものは

あるんですか 。

恒 成 中で設計をする場合は、行政として重要であると思われる場

所とか利用のされ方をするものは、私ともで jl l . 当するということで

す。 そうはい っても、大規模なものはそういうわけにもいきません

ので、外部へお願いすることになるんですが、その際には私ども の

経験したことをお伝えできるということはあります。 WIJ えば、養護

学校とか老人ホームとか民生| 鶏係の施設は、中でやれるものは巾で

やる 。委託をする場合でも、ある桜度私どもの J5 えを生かしていた

だくということでや っております 。

巽 70- 80% が外注ということになると、ある見方をすれば、い

っそのこと 100 % 外注にしたらどうかという巧えも一面でてくるの

ではないか 。 また逆からすれば、それほど多くのものを外注に似る

のはおかしいじゃないか 。 もっ と内部でや ったらどうか。 そういう
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ことでは営締としての使命を来たしていないじゃないかという立見

もありえますが、そのあたりはどのように務理されていますか 。

恒成 全部外注したらどうかという意見に対しては、全部したとこ

ろで自治体サイドの見方というのはどうしても残 ってくる 。工事の

発注をしようと思えば、きち っと航t / . をせざるを得ない。桜t ) : をきち

っ とするためには、仕様舎をきち っ と盤理しておかなければならな

いということで、設計もきち っとする必要がある 。 それに工事の監

. f ! J . や検公があり、これは向治体の職員が行う様にな っていますので、

どこかでかかわらざるを科! ない。 これは凶而を見ているだけではわ

からなくて、やはり向分で図聞を主 ｩ 句、て、ｾｬＧｬ算、工事監理をや っ て

おかないと、実務には対応できないといつことです 。 われわれとし

ては中でやるのが理位、ですが、人民の問題もあり、そうはいきませ

ん。

巽 岡本さん、設計をお受けになる立場で、設計技術、地工伎や'I:j

の進歩に対して、どのようにうまく対応できるかという観点で設計

事務所の立場からいかがですか。背は 1主j 公庁の設計というのは万全

で、民間を指導する立場にありましたが、いまは逆の場合もあり符

ますからねえ 。 そのへんで何かお感じになることはありますか 。

岡本 たいへん日! f ; しい問題ですが、お役所が外注されるのは、独立

した設計組織のみにだしていただいている与は重要であり、責任を

痛感しています 。 われわれとしては計画意図に充分応え、新たな提

案も含めてこ.. rhlJ 力 rjl し上げるということです 。受注先が一々チ ェ γ

クされなければならないというのは外注先として務第じゃないかと

思います 。 ιｉＧ［ＮｾＺ 努所内部できち っ とチェ ｹ クして、その上でお ｴｈ しす

るというのが当然の姿勢で、特にトータル的なチェ ックを厳重に行

うべきだと巧えます。民 IH l の場合は工・1 H 位恐! もしますから、そ の段

階でチェ y クをし、軌道修正をする余地があるわけですが、役所の

場合は公共工 '1>; 特有のさまりヵ、あり、設計の内容や.h'ltr にしても、

完全なものをお: 1¥しし、{ 割以関係をベースにして仕事をしているわ

けです。

お役所に中には、設計) 1 ; ) 1聞が短いから民間の力をかりてスケ ジュ

ールを強行される場合もあります 。 そういう H寺でも何とか間に合わ

さないといけませんので、かなり無理1をして進めるのですが、えて

してそういう ｉｉ ，， ｾはミスが発生しがちです 。 やはり設計期間 ｩ は充分と

までといいませんが故小| 浪は必要ですね。

市 民 の ニ ー ズ と 営 繕 行 政

巽 ｦＭ ｲ 公庁営綿は ｾｕ ［ しい点が多々あると思いますが、これか らの

官公庁営総を航極的に生かす方法、生きる方法をさぐ ってみたいと

思うんです。 さきほと' i l 1. 11 X さんは企画而に技術を生かす方向を考え

たり、予算を I( [ f 妾営絡の方でと ってきて、それを使うようにしてい

ると 。 あるいは，建物のメンテナンスを巧ーえている 。 これらはみんな

般極的な Ｉｪ 向だと思います 。 板、も官公庁営絡が官公庁という控ｾ乏

の設計組織の立場であるということから、やはり桁極策ーとして、企

画的なことに進むのカ、いいのじゃないかと々えています。官公庁営

約というのは j '常総行政 j といわれるように、行政の-z;;1です。営

絡行政は市民や IrJ tcの建築需要をどうとらえて、これを建築という

ものに組織立てていくとか、あるいは空間づくりをしていくとかと

いう問題なのです。 そういう意味で、設計そのものは外注しでもか

まわない 。 どういうものをつくるかとか、それをつくるためにどう
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お金を調達して、どう組織化していくかというあたりに、これから

の官公庁営絡の行〈道があるのじゃないでしょうか。 その点は恒成

さんは、どのようにお考えですか。

恒成 営総は行政だということをいわれましたが、確かにそういう

聞で、 一般的に求められている需要をうまく企画なりにまとめてい

くのは、行政と閉じことだと思うんです。ただ、そこまでは、われ

われとしていままで深〈考えたことはなか ったんですが、これから

は必要と思います。特にこれからは、都市とのかかわりの中て' J 面

の問題J が非常に大きな要素になると思われます。

私どもにと っ て非常にありがたいのは、岸先 ｉ ｾ ｊ ｊＮが建築に対して理

解をもたれていて、建物にづいて意見や適切な評価をいただけると

いうことです。私どもとしても企画而にまでかかわ っていくという

ことになると、技術プラス企 ｾｬ￯ｪｬｊ がたいへん必要にな っ てくると思

います。

巽 さきほど光安さんもお っ しゃいましたが官公庁営繕で必ずでて

くるのが 「主管課」ということです。主管課が予算をと ってきて、

それが営利fに回 ってくるプロセスが宿命的に営純が' 自に従属的な立

場に立たぎるを得ない原凶にな っている 。 この宿命を大きく変える

のは鰍しいかもしれませんが、逆にいうと、営純がその立場に甘ん

じている 11[1J百i もないではなし、。主符謀の予算を待 っているのじゃな

く、も っと直接に民生的な; 必要とか、文化、教育に関する建築の; 必

要とか、市民のニーズを直接調伐して、こういう議要があるからこ

んな控物を鐙てたらどうかということをむしろ主管課の方にもちか

ける 。 あるいは双方の需要をつなぎあわせて、一つの複合共同建築

を挫てるとか、あるいはそこに民間の施設を来せて地価の高さを l吸

収させてしまうとか、 'j 攻略的に椛氾! をたくましくしてやるのがよい。

公イＧＱＮＱ也の Ｑｾ ぃ万について、 や ｬ Ｇ 人 役のようなことをするとか、も っ て

1Tき万によ っていろいろ展開の万戸IJ がみいだせるのじゃないかと思

うんですが、光安さん、そのへんのことについては、いかがお々え

ですか。

光安 いまお っしゃ った中で注目をしなきゃいけないのは、 「営純

行政」 ということです。 この 言集は、われわれの仲間も H寺々使うん

です 。 しかし、営純行政という 言 葉を使 っ ても、この笑 ￭ｾ を誰も ｩ 直

6花にとらえていないのです。子$"): を tHi 与がも ったらいいじゃないか

といつことがあ って、それをや っているのは、機 j兵かどこか一つあ

ります。それ以外のところは全然だめなんです。 お っ しゃるような

ことを訓告、企画、立案してという訴ですが、例えばi民村とか漁村

の生活環岐をどうするかという問題がありますよね。 それにも っと

営絡の技ftl ! i が入り込まないとだめなんだということをいう者も、少

数で・すがいるわけです。ですから、いまのままだと、単体設計の技

術者、いわゆる何人技術の練磨に終始しているんです。いまお っ し

ゃった営繕行政的な視点をもたないとだめだということです。 さら

にいえば、さきほども出ました都市的な面のものの見方をも った技

術者が養成されていかないといけないと思うんです。

逆にもう一ついい点をいいますと 、外注の問題です。外注の問題

の基本形は、技術者個人の研修という形からいうと、兵庫以の場合、

私がいい過ぎたきらいもあるんですが、実際には外注はほとんどし

ていない 。 これは予$ " ) : 吟がないせいもあります。それと外注をしない

ということは、やさしいのはだし、錐しいのはこの中でやりなさい、

なぜそんなことをい ってるかというと「個の問題j です。例えば昭

和設計にいる人と、兵庫県にいる人と、どちらが技術が上かという

と、個々にはどっちが上でもないんです。 同じ年に卒業した者が分

かれて入ってきているだけなんです。言lI. の内音11の問題として見た l時、

やさしいものだけを中でやると、 1 年足らずで符熱した人間ができ、

難しいのを部屋の ，-" で誰かやりますと、いつまでた っても、技術? の

向上が課の中ではかられているんです。 ですから活気がでてくるん

ですね。私がいる時には、このことを強調し過ぎたこともあ って、

いまはほとんど外注していない。 ですから、私も兵庫県から計画を

もら ったことはありません。 ( 笑い )

もう一つ「側の問題J で私が強制したいのは、われわれは気1・J' ;:の

付託に応えているという向党が要るということです。市民会館でも

いいし、学校でもいいけれども、知事がこういうものを建てたいと

いっている 。 それは、県のヰ1で一番新しいものをや っているという

自党があるということです。ですから伯! の問題はいくらでもできる

んですが、営純行政という視点はま ったく途絶えている 。「将米像」

ということでいえば、私は、この「営純行政j ということばの定義

と、それを蕊元i させる何らかの方法だと思います。

巽 「営絡」ということばが何か古くさくて、消僅的なイメージ

があるので、もう少し航極的なイメージにして、新しい営綿行政と

いう名に値する空! 日lづくり、街づくりの仕事をしてし、くのがこれか

らの方向じゃないでしょうか。

光安 ほんとうにそうですね。 I営絡行政J ということは‘ の窓 l床を

定指させたらいいと思うんです。 そうすると、技術者がさ っき恒成

さんがいわれたように、知事と直結できるんです。いまは知]{J:;: と直

結できないんです。ぷはたまたま、県庁舎をや ったということで知

事に直結できまして、そのときはやりやすか ったですねえ 。

公 共 建 築 の 新 し い 試 み

巽 香川県など鐙築に熱心な知事さんがおられるところはいいも

の をつくられます。合川県の，建築課長だ った山本忠司さんなんかは、

新しいタイプの公営住宅をつく っておられましたねえ 。

つぎに「公共，建築J の話を進めたいと思います。公共建築の中に

は官公庁建築も含みますが、 「官公庁建築」という言葉でイメージ

するのは、官公庁の庁千? とかで、行政の組織が直接自分が使うため

の建物というイメージが強いですね。いまの公共建築というとそれ

だけでなく、市民や府民が使う建物というところに比重が移 ってき

ていると思うんです。 これからの公共建築で何がやl' びそうかという

アンケートの中でも、 「教育文化施設」 という答がありましたが、

これも時代を反映していると思います。 また、新しい試みもいろい
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ろでてきております。そうなってくると、これは官公庁営絡が担当

するのか、民l聞の事務所がやるのかは別にして公共建築というジャ

ンルがあって、それがこれからの建築の重要な役割になるのじゃな

いかと思います。この点について、最近のご経験なども踏まえて、

岡本さん、いかがでしょうか。

岡本 いまおっしゃいましたように、他かに公共建築の範囲は非常

に拡がってきております。 しかし基本的には、住民サービスのため

の建物ということで、私どもでも設計五i の約半分は、この種の建築

です。 とくに最近新しく登場してきている，建物は、コミュニティ ・

センターですね。最近も図i'J館、保健所、福祉施設を一つの敷地の

中に、それぞれの機能を独立させながらつくるとい う計画がござい

ました 。そういうものが今後ふえてくると思います。用地の手当と

かスケジュールももう少しゆとりをもってやられる方が、いいもの

ができるのではないかという気がしています。

それと少し胤校の大きな公共建築になると、設計入札を避け、間

払なコ ンペ方式が披近はふえてきています。 ところが、実際の費用

は人件賀ですから、かなりかかりますね。 とてもそれだけの参加報

酬は与えられないのでH寺には、所只教育の- J ; l としてやるようなつ

もりで参加しております。 コンぺのよりよい方法を団体などで研究

しており、いま設計界の一つの大きな間制になっております。そう

いうことで最近は、プロポーザル万式といいますか、提案する似IJ か

らいうと Si 4i lcわ少ない方法て¥アイデアを主に審貸しようとして、

提案図刊をなるべく附略に、 パースも お色しない、とか図而枚数も

制限するという方式がふえて きてお ります。J島本 (I(J なコ ンセプト、

納氾! づく りは専門家が見れば、いいか悲いか充分判定がつくと思い

ますし 、設計者選定方式としては、より iffi んだ万法だと思っています。

巽 恒成さんいかがでしょうか、以・近の公共建築の動向につきま

して ー 。

恒成 J'JM共的に {!!I 'かにそうしたものがでてくるでしょう 。 これから

は民生、術生、教育などの行政袈ぷを似令的に同じ建物の中に組み

込んでいくということが出てくると思います。当然この場合には、

公共サイドだけでなく、 }(J I¥J サイドの巧え方もかなり入れていただ

いて進めることが、よりよい主I ! ; 物になってくると思うんです。それ

で、設計 'J工務ffr を決めさせていただく場令の決め方は、公共的な a建

築の場合には、いろんな中でより通したものを建築の中に生かして

いただく而から、数社からごt:ii 築いただくことも出てくると思いま

す。一番いいのは篠かに指名協議なりで、報酬もきち っとお支払い

できればいいんですが、予算の而とかてサＡｾＡ約もあるので、設計事務

所の )j にもあまりご負担のかからないような万式、しかも適絡に選

ばれる万式を巧一えたいと思 っているんです。

巽 公共建築の中で、市民の利用する建築ということになると、
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建築の企画設計に当っても、住民の意見を取り入れていかないとい

けない方向がでてくると忠つんです。また建築主も、従来は公共建

築というと、地方自治体や国が所有し、官:理するというのが多か っ

たのですが、例えばコーポラティブ ・ハウジングのようなことをイ

メージすると、地域の住民の共同体が自分たちのために建てるよう

な建物も、公共的な意味あいをもっ，建物になります。事実、コーポ

ラティブ ・ハウジンクωに住毛布11市強制11公団が関与しているのは、公

共的な意味合いをもって関与しているわけですから、従来のように 、

「公共建築か民間建築か」ということでなく、中間的な公共性をも

った建築、所有、利用、自: 君! の形態も中間的な形態のものがいろい

ろ出てきそうな気がします 。 先進 ｾ ｊ ｯ［Ｎ例などを見ていると、そういう

ことが感じられます。そしてそれが、地域の生活の絞として発展し

て、地域設をII を形成していく 。建築物が面的な広がりの中でどう機

能するかという、 J: L : い視野の r!'，で建築をつくっていく 。そういう時

代にな ってくるのじゃないか。そういう意味では、公共建築の栄た

す役割はたいへん大きいと思います。

武蔵野市が 8 つに分かれている地区それぞれに、コミュニティセ

ンターを建てる計画をした II ，J に、敷地をどこにするか、どういうも

のを建てるか、 地区の住民が集ま って協議会をつくった 。 それに対

して市役所は技術的援助と金は出すけれども、区民会館をどういう

内容にするかは、市民が決めるというやり方て¥実際に建物をつく

られた笑例もあります。地区によ って敷地の大きさも形も、主I ! ; 物の

性特も全苦11逃うわけですね。従米のこの般の建物はともすれば画-

(1りにな ってあまり使われないことも多いのですが、これは市民 n身

の発意で作られたものですから、非常によく佼われています。 それ

を知ってたいへん峰、鈴1 を受けたのですが、この主j ' ; 例などはこれから

の公共怨築の一つのあり万を示唆しています。建物というのは、控

ててからのf変われ万が大 'J';. て¥物的にい 7 とメンテナンスの訴にな

りますが、ソフトの聞でいうと、五llf 守の訴から、" ! ] をどういうふう

にさらによくしていくかということですね。 これからの公共住築は、

市民のための辿築であ って 、役所はそれの企画とアイデアとお金を

山して応侵していく役' ，'IIJ 、そういう 空間を組織していく役; 刊にな っ

ていくのがよいのではなかろうか。 そうなれば官公庁営綿の」工場も

-1，'1極的にな ってきて公共往築もより発展していくに述いありません 。

今日は、お三万のそれぞれのご経験に基つ‘いて、たいへん i' i: lli な、

しかも突のある内手干のお話をいただき、ほんとうにありヵ、とうござ

いました。

昭 和61年 3 月29 日 於 日本建築協会会織室

傍 聴 者 編 集 幹 事 加 藤 カ 吉 羽 逸 郎 北 条 誠 西 川 純 一 中 井 進

北 村 潤

ポートアイランド ・スポーツセンター ( 奥) ポートアイランドホール( 手前)
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内 な る 空 間 の 時 代

な に わ 会 館 の イ ン テ リ ア に 寄 せ て 一 一 一 一

加 藤 力

インテリアのニヂニームだといっ。要因はさておき、インテリア

への一般の関心はかなりの昂りである。女性 ・若者向け雑誌に

はインテ リアの記事が載せられて、 内なる空間の室礼 の愉しみ

をいとも簡単そうに明示してくれる時代にな った。一般、専門

とわず、さまざまなインテリア情報が飛びかい、巷ではインテ

リア学校はどこも大流行である 。東京だけでもイ ンテリア学校

と名のつくものが50校以上もあると聞く 。正確な数字でっかめ

ないところがブームといわれる由縁であろう 。短大などでもイ

ンテリアコースの増設 ・新設が相次ぎ、インテリアと名がつけ

ば学生はどうやら確保できるらしい。お茶、お花の時代から、

いまやインテリアの時代とな った。ブームで需要はあ っても、

しかし、その内状はうすら寒い。

ともあれ、ブームは単に 一方的に造られるだけのものではな

い。必然と必要とによ って熟成し、火がつけられる 。

時が変じ、いま空間の質を内に求める時代にな ったのだ。

*  *  

従来、インテリアは建物の一部、あるいはそのものでありな

がら 、建築の分野では一段低〈見られ、軽んぜられ、手を抜か

れる風潮にあ った。外観は立派でも、その内なる空間はどうに

もお組末な建物が多か った。特に戦後の公共的建築物にその手

が多か った。建物の内側に金かけるなどはもっての他、資沢と

みなされていた時代であ った。笑用本位、管理安易、質素美徳

の精神がII かれて、それはそれで筋が通 っていた 。時代のニー

ズが反映されていたからである 。 ところが昨今、いささか事情

が異な ってきた。 インテリアへの関心が高ま って、空間の賛沢

さを一般の人々も知るようにな った。あるいは内なる空間の夢

に手がとど〈時代にな ったといい換えたほうが正確かもしれない。

こうなると社会のニーズを反映すべき公共的建築物もその対

応に迫られる 。公共建築物のみならず一般の建物も対応を余儀

なくされる 。 とくに高度成長期に、もうすぐ鼻の先に質の時代

の予感がありながらも性急さに攻まられて生み出された建物に、

今この対応が必要とな った。

公立学校共済組合「なにわ会館J は昭和43年に建てられ、この

度、内装一新、改装 ・増築された建物である 。宿泊施設に結婚

式場 ・宴会場が加わ ったものである 。蒼古一新、次なるエピソ

ードが印象を端的に物語る 。改装工事中に各地に散らば ってい

た従業員が戻るなり、明まるでホテル以上だ ノ" と感嘆の声をあ

たという 。 ひと頃、共済の建物といえば、健康的ではあるもの

の、どこか雑然として古〈酸えた臭いが染みついていたものだ

った。 ところがここではそつした陶然とした眺望はなく、華や

かで賑やか 、あたたかくもある光の質に充された空間があ った。

なにわ会館パー「ダフィーネ」

信 に わ

テーマは浪速にちなんてマ皮て" ある 。床、壁、照明にうねりや

波形が大きく流れ、 小 さく散りばめられて波打っている 。特色

の一つに建築化 された光がある 。ある箇所でそれは列柱をみせ、

あるいは帯や面や点とな って流れていく 。時に壁の素材を映し

出し、軽やかに搬ね、務ボンヤリと空間の行方を追っていく 。

もう一つの仕掛は随所に仕込まれた造形物である 。小林正和、

浜谷あきお等の手による造形が、視線の行きつくところ、留り

をねらって空間と一体化し、場所に膨らみをもたらしている 。

ブライダル空間とは、人生一度のハレの舞台である 。場所に

応じ常に人に語りかけていなければならない 。 ささやき続けな

ければならない 。無 口であっては疎気なく、 ZE聞の充りが大胆

さはあ っても、人を打ち負かすようでは強すぎる 。空閉めぶみ

があとにな って体のどこかて帆倍、っているような微妙な感触が必

要だ。それには機敏で織細なかけ引きが居る 。嫡びて、煽びて、

娼びき ってもどこか萎えた冷たきが必要だ。華やかではあるが、

しみ じみとした感情のったう空間が求められる 。言葉のうえで

は易しいが、空間の仕掛けはまさにきわどく難かしし、。

1tっ

ここでは重厚さと較さ、大胆さと繊細さ、あたたかさと切な

さが相互に入り浪って、さまざまな要素で構成されているもの

の、基本をわきまえている 。空間の言葉は冗舌であるが、喋り

すぎるところで一歩踏みとどまり、 言葉を選び、慎んでいる 。

客室にあっても、そこいらのホテルよりもずーと豊かなホスピ

タリティーのある設言十とな っている 。

*  *  

なにわ会館の改装をみて、いま時は、内なる空聞の充笑を求

める時期に入 ったことを 、つくづくと思う 。建物の内にもよう

やく一般の人の自が向けられる時代にな ったと 。 インテリアと

は内からの発想で造られる 。内なる空間の発想、とは結局、使う

ものからの要求である 。インテリアの時代とは、建物がようや

くより人々の身近なものとして定着しはじめた証明でもあろう 。

あるいは言葉を替えれば、高いところで構えていた建築が、ょ

うやくこの時期、ひとの側にすり寄らざるを得なくな ったとも

いえよっ 。

内なる空間へのアプ ローチは、空間をつくるものであれば誰

しもが、簡単に手をつけ 、 こなせそうに思う 。事実 、手をつけ

るがそうそう容易に手の内に入 ってこなし、。楢んだと思う先か

ら逃げていく 。本気にな って手をつけたが最後、内なる空間へ

の旅は最限もなく深みに沈んでいく 。

空間が内に向かう時代にあ って、設計者にと っては当分のあ

いだ 、精進金吾の時代が続〈 。

( 京都工芸繊維大学 住環境 牢 か とうっと む )
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. 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 1

保 存 と 修 景

兵 庫 県 公 館 ( 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課 )

設計プロセス
経 緯設 計 工 事

完成予想模型写真

兵庫県公館全景

再

出

回

基本計画

日

嗣

53 I  11.  ( 本庁舎周辺盤備協議会)

54 I  ( 本庁舎周辺盤備計画書作成)

南庁舎、総造耐力度調査( 委託)

55 I  8  南庁舎現況調査( 委託)

移転、活用方法の検討

各方面からの「現地保存J 要望

56 I  8  南庁舎「迎賓館、県政資料館」として、

保存、改築決定

57 I  3. 南庁舎保存、利用計画について

有識者 ・県民アンケート実施

南庁合保存、 利用構想慾話会

( 建築 上回篤氏、的問勝次氏)

11. 都市住宅部長説明

12. 設計会議〈部門内〉

知事、高IJ 知事説明

基本設計完了

58 I  1  実施設計若手

機造委託

2  予算内示

ＵＮ 工‘ ｉＮ ｾ発注、県議会承認

ＶＮ エー ｬｾ 契約、工事若手

設 本

計

内装、仕上等、知事、副知事説明 ( 数回 )

密且会

工

1里 事

凪I 2 印 刷 名 問

3  工事完了
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設計監理兵庫県都市住宅街営鎗蝶

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 4 丁 目 4 番 1 号

敷 地 面 積 8，844 m' 

建 築 面 積 4，671. 88m・ 門 番 所/ 和 風 会 隣 室 機 を 含 む

延 床 面 積 9，651. 42m'  同 上

構 造 規 模 R C、8 2 、 3 F  

工 期 昭 和58年 6 月~ 昭 和60年 4 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 本 線、 阪 神 電 鉄/ 元 町 駅

兵庫県公館のディテール

案内ノ f ンフレ ッ トに、坂井県知事のあいさつとして、 「このたび、

建物の美しさと歴史的意義に心ひかれる多くの県民の期待にこたえ、

明治期の文化遺産である南庁舎を改築保存し、迎賓館部門と県政資

料館の二つをかね備えた 、兵庫県公館。として整備することに致し

ました J とある 。

この建物は、明治の初期にフラ ンスで教育をうけ、それ故に辰野金

吾を頂点とする中央の建築界からは、異端の建築家とみなされた山

口半六の遺作とな った重要な作品である 。 ながらく優雅で・壮厳なた

たずまいを見せていた、こ の県庁舎も、戦災により内部とドーム状

の屋根を失い、その後マ ンサード屋根が乗せられ、当初の姿とは異

ったものにな っていた 。

新庁舎が完成してから、南庁舎と名をかえ、補助的な機能しか巣さ

なくな ったが、昭和56年 1 月、毎日新聞にオペラハウスとして改修

するか、移転するかという記事が出てから、我然、県民の耳目を集

めることになる 。「神戸の建築を考える会J が発足し、日本建築学会

もシンポジウムを開催するなど、保存への気運が盛りあがってくる 。

そしてその年の 8 月には、このよ 7 な建築物としては、最も望まし

い現地保存の方針が決定された 。改修工事を始めるにあた って、県

内の知識人 ・文化人か らのア ンケートをもとにして、基本計画をす

すめるという確かな手順と方法がとられてきた 。

設計を担当したのは、兵庫県都市住宅都営繕課の門内秀裕課長補佐

をチーフとする、本庁舎周辺整備担当チームである 。このプロジェ

クトをコンペにするかどうか、提案はあ ったが県営織の過去の笑級

と伝統が、文句なしに、自らの手で行うことにな った大きな理由で

ある 。

基本設計には一年ほど時間をかけた 。 コンセプトは、できる限り、

創建当初の姿に戻すということである 。正面のドームを再建し、中

庭部分には、大会議室を新たに設けた 。が、問題は内部であ った。

事例選考理由

近年、歴史的な建築物のリノ ベーシ ョン が増

えている中で、自 治体営絡が、単独で弘、設計

から監理までを- 1 ' t して仕事をし、成功した

例は、この兵庫県営絡が、はじめてである 。

⑧ 

1 階平面図

戦災でま ったく焼失してしま ったために、その意匠の手懸りは、わ

ずかに残 った写真と、現存する他の近代建築を実 iflll することであ っ

た。 ただ、この段階で多くの時間をかけられたことは、あるいは、

県営織だからとれた方法かもしれない。 いずれにせよ、 l 年の準備

期間をと った上で、実施設計はわずか 4 ヶ月足らずという 。 これは

県営絡の持つ実力をうかがわせるに充分である 。

保存の手法としては、外壁をすべて化粧として扱い、内側に新たな

躯体をつくるという、同志社ハリス館などと同じ方法をと っている 。

例えば、現行基準法に合致させる為に、ドーム屋根を置屋根として、

その下に床スラブを新設したが、屋根裏にははいれないようにしな

くてはならないとか、意匠は明治であるのに、設備的には、現代が

要求する性能をもたせなくてはならず、いかに調和させるか、また

隠してしまうかなど、苦労話は尽きない 。そして、昭和60年 3 月に

ようやく、その威容を再び人々の前にあらわすのである 。

正面玄関から、ホールへ入ると、ロビーの床が下 って大会議室へつ

ながっていく 。天井が高い のは実に気持が良い。 その高さを利用し

て中 2 階にちょ っ としたス ペースをと って、ブリ ッジ で結ん でいて、

空間の変化を楽しむことができる 。手摺、扉 のパディメン ト、天井

の繰形、腰羽目、すべてが 、試行錯誤の上に決められた、明治の躍

動する息、吹を感じされる意匠である 。

改修工事が完了して、 一般公開された目、お年寄りが、じ っ とたた

ずんで、なつかしげにまわりを見ていたとい う話を聞いた時、この

プロジェクトが成功裏に終 ったという想いを強くした 。 白いフェン

スに、クスノキの木もれ日がふりそそぎ、北隣にあるレ ンガの栄光

教会とともに、とても良い景観を生み出している 。これから、 営繕

という 言葉が本来も っている仕事が増えていく傾向にある中で、こ

こでもまた、 兵庫県営締課は先躯的な役割を果したのである 。

(文n 大林組建築設計第二部 広図和正)
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. 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 2

自 主 設 計 の 子 法

( 大阪府建築部営繕室)サ ン パ レ ス ひ ら か た

緯経事計設設計プロセス

近鍛財務局土地譲渡手続開始

北河内 7 市長連名で要望

府議会で早期建設質問

2  * 基本設計青空手

8  

3  

10  

53 

55 

57 

58 

エ

6 雪長

門

閣

川

刷

刷

U

5  * 最終案固まる 、模 型 1/ 2002 つにて検討

6  * 営繕室長説明 ・基本設計案決定

* 労働部基本設計案了解

7  * 地元府会議員、地元市長会へ説明

7  * 財政諜補正予算ヒアリング

財政課と最終規模予算の調整

ｾｬＺ＠
設

計

イメージ・スケ ッチ

8  * エレベーション最検討

9  * 模 型 1/ 100による検討

9  * 知 事 ・副知事説明

申

楕

工E 孟

エスキース

命 A  じ伝

|彊圃園面園田園画面画 「 出 |

エスキース
9  * 笑施設計若手 ( 2 ヶ月半 )

10- 9 月府議会にて工事予算議決

12* 展示用模型 (専門業者へ発注 )

土地売買契約

11 * 積算若手

12* 敷地造成工事務工

10  

敷

地

造

成

工

事

構

段

計

積

造

実

施

計

設

2  * 本体工事契約府議会ゑ認59 

四

エ

常

駐

内

部

匿金

且

理

実施設計段階のスケ ッチ

竣工3  

展示用模型
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所 在 地 枚 方 市 蔵 阪 東 町 1 丁目 2277番 2

敷 地 面 積 9，296m'  

建 築 面 積 2，151 m'  

延 床 面 積 3，072m'  

精 進 規 模 R C、 2 F  ( 一部 1 F ) 、 小 屋 組 S

工 期 昭 和 58::<手12月~ 昭 和60年 3 月

量E 寄 駅 国 鉄 片 町 線 藤 阪 駅

サンパレスひらかた( 中庭より酉をみる)

大阪府営繕室てすま、自主設計による創作活動を通して、質の高い作

品を生み出すことをひとつのモデルケースとして位澄づけている。

140名の人員を擁する営繕室は、学校 ・住宅をはじめとして膨大な

仕事量をこなさなくてはならず、大半の時間は発注業務に忙殺され

てしまう。それでも質の高い公共建築を多〈世に創り出していくた

めには 、少ない時間を見つけてでも設計カを強化しておく必要に迫

られている。

その方法のひとつが自主設計であり、基本設計の段階から詳細設計

を経て実施設計に至るまでの全工程を、独自の力で遂行するプロジ

ェクトをもっている。こつすることによって技術力の向上を目指し、

行政内部での説得力はもちろん、設計委託の際にも選定の確かな目

を養おうとする壮大な目的への一貫だ。

枚方市の丘陵地、王仁公園に隣接する敷地に建てられた保養施設

「サンパレスひらかた」も自主設計として完成したもののひとつで

あり、現在の営繕室がもっている力と意欲を見せている。

このプロジェクトが成功した背景には、積極的な問題意識に裏打ち

されていることはもちろんだが、いくつかの必要条件が揃ったこと

が挙げられる。逆にいえば、それらの条件を創り出して行くことが

今後の課題でもあるわけだ。

その前提として設計者の能力が問題になることはいうまでもない。

個人の能力に負うところが大きな設計では、十分なメンパーが揃っ

ており人間関係としてのチームワークがとれていることが必須の条

件となる 。その上で、それらの人々が営繕として設計のできる体制

が保証されていなくてはならない。サンパレスひらかたの場合、係

長+ 主査+ 係員 5 名というチームで、そのうち 3 年以上の経験者が

3 入居たことが幸いした。このことは、修練の期間を長〈要する設

計活動においては、短いサイクルの人事移動がありすぎるのは適切

事例選考理由

基本計画の段階から、実施設計に至る工程を

すべて独力で遂行することによって、技術力

の向上を目指すと同時に、 fi の高いスタンダ

ードレベルを設定することに目が向けられて

いる。

1"' "ー『

@  
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1 階平面図

とはいえないことを意味しているようだ。

設計体制と同時に重要なことは、発注側に立って施設の監理 ・運営

をする主管諜との信頼関係が築き上げられていなければならない。

保養施設としては、先例があったために、各フ・ ロセ 又において、経

験を生かすことが、できたのも良い結果への遠因になっているよう

だ。

サンパレスひらかたの場合、基本設計完了後に予算要求ができたた

め、設計上適確な方針を打ち出すことができた点も見逃すことがで

きない。土地の譲渡手続から恭本設計を経て、各関係者への説明、

了解を取り付ける作業の円滑な決定プロセスは、自主設計の根幹を

なすだけに重要なポイントとなっている。その工程に応じて、照明

デザイン、植栽、サインの各ジャンルの専門家を起用し、最後まで

内部監理を行っていくというトータルコーディネーションが功を奏

している。

このような自主設計の活動から得られた経験は、着実に大阪府営繕

室の財産として蓄、積され、民間をリー ドしていく際のエネルギー源

となっている。ともすれば依託業務に時間をさかれ、業務処理に気

を取られてしまいがちな組織の中において、わずかな時間を見つけ

ながらも、質の高い作品を創り出すことによって、活性化をこころ

みていることの波及効果は、計り知れないものがある。自主設計と

して創られることは、スタンダードのレベルが設定されることであ

り、そのレベルが高ければ高いほど、依託業務内容への水準も上げ

られることになるからだ。

このような姿勢が保たれ続けていく中で創り出されていく公共建築

が、新しい時代をどう切り聞いていくか、今後を楽しみにしておき

たい。

( 文n 竹中工務庖設計部本多友常)

51 



り

- 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 3

地 域 の 話 題 づ く

神 戸 市 立 農 業 公 園 ( 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部 営 繕 課 )

エ 緯

新、 神戸市総合基本計画

「自然休養村の建設」

「市民に親しまれる農業」

神戸市農業基本計画( 農政局)

用地調査( 第 1 回)

市長、 北海道 ・池田市の調査指示

池田町のワ イン事業調査

経

10  

7  

句

i

弓
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事計設

基

本

設計プロセス

農業公園基本構想、決定

地元説明( 第 1 回)

用地調査開始( 第 2 回)

神戸ワイン幾業公園推進本部設置

地元説明( 第 2 回)

3

4

5

7

m

 

構

54 

想

11 

(2) 

3  * 神戸市農業公園調査設計及び総数基本設

計概要報告性作製

4  ! 也元自治会へ造成計画説明

8  地元自治会と造成工事に伴う党岱調印

10* 農業公園ワイン工場その他新築工事の内、

基本設計改訂業務報告書

神戸市農業公図施設基本設計

報告書提出

11 造成工事着工 ( 第 l 期)

(5) * 基本設計改訂及実施設計若手

1  用地取得手続( 大阪営林局) 開始

6  * 基本設計若手

特定地区農業構造改善計画地区の指定受

ける

ワイン磁造の試験製造免許取得

9  * 神戸市農業公園調査設計及び施設

基本設計 ・報告書作製

地元自治会へ基本設計の説明

造成基本設計渚手

55 

中央施設平面計画試案

56 

4  * 農業公園修景計画の検討

6  造成工事完成

9 本農産物処理加工施設 ( ワイン工場 )

その他 ( 原水槽 ) 新築工事着工

10  造成工事 ( 第 2 期 ) 着工

12  * 学童農園管理用施設着工

57 

}

造

成

工

事

(

1

)
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，
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施

設

実H昔十

中央施設構想図

¥ 

¥ ， 可地 Ｎｬｾｩｾ｜ｃ Ｈｔ［
中央施設 1 階平面図

1  * 観察用花井温室着工

7  ワイン工場|鋼所式

9  * 本館研修セ ンタ一、農業体験実習自立

ワイ ンレストランの工事活工

造

成

工

事

(

2

)

3  造成工事の内、芝生広場、駐耳工場完成

4  * ワイ ン製品館、ゲート着工

6  * 野外バーベキュー広場、展望台着工

7  * 炭焼場、野外ステージ着工

9  * ワイン熟成館着工

10  農業公園竣工オープン

10  * 登窯着工

日

間

悶

且

↓
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託
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ン
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画

(
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託

)
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託

7 本陶芸館着工 ( 10完成 )
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段 計 監 理

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

盗 床 面 積

構 造 規 模

工 期

優 寄 駅

神戸市住宅局営鍋郡営絡線 浦辺建築司餌務所

神戸市西区押部谷町高和字性海寺山 1557番

310 ，日 00 m' 

8，419. 75m・

10. 710. 28m'  

R C  1  ( 4 棟)、 R C 1 ・B 1 、R C 2  (  4 練)、 R C 3 ・P 2， 5 1 ( 7 棟) 、W 1  (  3 棟)

昭 和57年 9 月~ 昭 和59年 10月

神戸市営地下鉄「学園都市」駅下車神戸市営パス西神ニ

ュータウン肉、狩湯台 5 丁自停留所より送迎用パス有

神戸市立農撲公園航空写真

"  illl 市経営のこうべ' が「神戸ワイン J をつくり、「農業公園」を開

園させた 。 この農業公園は、「神戸市農業基本計画J にもとづき、そ

の拠点施設として建設された。計画の目的は、①農業者の研修、健

康1i "1. i 1 皇、レクリエーション拠点づくりと、図芸 ・果樹等農業技術の

研究、指導拠点の整備、②加工用ブドウ栽培とワイン醸造施設の務

付11、③以上を活用した市民レクリエーション施設の慾備の 3 点であ

る。公園の中心施設であるワイン城は、熟成館 ・工場館 ・製品自立 ・

レストランホテル館 ・本館兼研修館 . J . 品業体験実習館とからなり、

これらが、中央広場ーをかこむコリドーによ っ て述結されている 。 ｾ ｉ ｉ

南欧風のイメージでまとめられ 白い外壁とオレンジ色のスパニッ

シュ瓦は、周聞の緑の中で、ひときわ明るくかがやいている。

コリドーとシャトー ( ワイン城) が 、最終の北本イメージとなって

いるが、計画の途中経過資料を見ると、当初は、ワイン工場・技術

センター ・体育館を並列につなぎ、それをとりまくように、 1品室 ・

広場 ・来tD 1 図等が配置されて、 IJ ，災業振興j がその主要目的の施設村l

成となっている。他公共向治体の世J[ 似地設、あるいは民間企業' のワ

イナリーの見学をふまえ、なんとか神戸市独向のものをめざしてい

こうとする作業がつづけられ、基本設計時には、最終イメージの原

点となるものができあがってきてい る。すなわち、施設構成 ( 工場

・ホテル ・レストラン ・研修施設等) 、デザイン上のキーワード ( コ

リドー ・プラザ ・シャトー ・白い外壁とオレンジの瓦) がそのイメ

ージを形態化してきている。これらのキーワードを模索する作業が、

営純音11と農政局とのキャ γ チポールによっておこなわれ、その後、最

終設計時には、メインアプローチ部のデザイン上の務理 ・俗の位訟

の変史ーなとを絞て、現イ1の j杉にいたっている。設計作業だけて‘ なく

現場日::JA上も、数回の発注作業や、数多い請負業者の調態等、多く

の刊: 労があったと恩われる。

発注者は、神戸市民政局。 J主本梢11! 段階は、決政局サイドでまとめ

事例選考理由

神戸市農業公園は、市民レジャーと縫業振興

をむすびつけたユニークな施設づくりである。

今後の施設運営のあり方によっては、興味深

い展開ができそうである。

ー、、

-

a

 

i

 

l

 

H皆平面図

上げ、それをうけて営給部が、基本 ・実施設計をまとめるというすす

め方になっている 。 いずれの段階でーも、神戸市主導のもとに、民間

事務所に作業依頼をしている 。 この程度の規模のものでは、ごく一

般的なすすめ方であり、特殊な事例ではない。ただし、市のメイン

プロジェクトのひとつであること、時間的制約があったことにより、

通常の事務処理ルートだけでなく、発注者側IJ からトップダウンによ

る強いイニシアチブが発揮されるなど、事業推進への熱意は相当の

ものであったようだ。

昭和52年 7 月に農業基本計画が策定され、昭和55年 6 月までの 3 年

を基本格恕に、昭和56年 5 月までの 1 年を基本設計、昭和57年 6 月

までの l 年を実施設計にあてるというスケジュールは、官庁ならで

はのペースである 。 その| 湖、基本設計の改訂等を含みながら、良政

局と営絡部の打合がおこなわれた 。このような長期計画の場合、計画

途上で人事異動があり、発注者サイド、営給部サイド共苦労があった

ようである。図面作業苦手は、民間事務所がおこない、むしろ計阿を

まとめあげるトータルプランナーとしての立場が強制されているよ

うに見受けられた。 庁内での意見調盤、予算調主任、名般補助金対象

音1¥の本省との接渉等、内外の調皇室事項の処理等の内容は、民間事務

所の仕事のすすめ方とは、また具なった要素が数多くある。

営給音11内でも、これからは、基本構想の段階から、プロジェク卜に

参加するべきだという意見が出ていると聞く 。営絡部の立場から、基

本構想時に、様々なアドバイスができるのではないか、その結果、

仕事がスムーズに流れ、最終的には良い建築へつながっていくので

はないかという発恕である 。紋近、そのような形態へ対応するべく

組織変更がおこなわれたとのことであり、今後の前動がさらに広く

なっていくと思われる 。

(文貨安井建築設計事務所水川尚彦)
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. 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 4

滋賀方式- コ

滋 賀 県 立 近 代 美 術 館 ( 滋 賀 県 土 木 部 建 築 課 )

線

基本的性格、主な事業について検討

美術館建設委貝会設置

基本計画について審議 ・検討

設計事務所 8 社ヒアリング( 13社検討→

美術館整備基金設置 ( 条例)

美術館建設調査委員会設置

「建設についての報告書J

経

11 

3  

5  

5  54 

55 

事エ企 画 ・ 設 計

鯛

査

委

員

会

建

設

委

員

会

設 計 プ ロ セ ス

8 :t土)

指名設計競技参加事務所 3 社決定

指名設計競技発注

美術館開設準備室設置

指名設計競技設計図書提出

貫生計競技要領を審査決定

指名設計競技審査会設置

3  

6  

4  

56 

円

附

明

閣

U

設

計

輔

闘

技

審

査

会

コンベ案

審査会において当選案 ( 日建設計) 決定

指名設計競技審査結果公開

日建設計に設計委託

実施設計完了

工事入札

7  

8  

11 

開

設

準

備

室

配置図

発注、活工

2  

3  
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役骨十監理 滋 賀 県 土 木 郎 建 築 銀 日 建 設 計

所 在 地 大 津 市 瀬 田 南 大 董 町1740 ー 1 ( 文化ゾーン内)

敷 地 面 積 18 ，288. 8m'  

. 築 菌 積 6，172. 7m'  

延 床 面 積 8，544. 4m'  

構 造 規 模 R C 、一部 S 、 B 1 、 2 F  

工 期 昭 和 57年 3 月~ 昭 和58年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 東 海 道 線 瀬 田 駅

「滋賀方式J と評価の高い滋賀県の指名設計競技方式は、すでに昭和

52年からはじめられ、これまでに十数件の絡設が建設され、その独

自な方式は各方面からも注目され、自治体からの問合せも数多いと

いう 。滋賀県では、建築工事の設計監理については入札を寸切やら

ず、学校など通常的なものは滋賀県設計監理事業協同組合に発注し、

創造性を必要とするものについては、指名コンペ方式を積極的に活

用して設計者選定を行っている 。 この指名コンペ方式では、ヒアリ

ングからコンペの 2 段階方式、コンペ発注段階での知事との直接討

議、充実した審査委員会、参加報酬引き上げの努力などいくつかの

独特の方法があげられる 。 これらは、武村正義知事の理解はもとよ

り、この方式をはじめた、当時の建築課長である本城博一審議員の

熱意と努力に負うところが大きい。

この「滋fI 方式j の成功した典型例である県立近代美術館のケー

スでは 、まず建設委員会で13社の設計事務所が検討され、それを 8

社に絞り、ヒアリングを笑施した 。 ヒアリングの狙いは、事務所の

担当者を知ることに加えて、発注側の意図を直接伝え、その意見を

聞くという直接的な関係の中で良い建物をつくる方向を目ざすこと

にあった、と本城氏はいう 。 ヒアリングの結果、いずれに決ま って

もよいレベルとして 3 社に絞りコンペを発注する 。 この段階でも、

各設計事務所の担当者に知事室へ集まってもらい、知事と直接討議

を行い、また、実施設計段階においても設計者と知事が、途中に 2

回話合いを行った 。 こうした発注者と設計者の直接的な信頼関係の

中で、知事の「自然環境とともに j との考え方をよく表現するべく、

設計がすすめられた 。本城氏は、 「結果としても安心できるものと

なった」と語る 。 コンペの審査委員会もまた万全を計るため、 村野

藤吾氏、芦原義信氏、 浦辺鋲太郎氏など一流スタ ッフをそろえ、さ

事例選考理由

入札による設計発注を行なわず、「滋賀方式」

とよばれる独自の指名設計競技で¥次々とレ

ベルの高い公共施設をつくりだす、その方式

の典型ともいえる滋賀県立近代美術館のプロ

セスに着目した。

‘-11 
1 摘

1 階平面図

らに要項検討の段階で、現地で知事と話合いをもったという 。

この美術館の成功の要因として、発注者の明確な意図の伝達ととも

に、もうひとつ見? 寄せないのは、早い時点での実際の運営スタ ッフ

による開設準備室の設置があげられる 。 ともすれば公共施設の建設

では発注スタ ッフと運営スタ ッフの意図の違いが問題を生じやすい

が、この場合は早くから運営スタ ッフを導入し、その運営スタ ッフ

よりのシビアな要求を、設計者が盟富な経験の中で受けとめる「い

きのあ ったJ 設計作業が良い結果を生み、またスタ ッフの人間的な

つきあいが生きた設計として、「コンペの心〈ばりも効果を生んだJ

といっ 。

本城氏は、コンペで残る問題点は 、参加報酬であるという 。 ヒア リ

ングて数社に絞ることも、 1 社あたりの報酬をできるだけ高くとい

う考え方であるが、「アイデアを買うことは高くつく j ことを、氏は

議員や上層部へ何度も是を運んで説得し、その結果、段階的には参

加報酬は増えてはいるが、まだまだ不足であり、 「今後とも参加報

酬をどう e 説得し、増やしてゆくかが課題である J という 。

美術館の後も、琵琶湖j研究所、県立カルチャーセンタ ー など次々と

「滋賀方式」による建設がすすんでいるが、創造性を求められるもの

については将来もこの方式を続けてゆく方向であり、今後に予定さ

れている歴史博物館や琵琶湖博物館などについては、この方式を一

歩進めて新しいコンペ方式を確立することも考えていると本城氏は

いう 。 また、市町村のレベルにも拡がりをみせている滋賀方式をさ

らに定着させていきたいともいう。

知事、本城氏などの努力で定着した「滋賀方式」の展開が、今後の

公共建築の設計のあ り方に示唆するところは大きい。

(文n 編 集 委 員 中 井 進 )
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. 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 5

市 民 参 加 方 式

八 尾 市 文 化 会 館 ( 八 尾 市 庁 舎 文 化 会 館 準 備 室 )

続

第11回特別委員会( 光町 2 用地に決定)

第 l 回庁舎 ・文化会館建設調査特別l

市民文化会議第 l 回

市民アンケート

市民文化会議第 2 回

経

委員会

7  

6  

7  

59 

60 

事エ企 画 ・ 設 計

事E

案

作

八

尾

市

19 

舎

設 計 プ ロ セ ス

市民文化会議第 3 回

音響などの技術 コンサルタント委託

第 4 回開催( 構想、案の完成)

市建設計画案決定

活工予定

オープ ン予定

第15回特別委員会 ( 構想案の承認)

第 2 団関{ 佳

第 3 回開催

建設市民委員会第 1 回開催

市民文化会議第 4 回

コンペ説明会

コンペ発表

応募案提案

上

上

上

実施設計

基本設計

縫案募集

(10社)

(  7社 )

同

同

同

年内

8  

11 

12 

2  

4  

9  

61 

61 

63 

エ

事

(

予

定

技

懇

路

会

(

音

響

・

照

明

・

舞

台

関

係

な

ど

)

i

l

-

-

同

凶

凹

同

閣

凹

一

計

画

案

決

定

一

術

専

門

成

事陣

員

会

(

機

会

)

指

名

段

計

続

技

実

施

想

案

委

文

化

建

段

関

査

特

ｾ ｉｊ＠

会

館

位 置 図
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所 在 地 八 尾 市 光 町 2 丁目 40番地

敷地面積 4. 689 . 6 9 m'  

建築面積 3 . 962 . 60m'  

延床面積 11 . 971 . 80m'  

構 造 規 機 S R C、一部S 、8 2、5 F、P 1

エ 期 昭 和61年~昭和63年( 予定)

最 寄 駅 近 鉄 大 阪 線 八 尾 駅

完成予想図

公共施設の建設に当 っては、市民参加は自明の理と考えられるが、

その実現はなかなか難しいようである 。積極的に市民参加を目指し

た八尾市のケースをご紹介したい。

八尾市では、定住魅力のあるまちづくりのため「文化の振興J を重

要課題のーっとした 。

i (仮 称 ) 八尾市文化会館建設基本構想J によると、 「文化会館の

建設にあた っては、その建設課程を重視し、多様な市民の要求をま

とめ、より高い次元へと発展させていくことを心がけた 。ー・… 文化

の担い手である市民が主体的に文化施策に参画し、文化会館を足場

に創造豊かに活動することによ って、文化会館の機能が十分に発揮

されるとともに、市民と市民、市民と行政のネ ッ トワークづくりが

図られるものと考える 。 その観点から文化会館建設基本構想の素案

づくりの段階から市民のエネルギーを結集し、八尾という地域に根

ざした市民に愛される文化会館づくりを目さーした J と唱われている 。

一般的に見て 、このような考え方を実現させることには、行政サイ

ドは消極的であ ったように恩える 。 その理由としては、意見のまと

めがうまくできるかまたそれに十分対応できるか、今まで行政は弱

い立場で市民から突き上げられたり、振り回わされたという意識が

潜在している事などによるだろう 。

八尾の場合、市民参画の方策は、昭和60年 6 月に設置された 「市民

文化会議J によ って具体化された 。一般市民から公募によ って選ば

れた 32名のメ ンバーと、 3 名の学識経験者によ って構成され八尾の

文化あるいは文化会館の施設内容や逐営について 4 回にわたり討議

された 。 又 「市民文化会議J の開催と併行して市民アンケートや提

案募集も行われた 。市民アンケートは、無作為抽出による 15歳以上

の市民2094名に対して 「八尾の文化振興について」あるいは「文化

会館の建設計画について」市民の意向の把握がなされた 。提案募集

は、 200名の市民から具体的な提案が寄せられた 。

事例選考理由

公共施設の建設 ・運営における市民参加は各

地で試みられているが、その方法はまだ確立

されていない。しかし今後一層要求きれるで

あろう市民参加の l 例として八尾市を取り上

げる 。

1 階平面図

また、各ジャンルの文化関係専問家から随時ヒアリングを実施する

などして以上のすべてをまとめた文化会館建設構想素案が作られた 。

昭和60年 9 月に「文化会館建設市民委員会J が市民代表及ぴ市民文

化会議の委員の 10名で組織され前述の素案について 4 回検討が行わ

れた。このようにして作られた構想素案が議会で承認され次のステ ッ

プへと進むことになる 。庁舎文化会館建設準備室の担当者の話によ

ると、市民参加は非常にうまく行ったそうである 。 i 市民文化会議J

や「文化会館建設市民委員会」のメ ンバーに行政側は入らず、市長

以下オ 7 'ザーパとして参加し、座長も委員から選ばれ自主的な運営

にまかされた 。話の内容もマクロからミクロなレベルまてe広範にわ

たり 、巾広〈意見が聴取できたようだ。

昭和61年当初に計画案の指名コ ンペが実施され 4 月には当選案が決

定にな った。この審査は、行政、建築専問家による審査会で行われた

が、これに関して新建築家技術者集団大阪支部より、市民投票によ

る当選案の決定をしてはどっかとの要望書が出されたが、市民が計

画図面をどの程度理解できるか、また、応募した建築家の方も中味

ではなく、イメージスケ ッチで良否の判断をされてよいのかなどの

問題もあり、審査会方式とな ったようだ。

今 後61年度から基本設計、実施設計、工事と行われるが、基本設計

段階から管理運営検討組織を設け 、使い方を検討し施設つr'< りに反

映したり、文化的イベ ン 卜の施設を検討したりする予定である 。

ハード ( 建物) 作りには熱心であるが、 ソフト ( 内容 ) がついてい

かないという従来からの文化施設の欠点を、八尾の場合は、明確な

ポリシーと手間をかける努力をすることにより、市民の信頼を獲得

し、市民の主体性を打ち出すことに成功している 。ただ、この場合

でも誰れが決定するのか、どのようにして市民のコンセンサスを得

るかは、今後の課題であろう 。

(文賀 大阪府建築部営繕室 吉羽逸郎)

57 



. 自 治 体 作 品 ユ ニ ー ク 事 例 6

再 開 発 へ の 試 み

阿 倍 野 再 開 発8 1 棟( 大阪市都市整備局)

設計プロセス 企 画 ・ 設 計 経 緯

39 地元選出議員団より、天王寺ターミナル

周辺の市街地改造の促進要望。

40 I  「阿倍野' 開発協議会J ( 阿倍野区住民有志)

より、都市計画道路長柄堺線・尼崎平野

線の早期拡幅、上町線地下化要望。

44 I  都市再開発法公布、事業採択される 。

阿倍野地区の基本構想( 6 プロ ック祭)

を新開発表。

45 基本構想、を再検討し、 4 ブロ ックとする 。

46 第 l 期都市計画予定区域を A プロ ックを

中心とした 12. 7ha とする。( この中には

模型写真

B  1 地区は入っていない)

48 第 u羽都市計画予定区域内の住民より、

再開発反対の陳情書提出。

49 I  B 、C 、D プロ ックの一部計 4 町会から再

開発促進の陳情書提出。

50 都市再開発法改正、。第 2 穂市街地再開発

基 卒業制度の導入。

本

B l ! 也区基本計画作成 ( 模型写真)

(工事を 2 蜘こ分け 1一: ]計
に地元権利者である病院を入居させ

画

るプラン 。住宅は 4 階 - 14階で来向

2 線、西向 2 練。

5 1 1 9  B 1 地区 C 1 地区とともに都市計画決定

52 基本設計 ( 東面住宅) 完成予想図 1

基 |

( 聞 東 向 ー 開 削 し て 屋 上 )

広場の面積を拡げた 。病院は南側

本 |

53 8  卒業計画決定

54 基本設計の見直し 完成予想図 2

設 |

入れ、商業施設を配置し易い計画と

計 | した 。

55 6  卒業計画の変更

56 I  3  管理処分計画決定

8  都市計画区域拡大

区域に編入、病院を単独棟とした計

函となる 。

完成予想図 2

57 3  事業計画変更( 住宅17階、病院別棟)

B  

B  1棟現在の案となる 。 完成予想図 3

病院棟、 B 1 練着工 ( 南側部分 )

58 3  病院練竣工

駐 I I  8  病院新ビルに入居

被
B  1 棟全面着工

管I I  

エ

59 12 事業計画の変更

理I I  

(  3 階の北側11 を庖舗→ギ務所に変更 )

事 60 11 地下鉄阿倍野駅との接続部分供用開始

61 l  B  1 棟竣工

完成予想図 3
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設 計 監 理 大 阪 市 観 市 整 備 局 大 建 段骨十 小 西設 計 昭 和段 計

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 3 - 6 0  

敷 地 面 積 約 10 . ω o m'  

建 築 面 積 約 9. 700 m・

延 床 面 積 約 101 . 200m'

相略造規模 S R C 、B  4 、17F 、P  3  

工 期 昭 和57.1芋 3 月~ 昭 和 61 年 1 月

最 寄 駅 地 下 鉄 谷 町 線 阿 倍 野 駅

阿倍野再開発は大阪市が、大阪駅前再開発に次いで行う大型再開発

事業である 。敷地お よそ 28haを 4 つのプロ ックに分け、そのうちB 1

地 区と称さ れるブロックがこのたび竣工した 。阿倍野再開発事業の

械恕、発表がなされたのが昭和44年、 B 1  地区は昭和51年であるから、

地区そのものに限っても 10年といっ忠、の長い計画である 。 したがっ

て大阪市の担当者もつぎつぎと変わ っていく中で事業が進められる 。

おそらくこれを継続させるものが行政の *意志H とでも呼ぶべきも

のだろう 。

大阪市は、都心的機能強制t地区、環境改善地区、周辺整備地区とい

う 3 種の再開発必要地区を定めている 。阿倍野はその中で都心的機

能整備地区と環境改善地区に位置づけられる 。一方、関西新空港の

開港をひかえて 、ますます発展する、南大阪の玄関口としてふさわ

しいものとするためにも、大阪第 2 の交通の結節点である阿倍野タ

ーミナルが選定されたものである 。再開発事業の目的はあくまで都

市整備にあり器としての建物はむしろ従の役割の感があるが、阿倍

野 B 1 地区では、コスト的にもデザイン的にも、かなり建物そのも

のに力を入れているようにみうけられた 。

阿倍野再開発のマスタープランは計画地区のほぼ中央に南北に走る

主道路と、それに直交する道路によ って 2 つのゾーン、 4 つのブロ

ックに分けられている 。南北線の道路東側が主に商業を中心 とした

副都心ゾーン、西側は住宅ゾーンとしている 。その中で B 1 :t也区は

東南偶の商業ゾーンを形成する複合施設である 。地下 3 ・4 階は駐

車場、地下 2 階 - 3 階は商庖街、 4 階 - 17階が住宅という構成で、

これに事務所棟と体育館、隣接して病院とほとんどすべての用途を

有する 。 この地区だけでひとつの都市機能を満足していよう 。

病院はこの地区の既存施設であり、入院されている方の移転計画に

事例選考理由

全国ても数少ない大規模再開発事業の例とし

てとりあげた。第 2 種市街地再開発事業制度

( 管理処分方式) による再開発事業の実践であ

る。

よって計画が 2 転、 3 転している 。基主計画着手が昭和50年、現在

の形に決定されたのが昭和57年であり、その聞に 4 種類の計画案が

作られ、それぞれに大部の計画舎がまとめられている 。 これに費や

されたエネルギーは膨大なものであろう 。

現在の案は、住宅を 3 棟南面させ、住宅棟の l 階にあたる商業部分

3 階の屋上は住棟問に屋上広場を設け、子供達の遊び場に供してい

る。住宅棟の妥面が並ぶ姿は、印象深いデザインである 。 3 階迄は

赤い花筒右張りとし、住宅の姿面の窓は 3 階分で一つのバ ターンを

作り 、 3 層を l 層に見せる等、高さを強調しない配慮、がうかがえる 。

そのためにスケール感の喪失が、建物に一種独特の雰囲気を与えて

いるのではないだろうか。

色調は全体に赤系統の暖色系を用い、屋根の形態は丸みをおびさせ、

大阪駅前再開発のシャープさに対し、暖かみのある街づくりをめざ

している 。

阿倍野再開発構想、が発表されて、 17年におよぶ期間を経てようやく、

メインとなる施設が完成した。なお 、 C 1 ー l 地区では、住宅 2 棟

と庖舗 1棟が完成し、 C 1- 2 地区 ・D地区では工事中であり、 A

地区の着工は未定である 。 この様に長期に渡る事業の中で何人もの

人が関わり続けていく 中で、自治体営絡がこれをまとめあげていく

役割lの大きさを感じた 。

このレポート作成にあたり、大阪市都市鐙備局阿倍野再開発事務所

所長許斐圏照氏ほか、ご関係の方々にご協力いただきありがとうご

ざいました。

(文 賀 来 畑 建 築 事 務 所 北 村 il 当)
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. 自 治 体 作 訪 ユ ニ ー ク 事 例 7

民間活力の導入

埼玉県産業文化センター( 仮称)

設計プロセス 経 緯設 計 工 事

V H F  

51  I  8  商工 3 団体から 商工会館建直しの陳情

ホテルB' 分

オ7 ィスB' 分

ホール僚

電波障害低減のためビ/ レ最上部のホテルを別棟とした 。

V HF  

U H F  

.. フィス様

材雌 ・参

ホール棟

広場への採光を確保し、かつ圧迫感をなくすためホテ

/ レ練の足元に大きな吹抜けを設けた。

西側外壁による電波反射を低減させるため曲面とした 。

完成予定模型写真(2)

ホテル篠

* ール艇

常

駐

監

理

53  I  7  埼玉県産業振興センター( 仮称) 構想策定

委員会設置

10  埼玉県産業振興センタ ー ( 仮称) 構想

<15 F 案〉作成

中期計画に位置付け

( 産業文化センターの建設)

55 I  産業文化センター( 仮称) 構想研究会設置

( 文化機能の付加決定)

54  

56 I  3  t奇玉県産業文化センタ ー ( 仮称) 構想笑

<34 F 案〉作成

6  建 設 場 所 大 宮 駅 西 口決 定

12  産業文化センター建設機想、検討委員会設

置

57 I  2  埼玉県産業文化センター( 仮称) 建設構

想、 ( 案) 作成に関する調査報告昏

9  中枢都市圏構想 ( 基本構想) に位置付け

58 I  5  産業文化セ ンター ( 仮 称) 建設構想決定

8  産業文化センター ( 仮称) 提案競技審査

委員会設置

59 I  3  産業文化センター ( 仮称) 提案競技募集

要綱配布開始

8  応募提案書類受領

10※ 営繕 ・設備課評価表作成

11 産業文化センター ( 仮 称) 提案競技審査

委員会から審査結果答申

11 産業文化センター ( 仮 称) 建設の入選案

1  及 び 事 業 主 体 予 定 者 決 定

60 I  3 ※ 営繕設備、基本設計協議

5  基本協定締結

10※ 実施設計完了

11 建築確認済

12  f責務負担額の変更 ・県議会承認

61  I  1  本 体 工 事 務 工 起 工 式

3  売買契約 ・県議会承認

本

体

工

事

竣

同

配
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段骨十監理 日建設計

所 在 地 大 富 市 桜 木 町 1 丁目

敷 地 面積 17 ，489 .  83m・

建 築面 積 12 ，049 . 66m'  

E正床面積 131 ，400 . 04m'  

構造規模 S R C 、 R C 、 S 、B 4 、31 F 、P 1 他

工 期 昭 和61 年 1 月~ 昭 和 63年 4 月 予 定

最 寄 駅 国 鉄 大 宮 駅

ー一一 産業文化センター ( 仮称) の建設は、民間活力導入の代表と

いわれていますが、その手法と特徴はどういうところにありますか。

産業文化センター建設準備室 産業文化 センターは県の 中核都市を

育成する i y OU A N D  I 構想( 中枢都市圏構想 )J のリーデイン

グプロ ジェクトとして計画したものです。 そのため、文化 ホール、

展示 ・見本市ホールなどの公共施設のほかに、民間企業の管理部門

を集秘するためのオフィスやこの地域に不足している都市機能であ

る都市型ホテルなどの民間的な施設もあわせも った建物として計画

しております。 しかし、民間オフィス 、都市型ホテルなどの民間的

な地設の経営は、県または第三セクターが行っても健全な経営が難

しいことから、民間のテナント誘致力、経営ノウハウなどを活用し

た方式を採用しております。

具体的には、県が所有する土地に、民間企業が自らの資金により建

物の建設 を行い、県は建物の完成後に公共施設として必要な部分を

土地の権利譲渡と引換えに買取る方法、いわゆる「等価交換方式」

を採用し、県と民間企業が建物を区分所有することにしております。

この方式は、建物の民間部分の所有者である民間企業が、自らの責

任でオフィスや都市型ホテルなどの管理 ・運営することになり、健

全な経営が見込めるとともに、建物の建設に要する県の財政負担が

縫 j成できる 手IJ 点が「あ ります。

また、民間企業の選定にあた っては、民間企業の優れた企画力を生

かすため、建設 ・経営等の具体的な事業計画を民間から公募し、最

も優れた提案をした企業に、提案した計画に基づく建物の建設を行

わせる、本格的な 「提案競技方式」 を採用しております。 この方式

は、①民間企業の選定に公平性がWJ せられること 。②民間企業の経

営する部分の計画が自ら計画したものであ り、運営しやすい計画に

Z例選考理由

街づくり、公共施設建設の手法として、民間

活力の導入がいろいろな形で試みられている 。

複合機能による都市の活性化、民間資金力や

経営ノウハウの活用等を目指した埼玉県の ｾｉｊ

を取り上げる 。

φ  

なること 。③公共施設の計画に民聞の企画力が活かせること 。 など

の利点があります。

一一 民活ということが、もてはやされていますが、公共建築に携

わる技術者にと って今後どのように対応してい くべ きだと考えてお

りますか。

産業文化センター建設準備室 結論からいいますと、 一般の公共建

物と同様設計 ・工事監理ともに積極的に携わるべきだと思います。

「提案競技方式」を線用した産業文化セ ンターの場合は、提案後、審

査の下準備として営給課 ・設備採の職貝が、各案について県の要求

している施設の 内容が+ 分検討 ・配置されているかのチェ ックを行

い、また、入選案決定後、提案の主旨を活かしながら、基本設計の

修正 ・検討を加 えてい ったわけです。その後商工音11に産業文化セン

ター建設準備室が開設され、建築 ・電気 ・機械の技術者を配属し、

営特 課 ・設備課の応援をえて、日建設計と協議しながら実施設計を

進めてきました 。 また、工事に闘しましても、県発注の一般 公 共 建

築と同様に工事監理が出来るよう民間企業 との協定に盛込んでおり 、

昭和61年度からは、 7 名の技術者が民理をすることにな っています 。

いづ れにしましても、民活を採用することは、県単独の施設ではな

いので、ある桜度の制約を受けることになりますが、 一方民間施設

の多機能複合ビルと調和のとれた一体的な公共施設の整備が可能と

なり、形態的なシ ンボル性もさることながら、機能的な シンボル性

の向上というメリ ッ トは大きいと思われ、今後こ のような手法は増

えると予想されますので、こ の卒業を通じて、技術者! の立場として、

民活の利点を活かしながらどう対応すべきか研究したいと思 ってい

ます。

( 文賀 大阪府建築音[1営繕隻 寺西興一 )
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かつての官庁建築という呼称でイメー ジされるものはかなり硬派

で、敷居の高いもののようであ ったように思う 。

しかし、戦後の官庁営絡の仕事はデモクラシーの中で、全〈新し

い道を歩んでいる 。イデオロギー的表現を借りると、市民がこの時

代の主役とな ったからだともいえるが、この時から官庁建築は公共

建築へと名を変え、機能、表現を多様に展開してきた 。

そのうえ、戦後の公共建築の果してきた役割lは大きか った。戦争

で大部分を失 った国民の生活の復旧、水準の向上を果すために、公

共住宅の開発、学校、公立病院の建設等が行われたことがその第ー

である 。 また、経済復興、さらにそれに続〈高度経済成長の強力な

牽引車でもあ った。景気の落ちこんだ時期にはきま って公共事業の

拡大が要求されることは、いまも同じである 。そして新しい民主主

義社会の具現化、市民の( 国民の) 生活文化創造の先導的な役割も、

長い間公共建築が担ってきたといえる 。

今日「民活」の声高〈、ある意味で公共の役割まで民間事業が担

える豊かな社会とな ったが、この時代に公共建築の目指すべきもの

は何か、過去を振り返りながら考えることも無駄なことではないだ

ろっ 。

公共建築の年表をまとめるに当 っては、まず建築界の大賞である

建築学会賞および B C S 貨を受賞したものを網羅し、次に「建築ガ

イドフ'ッ クJ (1979年、新建築社刊 ) に記載されたものの中から、

かなり怒意的に名の知られたものを選んだ。また、最近の作品につ

いては、筆者およびその仲間の知り得る範囲で加えたものである 。

*  *  

公共建築の栄枯盛衰が年表に読み取れるならば面白いことであり、

その動機つ'けとして根拠法令を拾い上げてみたが如何であろうか。

公共建築のエースはやはり庁舎、文化会館だろう 。戦後いちはや

く始ま った庁舎の建設は、昭和 28年( 1953) の町村合併をき っかけ

に建築ブームとなり、昭和31年 - 48年の高度経済成長期にはピーク

をむかえた 。文化会館も同機なブームを経験したが、オイルショ ッ

クの昭和48年に一休止して以後、それまでの多目的ホール型から専

用ホールへと性格を変えてきていることは、市民文化の「量から質

へ」の成熟を示しているといえようか。

当然のことながら、公共建築の歴史は社会史を忠実に映している 。

1960年代は東京オリ ンピック ( 昭和39年) の開催されたスポーツ振

興の時代であり、オリンピ ック地設だけでなく、各地で多くのスポ

ーツ施設が建設された。

また、昭和43年( 1968) に文化庁が設置されたころより、美術館、

博物館、図書館等の文化施設の建設が急増し、 1970年代の余暇の時

代を迎える 。

増大する余暇時聞の過ごし方が問題視された 70年代の年表上の特

徴は、青少年の余暇施設、野外活動センターや少年自然の家の建設

である 。 しかし、第 2 次オイルショ ックの昭和53年頃を境にこれら

の施設が激減するのはなぜであろうか。

社会福祉施設にみるべきものが現れるのも 70年代であるが、福祉

行政の考え方はそれ以後に大きく変化し、受益者の応分負担が求め

られるようにな った。高齢化社会の到来を目前にして、 80年代の福

祉施設には重点的な整備がみられる 。

80年代にはいると、地方の時代といわれるようになり、地域主義

が浸透するとともに各地で個性的な街づくりが叫ばれはじめる。そ

の施策のひとつとして選ばれたのは、郷土の美術館、博物館の建設

である 。特に、博物館は千里の国立民族学博物館の成功が、新しいニ

ーズを掘り起したものである 。文化ホールとともに、ひとつひとつ

の施設に個性が求められるようにな ってきたのは、安定した豊かな

時代性といえよう 。

最近では、コンペンションシティをめざす大阪、 神戸をはじめと

して、大規模な催しの会場づくりが多くみられる 。 これらは近年よ

く使われるキャ ッチフレーズ「イベントの時代J を実践するもので

あろうが、新しい社会に向けて、公共建築の果たす役割がこれまで

以上に問われることになるのだろう 。

なお、この年表についてのご意見、ご批評をお聞かせ頂ければ幸

いです。

( や まがた まさあき 大阪芸術大学 講師 1

にしかわ じゅん い ち 昭和訟 計調査研究部/

大阪府総合青少年野外活動センター 国立民族学得物館 搬影 大儲富夫 大阪城ホ ーJ レ
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[ 自 治 体 営 繕 の 動 向 ア ン ケ ー ト

こ れ か ら の 自 治 体 営 繕 と 公 共 建 築 の

は た す べ き 役 割 は 何 か

転 換 期 に あ る 自 治 体 営 繕 と 公 共建 築 一一一

今、自治体営繕町役割の変化とともに、公共主主築の役割が

変 わ っ て き て い る 。 か つ て 自 治 体 営 繕 は 、 建 築 家 に と っ て 最

良 町 場 で 、 公 共 建 築 建 設 的 に な い 手 で あ り 、 日 本 円 建 築 技 術

の リ ー ダ ー シ y プをとってきたといえる。

し か し 、 高 度 成 長 期 以 後 の 建 築 需 要 は 丑 も 質 も 、 そ の 主 体

も 公 共 か ら 民 間 へ と 大 き く そ の 比 重 が 変 わ り 、 ド11M本営絡が

従 来 の よ う な リ ダ シ y プ を 取 り 得 な く な っ て い る 而 も あ

る。

そこで、今回、全国内向治体営絡を対象に「自治体営綿のJ l IJ

向」アンケート調査を行った。

こ れ に よ る と 、 こ れ か ら 的 自 治 体 首 絡 め 役 割 に つ い て は 、 民

1  自 治 体 営繕 の 組織

自治体官鰐町職員数は最小22名、最大 185名であるが、 100名を超え

る自治体、横浜市、東京都、大阪府、大阪市、神戸市を除〈と、平

均職貝数は 40名問となる 。

組織構成町大半 ( 20/ 34) は、世縛第 i 庇、第 2 班. . 設I!.f 班という

様な班あるいは 1干によ って情成されており、妊の単位職員は 5名 ~

10名である .

中でも学校あるいは住宅を専門町係として組純化している自治体が

10サンプルを数えるが、第 1 班、第 2 斑という組織でも対組連築に

よって班分けをしている自治体もあるであろうから学校、住宅とい

う分野は自治体官締特有のものでは主かろうか.

公営住宅においては泣から質への転換が ｾ Ｍ ｴ られてきているように、

最近の新聞でも報ぜられた大阪市町例では、学校にもよヲやくとに

かく -isてればよい時代か句地域の環境を考服した学校建築のデザイ

ンの必要性が見直され始めてき τ いる 。公的教育円株としての学校

建築の空間的質の問題が改めて議論的対製となるべき時代を迎え、

営締の中で学校という対象もまた 一つの見直されるべき分野として

あらたな体制がもとめられる 。

組織柵成の' 1 ' でみつけられた特徴的なことは企画部門を独立した活

動母体として、設けている自治体 ( 5 サ ンプル ) と総務部、財務部

に属する自治体官締 ( 2 サンプノレ) である 。 円治体営悼の活動分野

が単体担l築の設日! というハード而だけでなく設計以外的よりソフト

な活動分野に拡大している傾向がうかがえて興味深い .

聞 と の 協 力 に よ る 建 築 活 動 が よ り 強 〈 う ち だ さ れ て い る 。 ま

た 、 そ の 中 で の 自 治 体 の 役 割jに つ い て は 、従 来 の よ う に 、 民

間 を 先 導 し 、 技 術 者 向 教 育 指 導 に あ た る べ し と す る 意 見 と

と も に 、 こ れ か ら の 自 治 体 営 絡 は 、 市 民 ニ ズ を 的 雌 に と ら

え 行 政 内 部 、 民 間 、 市 民 と の 調 笠 役 相 談 者 と し て の 役 割 が

高 ま る だ ろ う と す る 意 見 が み ら れ て い る 。

ま た 、 こ れ か ら の 公 共 建 築 に つ い て も 、 機 能 性 ー安 全 性 経

済 性 と い っ た 基 本 条 件 に 力IJ 之 、 街 並 み 都 市 景 観 に 寄 与 す べ

き と す る 意 見 が 多 く 、 公 共 建 築 町 役 制 が 、 そ の 建 物 内 目 的 利

用 の ほ か に 、 都 市 地 域 町 核 ( へ ソ ) づ く り に 寄 与 す る よ う

な 活 動 が 求 め ら れ て い る 。

2  建 設 実績

過 去 5 年聞の新築工事円建設件数 工事費ともに 各ドl治体的平均は、

ほほ横ばい状態であるが 年々減少傾向にある 。

平 均 T. IJj 件数は、 56年度が166件、 60年度が120件であり、 56年内お

よそ 72% 、各年 5 % - 10% の減少である 。

平均工事尚を見ると、 56年 度 が130億9 干 5 百万、 60年度カず921: ti 6 子

8 百万であり、 56年度のおよそ 70% 、 ド均工事件数にほぼー飲した

傾向にある .

地域別町平均を比べるにはサンプJ レ数に問題があるが‘ 事# として

の集計では唱東北地方向みが平均件数が300- 4001' t と多〈、他は 50

- 150刊内外である 。

平 !;J 工事費では、関東地方が22佑 - 2 5億円であるが他は 5 i章一 10億

円内外である 。但し 60，. . 皮肉凶東地方は 15億円程度に減少している .

平均件数当たりの平陶工事世をみると、各自治体平均では各年ほほ

8 千万円前後で一定 している. 一件当たりの工事両が多いのは附西地

域であり 各年 3 億円前後である 。一件当たりの工4 商は、地方に

よって差が認められ、東北地方 3 千万円前後、関東地方 1 低 5 千万

円前 i阜、中部地方 l 億円前後、中園地方 5 千万円前龍、九州地方 6

千万円前後である @これらは各年ともどの地域もほぼ一定しているこ

とが認められた 。

恒豆 堕

今回向調査は、以下町 4 点について行 っている 。

① 向治体官捕の組織実態とその事業概要に ついて

② 業務のi並め万、業務の外注方式について

③ 公共建築の: r u 設にあた っての旬意山について

④ これからの ｮ 庁 Ｑ ｾ ｾＧ 併と公其挫築のあり方について

ア ンケー ト吋輩とサ ンプノレ数

配布及び回収状況

配布対量 全国府県/止び 6 都市町計53サンプル

匝l収 結 架 ＲＸＱ ＨＱ リ ｾＡｫｴｆ Ｖ 都市 町 計 ＳＴ サ ンプノ レ

回 収 率 64%

也盟 主

コJ べ 1; 式

111 Ml ro}j 式

II ID 

邑主笠盟主

- 外注比率

76.6%  

- 外，主内容内訳比率

基本殿針~実地設計のみ内郁 4. 1%  その他 2.0 %  

ほと ん7 一 一 一 一 一 「

外在

10.2%  

嬉 本 実 臆

設 ｾｴ は外 箆

監理" 内飾

12.2%  

l 建 設 に 向 け て の 重 要 事 項

- 現在

使能性

l今後の自，古体営倍、公共建築の役割

全 国 都 道 府 県 、 主 要 都 市 営 繕 組 織 一 覧

- 倉睡町役割

組 嘩 名

北梅道住宅部市部工営課

0 γf 轟県七本部世耕融

O 駒田県土木部世耕碑

宕手県土木部往築 J$!

宮域県土木部世耕車

山陪県土木部挫睦諸

問品県土木部官僻課

O 法措県土木部官時課

栃木県土木部組 Ｎ Ｊｾ

群崎県土木部主II 築 課

埼玉県住宅問市部官時謀

千葉県J . : ..f 部省7耕課

O 東京都財務局世締部

0 神奈川県都市部主II 築工事調

。 山製県総萌部哲柏諌

0 長野県住宅部地設諜

O 斬制限土木部営柏謀

ot ¥山県土木剖官棉課

石川県土木部営柿棋

倒井県土木部背締盟

Oli'f l 岡県郎 rl i 円宅都世牌誠

ｏ 世知県建築ｓｬ ｬｩｾＧ 時凍

0 岐阜県総務部管財課

三重県」二木SI¥ill 築楳

O 滋賀県土イ部主II 築盟

0 京都府i ニイ主s 築冊官棉課

O 大阪府 ill 築部官楠室

Ｐ 兵 ｊￆｾ ｩＡＺ路市住宅部官時疎

O 串良県上イ削世柿諜

平日歌山県土木部1 J I 築課

ｏ ＮＨｾ 取県土木部世耕諜

。 “ 出品土木部品I築課

O 岡山県土木部地築課

0 広山県土A 挫築部都市局首相謀

O 山口県土木挫築部挫築部

砲山県土木部官棉課

O 香川県土A 部建築醒

世媛県土木部地築住宅部

高知県土木部世棉諜

0 福岡県越築部常時識

佐賀県上水削主II 築諜

O 長崎県土木部1 J I 器課

O 楠本県土木部m築課

大分県土本挫築部建築帯

百崎県土木部官時: 誕

鹿児応貼土木部建築説

O 沖縄県土木挫築部植草誕

O 慣揖市控接局住築部

O 名古屋市建築局首相融

0 京師市住宅局庁骨常時限

0 );: 阪市郎市盤情阿世耕ffll

O 神戸市住宅局営棉部官棉 ;j 架

O 稲岡市建集局官時部官時課

組 睡 所 在 地

060 札眼市中央区北 3 条凶 6 丁目

030 fi 森市民向 1 - 1  - 1  

010 杭岡市山王 4 - 1  - 1  

020 盛岡市内丸 1 0 - 1  

980 仙台市本町 3 - 8  - 1  

990 山陪市松植 2 - 8  - 1  

960 縞品市作事町 2 - 16  

310 水戸市三町) L 1 - 5 - 3 8

320 字削官市塙田町 1 - 1  - 2 0  

371 前掘市大手町 1 - 1  - 1  

336 浦 和 市 開 砂 3 - 15 - 1  

260- 0 1  千葉市市場町 1 - I  

100 東京都下代田区丸町内 3 - 5  - 1  

231 償浜市中区日本大通り 1

400 1[ 1府市 !L町内 1 - 6 ー 1

380 民野市大字南長野字幅下6 9 2 - 2  

951 新山市新光町 4 - 1

930 日山市新総 i出輪 1 - 7  

920 金沢市広坂 2 - 1  - 1  

910 悩井市大手 3 ー 17 - 1  

420 ｉｾｪ￭ 岡市追下町 Ｙ - 6  

460 名古屋市中区三円丸 3 - 1  - 2  

500 岐恥市班凹 1 - 1  

514 W 市広明町 13

520 大沖市京町 4 - 1  - 1  

602 京都市じ京区下立52通新町西入

540 大阪市東区大手前之町

650 神戸市生田区下山手通 5 - 10- 1  

630 京阜市在大両町

640 相歌山市小松原通り 1 - I  

680 Xl 取市米町 1 - 2 2 0  

690 松江市世町 l

700 岡山市内山下 2 - 4 - 6

730 広砧 ｲｬｊｾ 町 ＱＰ ー ＵＲ

753 山口市極町 1 - 1  

770 徳品市万代町 1 - 1  

760 商松市番問 4 - 1  - 1 0  

790 松山市一 番町 4 - 4 - 2

780 出知I ?巨 人町内】 - 2 ー20

810 福岡市博多区東公園 7 - 7

840 佐賀市地内 1 - 1  - 5 9  

850 長崎市江戸町 2 - 13 

862 間本市水前寺 6 - 1 8 - 1  

870 大分市大手町 3 - 1  - 1  

880 Ｎｾ｟［［崎市楢通 ＪＲ - 1 0 - 1  

892 鹿児品市山下町 14 - 5 0

900 朋刺市姫川 153

231 横浜市中区港町 1 - 1  

460 名肯屋市中区三の丸 3 - 1  - 1  

604 京都市中京区河原町御池上J レ

530 大阪市北区梅出 1 - 2  - 2  - 6 0 0  

650 神戸市中央区加納町 6 - 5 - 1

810 稲岡市中央区荒神 1 - 8 - 1

*  I  1内 は 自 治 体 数

自 治 体 営繕 の 事 業 の 進 め 方

挫物内企画から監理までの'J l ' 主的流れの中で、何らか円形で外注と

の県同作業を行な っている比率は 8 ，明らずである 。物件によ って内部

処理唱外投のそれそ' れの場合があるが、ほとんど町内治体が外訟 との

共同によ っている . はほ全件数にわた って内部町みで処理している

のは 3 叫である 。年 IHJ 件数と官綿職員数を巧えれば、全てを内部処

理U: い うのは困難であろうが、それ で も可能な限ワ内部処理を行な

うとい う姿勢もうかがえる .

外注内容町内訳は去に見る通りであるが‘ 基本設計を内部処理して

いる比車が約 5 制、実地設計の外注比率が 9 割強である 。

また、監理を内部処理とする比率は 4 訓弱あり‘ 建物内技術水準を

保持するのは¥f ，- ; _ 理機能にあるとする意味からだと 4 え句れる .

こうして見ると、もちゐんすべてがそうではないにしても、 4長本設青!

と民理11ま内部により、実施設計は外注とい う仕事の流れを想定する

jl が自治体官綿的場合に可能てーある 。

この Jl';. は、物件と職只数と町関係から生まれた苦肉の策であるのか

あるいは自治体古綿のも っている体質によるものなのか、おそら〈

どちらも正である のだ ろう。

設計事務所による設計 監 理 、 施 工 会 社 に よ る 政 計 施 工 と 異 な っ

た体制カマ):{i する事は興味深い 。 しか しながら、基本設計か句実脆

訟計へ、築地設計から監耳' へ という 2 つの結節眠での立志伝達が十

分にはかられる必要があろう 。

4  外 注 方 式

業務外注の方式について、も っとも多い方式は随時契約方式てーあり、

全体内 3 由l である 。地域別では、中部 山国にその比率が商い.

ついで 特命方式が 2 制強 入札方式が 1 ; 岡山主である 。

中でも、ある県町よフに県建築設計事業共同組合との随時契約 }j 式

をと っているところもある 。

特命と随時契約、随時契約と見積り合わせ方式止い ヵた複合 }j 式を

按用している自治悼もある .

めずらしいところでは、プロ ーザ ル ( 技術提案 ) による外注決定を行

っているケースもある . ニの場合、プロポ ザノレと見積合わせの複

合方式である 。

5  公 共 建 築 建 設 に 向 け て の重要 事 項

現在時点での重要事項は、機能性. 安全性、経済性とい った建物内

基本的最件に加え、メンテナンス世能を軍祝する自治体が圧倒的に

多い。 とりわけ 機能性、安全性に対する要求は高い。

今後、重要になると思われるものはメンテナンス機能、 ｴ ＮｩｪｾＧみ づ く

つ。都市景観、コンセプト円比率が高いが将来的屯要項目 1; 1 、現在

の重要項目に加えての意味が強いだろフ 。

宮外であ ったのは技術性能向車要J立が低いことであり 例えば挫物

の水密性、気音性等は、 ト分達成されているとの認識があるのだろ

うか. あるいは実地設計を外注している卓にその起因があるのかも

デ ザイン メンテ ナノス佳能
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知れない 。

メンテナ/ ス性能が将来的重要項目円接頭にあが っている背置には、

今後、公共建築の改修、改善がl i ' 1 加する傾向にあるだるうことや、設

備機器円建物に対する比率が高まること t 関係があると比られる .

街なみづくり 者11市景観に肘する将来的重要性は、公共建築町役割

が ｉｐＮ 体位築 と し て 機能すれば ｌ 功、時代か 句 周辺 ｊ ｾｕ 立 を 形成する 嬰

素であるといフ認識がうヵ、がえる 。

とりわけ、コンセプト町霊要性が将来高まるであろうことは、街な

みづ〈り、都市景観との関連で考えられる . コム〆セプトを重要項目

として掲げている自治体的全てが街なみづくり、都市景観をもまた

重要項目としている . すなわち、建物が自身の搬を抜け出す時 コ

ノセプトが必要になるのであろう .

8  今 後 の 自 治 体 営 繕 と 公 共 建 築 の 役 割

今接的自治体官棉の役削においては 民間との協力を第ーにヲたっ

ている自治体がも っとも多い. そ町内容町多〈は自治体主導型であ

り、民間を先導する姿勢や、あるいは適正価格 厳重な監理にもと

づく公英建築を通じて、間接的な技術者向教育指噂にあたるという

な見が見られる . 既 に 述 べ た 憾 に 、 企 画 立 案 ・監理については官

がうけもち 設計は民間への委託というパターンを明らかにしてい

る自拍体もある 。一方、民間の知事を有効に引き出し、官民 体と

なって賀町よい砲物を供給してい〈という積極的に民間との協力を

はか つていこうという意凡もあ った。

公共控築町役割については、街なみづ〈り、抑市景観に寄与すべき

という意見と 当世な:'J壬て' あるが 住民のために役立つべきである

という意見が多い。 中でも、地域内環境向上、地域内個性、地域内

拠内 ・拡など、 J也械を共通言語とした意見が多〈見られる様に地域

に対するな髄が強〈感じられる . これらl ! T なみづ 〈りへの志向性は、

5 f1i にもみ句れるところである e

もう 一つ、公共建築という観点から霊長な役制としてあげられてい

るものに安全な場所司防災処凸であるべきという意見は、t ] if; 体営

締が与える公共建築町役割のー而がヲかがえる . 災害時の避雌所と

いう公共建築の与え }j は、都市における建築町あり }j として興味深

，、 .

今後1i ' 11mするであろう公共建築とし ては、余暇時 IHI の期大、生活水

準の向上 生i正教育への思い入れなどを背却とした教育文化地設、

高齢化社告の到来に伴う老人柄祉施設、また市民的健康と絹祉の為

的福祉サ ビス施設が多〈掲げられている .

高度情報処理施設という、これからの行政情報同期大をふまえた新

しい分野町公共控築を干測している自治体もある 。

一方、既存建築物の改修 改築の増大を主体に留さ、財政上、新築

は減少してい〈だろうという意見も見受けられる . R  C 泣 が30年以

上 位 っていること、ほとんど円施設盤備がおわり、機能性耐久性的

面からも改築の必要性に迫まられていることにその苛景があるよつ

である 。

(文1賀n 地酬酬域断J引川1

"  車畑姐築革務「所折 北 村 制j

姐 穏と社会 19附引 1Iザ 67 
68  
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電 話

011 - 231 - 4111 

0177- 22- 1111 

0188- 60- 2111 

0196- 51- 3111 

0222- 63 - 21 11 

0236- 30 - 2020 

0245- 21 - 111 1  

0292- 21- 8111 

0286- 23- 2516 

0272- 23- 111 1  

0488- 24- 211 1  

0472 - 23- 3217 

03- 212- 511 1  

045- 201- 111 1  

0552- 35- 5290 

0262- 32- 0111 

0252- 85- 551 1  

0764- 31 - 4111 

0762- 61- 111 1  

0776- 21- 111 1  

0542- 21- 2111 

052- 961- 211 1  

0582 - 72- 11 11 

0592- 24- 2150 

0755- 24- 1121 

075- 451 - 8111 

06- 941- 0351 

078- 341 ー 7711

0742 - 22- 1101 

0734- 32- 4111 

0857 - 26- 71 11  

0852- 22- 5111 

0862- 24- 2111 

082- 228- 2111 

0839- 22- 3111 

0886- 21- 2500 

0878- 31 - 1111 

0899- 41- 21]  1  

0888- 23- 1111 

092- 651- 1111 

0952- 24 - 21】1

0958- 24- 1111 

096 - 383 - 11 11 

0975- 36- 1111 

0985- 24 - 1111 

0992- 26- 8111 

0988- 66- 2413  

045- 67 1ー 2920

052- 96 1- 1111 

075- 222- 3610  

06- 347- 9324 

078ー 331- 8181

092- 711- 4560 
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屋 線 本 瓦 葺 き

外壁 しっくい塗 り背石日占り

内墜 しっくい塗り一部プラスター塗

模型写真( 1)

. ニュース 1

設 計 監 理 神 戸 大 学重 村 研 究 室 + い る か設 計 集

団+ 周IJ 建 築事務 所

うだっの町並みと脇町立図書館

所 在 地 徳 島 県 美 馬 郡 脇 田T

敷 地 面 積 1 ，321 . 50m'  

脇町は音野川の中流北岸にあり、美馬郡の中心地である人口約二

万の町である 。藩政期から明治にかけて音野川流域は、藍や藍染の

生産で栄え 、水逐がこれを支えたが、脇町はこの時代叢玉や繭の交

易の一大中心であった。この時代の豪商遠の繁栄は、この町の街並

みに遣されている。鉄道も国道も南岸を通ったためと、大正以降化

学染料に押されて藍が落ち込み町が変化しなかったために、この町

並みは、今日まで残ることにな った。間口の広〈、骨太の町家で全て、

むし ｾｃ＠

本瓦主主き、上階はしっくい塗りごめで、虫寵惹があり、独特な形式

のうだつが並ぶ、下階は、骨太の格子の美しい、重厚な構えである 。

数 ha にわたってこれらの立ち並らぶ景観は、繊細な畿内の町家を

見慣れた目には、いわばバロ ックの町家ともいうべき堂々たる街並

みに映る 。数年前明石工専の渡辺助教授らによ って調査されるまで

は、建築史や文化財や観光資源の面からも注目を浴びてはいなかっ

たが、近年町内の文化運動として町並み保存が動きはじめた 。'84年

度に、神戸大学の私の研究室と都市環境研究所および徳島県建築士

会青年部町並研究会の作業によ って策定された徳島県の H OP E 計

縦型写真(2)

建 築 面 積 新 築 部 分 573 . 1 4 m'既 存 部 分 285 . 2 6 m'

延 床 面 積 新 築 部 分 8日3 . 6日m'既 存 部 分 408 . 90m'

構 造 規 模 新 築 部 分 R C 2 、 修 復 部 分 木 造

工 期 昭 和60: 年10 月~ 昭 和 61 年 B 月

最 寄 駅 徳 島 本 線 穴 吹 駅

画で、制度的にも町並み保存が位置づけられることとな った。

脇町立図書館は、この調査作業の中で発案されたプロジェクトで

ある 。 この市街地の代表的な町並み景観である、中町通りと南町通

りとの聞にまたがる敷地にあった農協と農業倉庫は、相当老朽化し

ていたがし っ くいの美しい外壁をもっており、町並みのいわばキー

ストーンのような位置にあった 。このプロジェクトは、この敷地に

ある六棟の建物のうち、一様だけを壊わして建て替え、五棟の古い

倉庫を建て起こし、修復し、 Renovat ionすることによ り、図書館と

ギャラリィや、集会機能や、この町のまつりの屋台の保存庫に転用

する計画である 。町並みの再活性化の一つの姿を示すとともに、町

民サロンや広場や町づくり相談室を媒介にまちづくりの核にしよう

とする計画でもある 。このプロジェクトは保存 ・転用に必要な技術

の導入や 、新旧技術のとり合わせを試みるとともに、伝統技術や、

伝統的地場系材料の堀り起こしを積極的に行ない、町並みの Renov-

at i onに必要な、技術と材料と人とを産み出すことをも大きな目標の

一 つ に し て い る 。 ( 重 村 カ )

2 階平面図

也築と社会 1986年 51P} 71 



. ニュース 2

アゼれリアハウス

吹 田 市 営 千 里 山 住 宅

アゼリアノ、ウスとつぎのアカミズハウスは、ともに建築を 「地」、外

構を「図」とした考え方による 。

アゼリアノ、ウスの敷地は、高低差が最高1 4 mある傾斜地である 。こ

の傾斜地の南側に日のあたる広場をとり、「図」の中心とした 。そし

て、この広場から各戸へ至る通路を、ちょうど 1 本の幹から伸びる

何本もの校のように計画した 。 また、傾斜地であることを利用し、

通路のあちこちに階段、スロープなどを多用し、平面的にも、立体

的にも変化に富んだオープンスペース群とした 。 イタリアにみられ

平面図

72 也築と 社会/ 1986年 5 ) Jぢ

立 面 図

設 計 監 理 上回篤+ 都市工房( 基本) 、小西設計( 実施および監理)

所 在 地 吹 田 市 千 里 山 月 ケ 丘 2 番

敷 地 面 積 4 ，524 ，1 0 m'  

建 築 面 積 1，427. 359m'  

延 床 面 積 3 ，874. 73m'  

構 造 規 模 R C、 3 F  

工 期 昭 和59年 11 月~ 昭 和61 年 3 月

最 寄 駅 阪 急 千 里 線 千 里 山 駅

る山岳都市のイメージである 。各戸へはすべて広場を通 ってアプロ

ーチするだけでなく、全部の家々から広場がのぞめるように考えた。

広場は住宅地全体の要の位置にあり、住棟は広場をコの字型に囲む

ように自己置した 。

住戸は 3 壁面が開放される集合住宅とした 。なおアセ、リアは「吹田

市の花」であり 、庭園に多数植えた 。

(上田篤 + 都市工房)

注) カラーグラビア貞に拘岐
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. ニ ュ ー ス 3

アカミズハウス

坊 津 町 松 ヶ 迫 公 営 住 宅

このアカミズノ、ウスの計画は、つぎのような特色をもっ。

あかみずいし

①坊津に多〈産出する赤水石という堆積岩を材料としてコンクリー

トブロ y クを作り、これを型枠とする rc p 型枠コンクリートブ

ロック造」とした。「地方色」を生かすとともに、 コンクリ ートの

かぶり厚さを確保し、海岸地帯での鉄筋の腐食防止に役立てるた

めである。

②台風常襲地帯という地域性により、寄棟屋根を採用し 、かつ、そ

の際に多出する軒樋 ・竪樋を大きな角パイプとし、近代建築一般

平面図

日 10 20m 

-ゴ二= 二= て= 亡=ゴ

設 計 監 理 上 回 篤 + 都 市 工 房

所 在 地 鹿 児 島 県 川 辺 郡 坊 津 町 坊 津7472 ー 18

敷 地面 積 1，237 . 67m・

建 築面積 364 . 06m'  

延 床 面 積 596 . 22m・

相車造規模 型枠コンクリートブロック、 2 F  

工 期 昭 和60: 年10 月 ~ 昭 和 61 年 3 月

最 寄 駅 指 宿枕 崎 線枕 崎 駅

にみられる「樋を穏すデザイン」とは逆に「樋を強調するデザイ

ン」とした。

③配置の方針は 、中央中庭のパーゴラに向かつて 2陳の玄関が向き

あうようにした。ここは人々の生活の中心になるものと考えている。

④住戸の平面計画では、玄関を広くとり、日常の接客は、ここで行

なえるようにした。

⑤ H主戸の 4 壁面が解放される集合住宅とした。

( 上回鰐+ 都市工房 )

アイソメ

住築と社会内 ＸＶ 年 ＵＱＱｾ［Ｎ 73 



. ニュース 4

筑波研究学園都市の公共建築

住 宅 ・ 都 市 整 備 公 団 に よ る 肩 替 建 設一 一

筑波の地に研究学園都市の建設が始まって 20年近くの歳月が流れ

た。 この聞に筑波大学や建築研究所など予定された 46の教育 ・研究

機関の移転は完了し、研学地区内で 3 万 5 千人、新都市全体 (1期連

6 ヶ町村合計) では 14万人が住む都市に成長した 。研学都市の開発

事業は住宅 ・都市公団が行っており、都市基盤の整備はほぼ終って

いる 。 また、新しい住民の大半が公務員であることから、約 8 千戸

の公務貝住宅が建設された 。 しかし、都市生活を営むには小 ・中学

校や公民館などの公共施設が必要で与あり、これらの急速な建設は地

元自治体にとってかなり負担である 。

ご存知のように、ニュータウンや団地の建設に伴って必要となる

公共施設については、関連公共公益施設の立替施行制度があり、公

団資金で建設費を立替、鐙備しているが、研学事業ではいわゆる補

助ウラ ( 小 ・中学校は除< ) や超過負担分についても、都市開発卒

業費の中でまかなう財政上の特別措澄が講じられている 。 さらに、

施設の設計 ・建設についても住宅 ・都市公団が自治体からの委託を

受けるなどの方法で屑替施工している 。

公団のつくば開発局 ( I日研究学園都市開発局) では、このため昭和

49年から建築課を設け、 JJ I j 表のように 40以上の公共建築を建設して

きた 。研学事業は日本を代表する街づくりであり、かなり高い水準

の都市基盤整備がされているが、公共建築もそれに見合うよう一定

の質を確保してきていると思う 。ただ新住民のための新施設という

ことで利用者はもちろん、運営管理者である自治体からも特別な要

求があまり出されないため、平面計画などは一般的なものが多くな

っている 。 また、公団では実施設計までのスタ ッフを組織する余裕

はないので、いろいろな設計事務所が設計にたずさわ っており、研

学スタイルとでも呼べるような作風を生み出すまでにはいた ってい

ない。

そうした中でエポ ックとな ったのはつくばセンタービルでωあった。

これは茨城県の情報センタ一、地元桜村の音楽ホール ( ノパホール)

・公民館と、ホテル ・ショ ップを複合したビルで、研学都市都心部

のまさにセンターであり、機崎新氏による設計はポストモダンの代

表的建築として有名である 。 ポストモダンについてはあれこれ議論

もあろうが、伝統のない人工の街では有効な手法として評価されて

おり、センターピル以後も、能南児童館、春日公民館 ( 建設中 ) な

ど、ポストモダンと呼ぶかどうかはともかくとして、気まじめなモ

ダニズム建築とは違った公共建築が研学都市の街角に新しい長観を

っくり出している 。

今後も数多くの公共建築が予定されているが、定若しつつある都

市住民の要求を適切に吸み上げていくことと、人工の街に i聞いを与

えるデザインの追求が私たちの課題だろうと考えている 。

( 住宅 ・都市笠備公団つく( ; f 開発局事業部建築課長 鎌田一夫)
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つくばセンターピル 役者十磯崎新アトリエ

J  

• 
春日公民館( 模型写真) 設 計 都市研究所

筑波研究学園都市公共施設一覧 組 ( ) は峻工年度

小学校 手代木保育所 ( 54年)

竹図東小学校 (49年) 児童館

並木小学校 ( 52年) 竹闘児童館 ( 51年)

吾妻小学校 ( 53年) 並木児童館 ( 51年)

手代木南小学校 ( 54年) 吾安西児童館 ( 53年)

中学校 手代木児童館 ( 54年)

竹闘束中学校 ( 49年) 吾妻束児童館 ( 58年)

並木中学校 ( 53年) 桜南児童館 ( 59年)

手代木中学校 ( 54年) 公園内施設

給食センタ ー 新都市記念館 ( 50年)

縦村立給食セ ンター ( 51年) i!li J*争体育館 ( 54年)

谷田部町立給食センター ( 54年) 澗自宅フィール ドハウス ( 53年)

幼稚園 l ' 0 凡展望塔・レストハウス

竹閣束土; I) . f t主図 ( 48年) ( 50年)

並木幼維園 ( 51年 ) 二自. フィールドハウス ( 53年)

吾妻幼稚図 ( 53年) 交通公園管理練 ( 53年)

桜南幼稚園 ( 53年) 中央公園レストハウス ( 59年)

手代木幼稚園 ( 54年) 中央公園民家 ( 59年)

公民館 手代木フィールドハウス

並木公民館 ( 53年) その他の施設

竹園公民館 ( 49年) つくばセ ンタービル ( 58年)

手代木公民館 ( 55年) 竹園ショ ッピングセンター

小野山奇公民館 ( 工事中 ) ( 49年)

王手日公民館 11 並木公益施設 ( 51年)

保育所 手代木公主主施設 ( 54年)

竹園保育所 ( 51年 ) 交通関述施設 ( 59年)

並木保育所 ( 51年 ) 共同様管理センター

吾妻西保育所 ( 53年) 真空よU1Aセ ンター

. ニュース 5

「営繕部利用の手引き」

神 戸 市 が パ ン フ レ ッ ト を 発 行一一ー

神戸市の営繕部は、このたび「営繕部利用の手引き J という冊子

を庁内の各局に向けて発行しました 。 この小冊子は、 2 月 7 日に行

なわれた「昭和61年度営終業務説明会J 配布資料として作成したも

のです。 民生局 ・教育委貝会などの各局が財政当局に対して、建築

工事を伴う予算要求する場合に必要となる「営繕計函舎」→「営繕

見積り」の作成要領、他に簡潔にまとめられています。地 方 自 治 体

の内部資料としては珍しく 「手引き」というとっつき易いタイトル

にしたのは、 「行政内部における建築技術力の提供と活用」という

昭和60年度機構改革の趣旨を反映したからです。

ところで、今回の営純音11機構改革は、昭和46年以来 14年 ぶ り の 大

幅な内容でした。主要点はつぎの 4 点てす。

田 建築企画 ・計画段階からの営繕音11の参画( 調査係の充実)

国 設計・工事ー1 ' t 体制への復帰と地域担当制の導入

回 建設の時代から管理の時代への対応( 計画保全係の新設)

固 検査部門の独立と技術の効率的蓄積 ( 技術管理係の新設)

機構改革の越旨は、この一年の聞に各局にも営繕部内部にも定着し

つつあると思われます。 r営繕音11利用の手引き J は、こうした傾向

をいっそう進めようとする狙いで発行しました 。

ひるがえって考えてみると、もともと官庁営繕組織は、各局がニ

ーズを把握し、行政目的を立て、予算化したものを執行するという

立場にあり 、いわば各局に利用される組織です。一方、最近のよう

に社会が複雑になり地方財政がひっぱくしてくると、各局とも、用

地、あるいは施設内容についての詳しい検討なしには事業化できな

いという状況にあります。 ここで、 「営繕部のも っている技術的蓄

積、技術力を活用してより良い行政目的を達成しましょう」という

越旨の冊子をまとめる必要が生じていたともいえるでしょう 。

この冊子は、なにぶんにも限られた時間内に作成したもので、不

十分な内容でしかありません 。今後、各局の反響を折り込んだ「手

引き」に発展させたいと考えております。

(神戸市住宅局営繕部営純課調査係長 11'l i自l昌平11)

「営鎗部利用の手引き J 目次

l  住宅局営給部組織図

2. 事務分掌 ( 抜粋)

3  営総工事のヒヤリング、見積等の日程

4. 昭和61年度予算ヒヤリングの日続

5  営綿工事の工事依頼について

6  営側工事の事務質 ・委託料について

7  小修給と補修工事の区分について

8. その他の依頼について

9. 営綿フローチャート

10. 工事関係性類の保管についてのおねがい

住 築と 社会 1986年 511 1;. 75 
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ENVI RONMENTS 

F OR 

PEOPLE 

家具・造作・建材

船舶・航空機内装

建築・商業施設

特殊建造物等の

設 計 施 工

D 吋MA R . リ

大丸・装工事業部

大阪・東京 ・名古屋・京都・神戸

福岡・仙台・広島・シンガポール

T Eし(06)252一0641 (03)271-3626 

1院
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大阪市立東洋陶磁美術館 段計監理 大阪市都市登備局/ 日建段青十

I NA Xは環境美を創造し提供します。

園一I NAX 株式会社 I NAX

営業品目

タイル

・内装タイル ・外装タイル ・特注外装タイル ・床タイル ・クラフトタイル

新建材・新素材

. ，、ンギング ・タイルパネル ・G C M

住宅設備機器

・浴槽 ・気泡浴相 ・ユニットパスルーム ・洗面化粧カウンタ- ・洗面化粧台

・システムキッチン ・鋳鉄製ホーローシンク ・給湯機器( ターボシリーズ)

衛生設備機器

・洋風便器 ・和風便器 ・シャワートイレ ・軽水洗便器 ・小便器

・トイレ用水栓金具 ・キッチン用水栓金具 ・パス用水栓金具 ・各種水栓金具

・手洗器 ・洗面器 ・医科用手洗器 ・福祉機器 ・寒冷地用器具

・タンク ・浄化僧 ・汚水処理施設

本 社 〒479 愛 知 県 常 滑 市 鯉 江 本 町 3 丁 目 B 番 地 T E L 05693- 5- 2700 

東 京 本 部

大 阪 支 庖

支 底

ショールーム

子104 東 京 都 中 央 区 京 橋 3 丁 目 6 番 18 号 T E L 日3- 561- 1710

〒550 大 阪 ‘市 西 区 新 町 1 丁 目 7 番 1 号 T E L 06- 532- 6081 

札 幌 仙 台 東 京 名 古 屋 金 沢 高 松 広 島 福 岡

札 幌 山 形 仙 台 宇 都 宮 東 京 横 浜 松 本 静 岡 名 古 屋 新 潟 金 沢

京 都 大 阪 松 山 高 松 松 江 広 島 福 岡

也築と H 会 1986年 5 Jl廿 77 
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- カタログをご繍求ください・

お 問 い 合 わ せ は 名古贋郎氏251)4411

化 慣 例 代231)7制 大脚 前( 抑制 ( 株)川・t ・圃...商
仙 台 ω22( 97)18竹 広 島 閲2(221)3舗 a・..・r"""'!・・ 4  

^  s ω 鉛 (42)2位4 福 岡 ω2( 451)時41 - 圃 咽 圃 圃 圃._z<
東 京 閃{ 印7) 71応 用 調 ω飽〈日)3722 〒1∞ 東 京都千代四区ま圧掬 2・12-14

宣伝思N A- E C係

ショーjレームへどうぞ。

「一一 種 " の 斬 u ‘ 視点 ーー「

凶 ＱＢ，Ｍ［， タン Ｇ Ｗ ｾ ［ｲＡＩＩベー泊［Ｑ Ｑ

床 、壁 、天 井 材 か 弘 照 明 、 厨 房

f首相 . 製 品 ま で お 京 め や す く 量

冒Eに. ショールームへぜひ. .
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なにわ会館

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

公立学校共済組合「なにわ会館J 家具工事製作業者

叩 脇 島 飾 事 業 部 ⑨ 近 鉄 百 貨 届 阪急百貨庖室内装飾部

‘ｾ＠ 外 商 本 部 装 工 部

関西装飾部

〒542 大阪市南区尊重波 5 ー 1 - 5

T  E  L( 06) 632- 3191 

企画: 日本建築協玄

〒545 大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目 1番43号

阿倍野共同ビル 6 F  

T  E  L( 06) 624ー 1111

〒530 大阪市北区茶屋町 1 番27号

山岡メモリアルビル

T  E  L( 06) 372- 2617 

… … 建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなかったこと，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例・原因・対策から，その解説・ヒントまで一一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラブルから ， いつも失敗をしながら明確な解決策が出されな

かったトラブルまで，現場サイドの技術や知識に裏付けられた，実際に起こった事例とその対

策の数々. トップレベルの技術者たちの知識と勇気を結集してまとめた . 空調設備や衛生設備

で失敗しないための方法や技術をすべて盛り込んだ， 画期的なトラブル解消のトラの巻で あ る

空調設備の| 衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概略

l  熱特性にまつわるトラブル

2  梁と天井義スペースにまつわるトラプ Jレ

3  シャフ卜まわりのトラプ Jレ

4  ガラリまわりのトラフ' ル

5  屋上 ・屋外設置機器まわりのトラブル

6  ｾｾ問機械室まわりのトラブル

7  居室内のトラプル

( 目録進呈〉

四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概

l  地中 ・床にまつわるトラプル

2  シャフ卜 壁 ・使所に まつわるトラブル

3  浴室 ・外壁にまつわるト ラブル

地下・屋上にまつわるトラブル

腐食にまつわるトラブル

給水・総括主にまつわるトラブル

7  排水にまつわるトラブル

ー」一一ー・..... .r-t 一一1!! i i同院東入

o  8  1  1  
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大阪府立体育会館の

構造計画

1  

図 1 主体得造形式(1 :  1000) 
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大阪市浪速区難波中 3 - 4  - 36 

体育館

8，357m'  

7，171m'  

28，318m'  

地上 4 階 ・事喜屋 l 階 ・地下 2 階

軒高 20.2m、最高部高 34 .4m

8
2

- 8，階鉄筋コンクリート造

I - R階 鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄骨合

成梁

屋 被 鉄骨造

鉄筋コンクリート造ベタ基礎

場所打ちコンクリート杭( アースドリル工法)

1，000骨 - 2，000φ( 総本数219本)

山口

建物概要

基

地

所 在 地

主要用途

敷地面積

建築面償

延床面積

規 模

高 さ

架 構

礎

業

凶 組 枠 盟」
J /ームJ

76.8∞ 

ｾ＠回 血 悼 血j

図 2 屋根鉄骨梁伏図 (1 :  1000)  

‘  

図- 3 大屋根架構概念図(1 :  1000) 

に大きくなっている。

この荷重に対応するために、キールトラスの中

央音11では屋根面モニター架構も取りいれたトラス

丈 ( 6. 3m) とし、最大板厚60mm( S  M5 0  A ) 、妥面

トラスはアーチ丈 12.9 m、最大板厚32mm ( S  M5 0  

A) としている。

P26- P29 

日建設計大阪本社構造設計主管)

参考文献

「建築と社会J 昭和60年 9 月

r体育施般J 昭和60年 12月

たけし( やまぐち

る。

屋根の架構方法は、 図 2 、図- 3 に示すよう

に、両委菌にアーチ状の梁を設け( 妥面トラス) 、

この妥菌トラス聞に棟付近に 2 本のトラス( キー

ルトラス、支持スパン 76 . 8m) および軒トラスを

架け渡し、キールトラスと軒トラス聞に円筒形屋

線形状に対応したサブトラスを設けている。

したがって屋根荷重の伝わり方は、 A L C受小

梁、サブトラスつなぎ材、サプトラス、キールト

ラス( 軒トラス) 、妥面トラス、下部架檎の順とな

り、作用荷重はキールトラス、妥面トラスで非常

大阪府立体育会館は、大阪のみなみの中心地で

ある難波に位置し、約3 ，OOOm' の第l 競技場を中心

に、第 2 競技場、柔・剣道場、多目的ホール、ス

ポーツ情報コーナ一等を配し、スポーツ競技だけ

でなく文化的各種行事も開催できる機能を備えて

いる。昭和60年 4 月工事着工以来、昭和62年 1 月

竣工をめざして躯体工事が急ピッチで行われてお

り、完成のあかつきには大阪府の体育 ・文化の中

心施設として活用されることが期待されている。

本建物は 図ー 1 に示すように、地下 2 階、地上

4 階の規模を有し、その構造形式は第 1 競技場を

液う大屋根( 長辺× 短辺 76 .8X58. 35m) を鉄骨

構造とし、 4 階以下の下部構造は下層へ順次鉄骨

鉄筋コンクリート構造( 一部鉄骨織造) 、鉄筋コン

クリート構造としている。耐震壁はできるだけ対

称になるように配置し、とくに大屋根を支える直

下の架構は大屋根の四隅に堅固な L 形の耐震壁を

設け、大屋根荷量が確実に下部架構に伝達される

ようにしている( 図ー 3 )。

基礎底は GL - 9 m付近であるが、基礎底位置の地

層は沖積層にあたるため、 GL - 23m以深にある洪

積砂磯層を支持地豊富とし、場所打ちコンクリート

杭にて建物重量を支持している。地下部分には床

面積の広い第 2 競技場 ( 900m' ) 、柔 -剣道場( 各450

m') を備えているが、水圧による浮力には礎板の

厚さを大きく ( 2 m) して自重を増大させることに

より抵抗させている。

主体構造形式

大屋根架構形式

第 l 競技場の大屋根は半径約50mの円筒形のー

音11で形成されており、投影面積は、約4，500m' てーあ

80 
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フレキシビリティーのある

工場用配線ダクト

大 西 勲

産業界では F A化、 F M S 化が急ピ ッチで進展

配線ダクトの機能は、ライ ン状に敷設されたダ

クト本体の述絞した開口部に、負荷を分岐するた

めのプログラムを取り付けることによ って、どこ

からでも負荷の分岐配線が簡単にできることであ

る。 したがって、 システムを精成するための部品

として、ダクト相互を接続するための ジョイナ、

ダク トに電源を接続するフィードイ ンキャ ップ、

ダクト端末を閉そくするエンドキ ャッ プ、ダクト

を造営材に固定するハンガ、およびダクトから負

荷を分岐するプラグ等で構成されている 。

図 1 に、 システム構成の一例を示す。

2. ファクトラインの種類および用途

ファクトラインの種類、定絡を表 1 に示す。

ファクトライン 15 2 線式1 5 A のダクトで、主

ファワトライン1∞ 憐線)

小容量負荷

図3 ファクトライン100、30、15の配線例

することができる 。

ファクトライン Napi c の酉己線f 7tl を図 2 に、また

ファクトライン 100、30、15の配線例を 図 3 に示す。

3. 電気方式

J  し、工場設備のi目設、移設等、レイアウトの変更 に容量の小さな負荷や照明、コンセントの電源と ファクトラインは、 表 2 のような回路精成がで

'( 

が頻繁に行われている 。 これに伴う電気配線も、 して使用する 。 きる 。

これら設備機器の電源として重要な役割を果たし ファクトライン30 4 本の導体を上段と下段に 表 2 電気方式

ているが、従来のような、分電盤から負荷までの

配線が固定化された電線管工事やケープル工事を、

レイアウト変更ごとに繰り返していたのでは、や

り直し工事の手間とコストがかかり、大変不経済

である 。

そこで、頻繁に行われるレイアウトの変更に、

簡単な電気工事でスピーディに対応ができ、しか

も安全で経済的なフレキ シピリティーの高い配線

システムとして普及しつつある工場用配線ダクト

「ファクトライン」を紹介する 。

1  . システムの構成

図 1 ファクトライン100、30の構成例

表 1 ファクトラインの種類

名 称 | 本 体 形 状

本

ファクト

定

{本

分けて内蔵している 4 線式3 0 A のダクトで、 3 相

電源なら 1 回路、単相電源なら l 本のダクトを上

下 2 回路に分けて取り出せ、多数の負荷に電源を

供給することができる 。たとえば上段からは照明

電源、下段からはコンセント電源として使えば、

従来別々の配線をしていたものが、 1本のダ ク ト

で配線することができる 。

ファクトライン 100 2種類の灘体を上段と下段

に分けて内蔵しでいる 。上段は3相100A の幹線と

して、または大型負荷への直接分岐用に、下段は

2  P 2 0 A までの容量の小さな負荷や照明、コンセ

ントの電源として使用することができる 。

照明 照明

図2 ファクトラインNapi cの配線伊j

格
ファクトライン Napi c

分岐プラグ
( 電力線鍛送による制御)

ファクトライン Napi c

[ 岡 上

3P100A300V 3P20A、30A250V は、ファ ク トライン 100の

( ファクト)

高 段
接 地 付 接 地 付

下段の 2 P 2 0 A導体を信

ライン

Napic  

"・・・・ー・_. . . . . _. . . . . . . . . . . . . .ー・... . .・.. . . . . . . . . .

号伝送専用線として使用

下 2P20A250V 2P15A125V接地付

段 f妾 t也 付 2P15A250V "  
し、 Napic 集中E討見制御

.[自

2P6A250V 接地付

盤で、 Napi c ターミナル

ファクト 4P30A250V 2P15A125V "  プラグ (端末器) のリモ

ライン 30 接 地 付 3P15A250V "  

コンプレーカ、すなわち

4P15A250V • 
上段 100A ｾ車体から分岐

した回路を O N、 O F F

ファク卜 2P15A125V 2P6A125V 制御する 。時IJ 御回路数は、

ライン 15 接 地 付 2P15A125V接地付

最大32チャンネルまでの

負荷の集中監視と帝IJ 御を

名 称

電気

電源の取り出し方法

方式

ファクト

3世(l W

v v  ライ ン

l ゆ3 W

100 

(「

...・.. -- _. -.---ー-ーーーーーーー. . .・...直司F ・・ー----_. _. _----

ライ ン

回目 品路
Napic  l 世' 2W

ファクト

日曲曲嗣
ライン

l 世2W

30 
3世3W

ファクト

日]
ライン 1世2 W

15  

4. ファクトラインの特徴

ファクトラインの特徴として、つぎのことがあ

げられる 。

(1) 配線の変更、治設が容易プレハプ式で、部

品の取り付けはワンタッチであるから、系統の変

更、分岐およびtej 設が容易で、部品も交換、組み

替えで済むので経済的。

(2) 施工が簡単 ダクトの取り付け、按続、プラ

グの着脱はす べてワンタ ッチ方式であるため、施

工が簡単で、熟練工を必要としない。

(3) 配線の系統の簡素化 ケープル配線のように

分電盤を起点として、散在する負荷に個別の専用

配線をすることがなく、常に最短距維で負荷の分

岐ができる 。

(4) 信 頼 性 堅 牢 な 金 属 性 コ 7 ーで覆われている

ため、外傷や劣化による短絡の危険がなく、恒久

的に使用できる 。

(5) 調和のとれた美観 コンパクトな形状で、近

代的建物や他の電気機器とよく調和する 。

(6) 負荷調整機能 ファクトラインはケープル配

線の場合と異なり、ある特定の負荷が大きくなっ

た場合、合計負荷電流がダクト定格を越えない限

り、それらの負荷アンバランスを吸収し、電圧降

下を均等化させる 。 いわゆる負荷調書室機能がある。

(7)  ファクトライン Napi c を用いることにより、

負荷設備の集中政視、制御、省エネ、省力、安全

が簡単に実現できる。

( おおに し いきお松下電工株式会社電材事業部電送材商品部)

建築と社会 / 均86年 5 月号 81 
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新材料“ サイロック" とロ

ボッ卜によるサイロの補修

町 文 治

近年、穀物サイロは、経済性・安全性・環境問

題などから高気密度( 気密度400mmAq以上) のもの

を要求されることが多くなっており、老朽化した

鉄筋コンクリート造穀物サイロの補修が、いろい

ろな材料および工法で実施されている 。

ここでは、最近実施されている新しい補修材料

. 工法について紹介する 。

補修にあたっての基本的な考え方

鉄筋コンクリート造穀物サイロの気密度低下の

原因は、そのほとんどがひびわれであり、老朽化

したものは、このひびわれが随所に発生している 。

このひびわれを補修することが、つまり高気密度

を確保することになる 。

補修材料の選定にあたっては、まず、補修後の

サイロ稼動中の安全を考慮する必要がある 。つ ま

り、粉塵爆発を未然に防ぐ必要があり、使用する

補修材料に帯電性がないことが要求される 。 また、

高気密度を長期間にわたって確保することが必要

であることから、補修材そのものが劣化しないこ

と、穀物投出入時の衝量産 ・摩擦カおよび荷重の変

動によるひぴわれ幅の伸縮・進行な どによって、

補修材が剥離 ・破損しないことが要求される 。

新しいライニング材 “ サイロック"

従来、サイロの補修は、 図- 1 に示す概要で、

ライニング材としてエポキシ樹脂が数多く使用さ

れている。しかし、帯電性 ・媛者性・下地追従性

(  i申び率) などの点で不満が残る 。

新しいライニング材料サイロ ック は、一液型親

水性ウレタン ( 空気中の水分と反応 して固化する

よう改良した湿気乾燥型のウレタン材) で、ウレ

タン系樹脂に界面活性剤( オイル) を浪人できる

ように樹脂混合を工夫調整し、帯電性 ・接着性・

図- 1 繍修概要

82 建築と社会/ 1986年 5 月号

f申び率などの物性を向上させている 。界商t舌生剤

を混入したサイロックには、つぎのような特長が

あげられる 。

1) 帯電防止効果があることから、補修面での

静電気の帯需がなく、粉盛爆発の危険のない安全

なサイロを再生できる。

2) 塗布された材料はコンクリートに浸透し、

すぐれた接着性を保持する 。また、 伸び率が大き

いことから、下地追従性にもすぐれ、ひびわれの

挙動に伴う剥離 ・破断がなく、長期間にわたって

安定した塗肢が保持でき、高気密度のサイロを再

生できる 。

3) ー液型ウ レタ ンなので有機溶剤を使用して

おらず、補修後の貯蔵においても毒性による影響

がなく、食品衛生上も安全なサイロを再生できる。

ライニングロボッ卜 ( 図ー 2)

従来、サイロ内壁面のライニ ング作業は、作業

員が単管足場やゴンドラを利用してサイロ内部に

入り、ローラーによる手作業で塗布するのが通常

の方法である。この方法は熟練を婆する作業であ

り、また、多くの工事用設備や入手が必要で、さ

らに作業員にはサイロ内という閉鎖された悪環境

下で、しかも高所での危険作業とな っている。

ライニングロポットは、無人化施工によりこれ

写真一 1 サイロ下部よりロボットを見上げる

らの点を改良している。

主要機器は、エアレスポンプ・自動ガン ・コン

プレッサーからなる材料供給 ・吹付け機摘を中心

に、自動ガンをサイロ内面に沿って旋回させる旋

回機構、自動ガンを上下に昇降させる昇降機構、

自動力「ンと壁面との距離を一定に保つ伸縮可能な

ガイドローラ、内径寸法の異なるサイロにフレキ

シプルに適用するためのアーム伸縮機構からなり、

日l O

4∞ 

ま氾

陣 、

¥ 

2∞ 

l∞ 

mmAq 

区

s  

37 

年建

設

制H卸盤
材料f共給システム

図- 2 ライニンクロボ ッ卜概要

これらの設備機器をコンピューターで自動制御し、

最適なライニングを行えるようにしている。

特長として、つぎのような点があげられる 。

1)  従来のライニング作業を自動化し、材料の

供給、機器の操作、吹付け状態の集中的 ・定量的

な管理を可能にしたことにより、熟練工でなくて

も均一で安定した塗膜品質を確保することができ

る。

2) 従来のローラー塗りでは、作業員が 5 - 10 

人必要であ ったが、 本システムではサイロ外での

ロボ 7 トの操作 ・監視の l 人だけとなり、大幅な

省力化を実現できる。

3) サイロ内部の足場およびゴンドラ上での危

険作業 ・苦渋作業をなくすことができ、作業中の

安全性を向上できる 。

展望

本補修システムは、すでに数件の施工実績があ

り、補修後数年経過した今日でも、いずれも高い

気密度を保持している。 (図- 3)

現在、既存の鉄筋コンクリート造穀物サイロは

全国で約4 ，000 ピンあることから、新規のサイロ建

設とともに、リフォームに対するニーズも今後増

加するものとみられている 。本字F自修システムはこ

のニーズに応えるものであると期待している。

488 
474一一一

470 

ｾＴＰ＠ ＴＴ ｾ ー

/  

v  
155 

Pi 警三国

f壷 60 110 2  

用 日

年後 半年後
い イみ
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図- 3 菜サイロの気密度の変化

( まち ふみはる 滑水建設株式会社エンジニアリング本部特殊伎術エンジニアリング部課長)



日本建築協会

月間の動き

昭和61年 3 月分

評 5畿 員

A .  

:z.: 

定時評議員会

26日 5 時 - 5 時 50分 於本会会議室

出席者 高橋 ・多弁正副議長ほか35評議員( 含

委任状) 、足立副会長ほか 3 名

議事( 1 ) 評議員会議長、副j集長互選の件

(2) 会長、副会長 2 名 、 理 事23名選任の件

(3) 役員重f壬承認の件

(4) 昭和61年度事業計画承認の件

(5) 昭和61年度収支予算承認の件

理 事

A .  

=  

常任理事会

26日 4 時 - 5 時 50分 於本会会議室

出席者 足立 ・市川両副会長ほか14名

殺事( 1 ) 建設大臣表彰候補者に関する件

(2) 昭和60年度収支見込報告の件

(3) 昭和61年度事業計画並びに収支予算承

認のf牛

(4) 入退会者承認の件

(5) 新入会者勧誘の件

(6) 報告事項

編 集 委 員 d2』2Z 

ぜ

第 8 回施工材料分科会

4 日 4 時 - 6 時 半 於本会会議室

出 席 者 水 口 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) r施工材料の頁」の企画

(2) 施工材料分科会の委員精成

(3) 施工材料特集の企画

「建築防災と法」特 集 第 4 回編集幹事会

5 日 2 時 - 4 時半 於本会会議室

出席者 小川恵三特別幹事、南出・押川委只

議 事 “ 防災計画 ・改修計画" の事例の具体化

第 10回投稿欄小委員会

6 日 6 時 - 8  A寺 於本会会議室

出席者 中馬副委員長ほか 3 名

議 事 4 月号以降の「読者の頁」と「この人」の

企画と検討

第 3 回計画分科会

10日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

出 席 者 足 立 委 員 ほ か 8 名

議事( 1 ) 今後の計画特集のテーマ

(2) 次年度計画分科会の委員構成

(3) 新旧合同計画分科会の開催の件

第 11 回作品作風小委員会

12日 6B寺- 8 時 半 於本会会議室

出 席 者 北 村 副 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 新建築調査表の選定

(2) rCall erYJ 報告と今後の検討

(3) 作品貨の検討

第 12回編集委員会

4 時 - 5 時半 於 本 会 会 議 室

弁上委員長ほか 5 名

3 月号「現代デザインーポストモダニ

ズム 10年」特集および「これからの防

水工法」特集経過報告

(2) 4 月号「インテリジェントピルの建築

- 設備計画」特集経過報告

(3) 5 月号「官庁営織と公共建築」特集お

よび「大阪市庁舎( 第 2 期 )J 待集報告

(4) 6 月号「建築防災と法」持集報告

(5) 7 月号以降の特集企画

一計画特集・・・計画分科会報告・. .

ー設備特集 r21世紀の住宅設備」… 設

13日

出席者

議司} (1) 

前町分科会報告・ ・-

- f ¥' I i 造特集 r C ADJ ( 案)

(6) 小委員会報告

(7) 収支状況報告

刷 新 年 度 編 集 委 員 会 の 構 成

第 4 図書評委員会

19日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 邦 男 氏 ほ か 2 名

議事( 1 ) 61年 4 月号以降の企画と検討

(2) 昭和61年度の委員構成

r21世紀の住居と設備」特集第 1 回編集幹事会

24日 4 時 - 6 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 西国主主ー特別幹事ほか 5 名

議 事 r21世紀の住居と設備」持集の企画

第 12回広告企画小委員会

25日 4 時 - 5 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 井上委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 3 月号「現代デザインーポストモダニ

ズム 10年」、「これから の防水工法」特

集広告収入報告

(2) 4 月号「インテリジェントピルの建築

- 設備計画」特集広告収入経過報告

(3) 5 月号「官庁営繕と公共建築」、「大阪

市庁舎( 第 2 期 ) J 特集広告経過報告

(4) 6 月号「建築防災と法」特集広告企画

(5) 7 月号以降の特集企画

(6) 収支状況報告

第 4 回計画分科会( 新旧合同)

31 日 6時 - 8 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 田中幹事ほか 9 名

議事( 1 ) 新年度計画分科会委員構成とスケジュ

ール

(2) 計画特集の今後のスケジュール

(3) 計画特集の企画一 7 月号予定ーの具体

化

事 委

A .  

:z.: 業 員

第 7 回若い会員の集い小委員会

4 日 6 時 半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 樽 本 ・ 山 野 幹 事 ほ か 8 名

議 事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 本年度・第 5 因企画「家具シリーズ(3)

長原案氏の講演会」について

(3) 小委員会活動の反省及び次年度の企画

(4) 次年度の小委員会構成

第 7 回見学会小委員会

6 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 2 月以降の企画経過報告

(3) 次年度の見学会の企画

(4) 次年度の小委員会織成

若い会員の集い講師との打合会

7 日 5 時 - 6 時 於本会会議室

出席者 長原案講師、樽本主査ほか 2名

議 事 当日のタイムスケジュール

第 7 団事業委員会

13日 0 時半 - 2 時 於本会会議室

出 席 者 三 品 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2) 次年度事業委員の編成

出 版 委 員

A 企』

ヨ玄

18日 5 時 - 6 時 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 3 名

殺事( 1 ) 選舎とプロのノウハウの経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定、その他

建 材 委 員

a凸‘

=  

20日 3 時 半 - 5f時半 於本会会議室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か12名

材料説明 「アルウイトラ」担当 : 西川委員

議 事 今 後 の 検 討 建 材

若 い 会 員 の 集 い

「家具シリース.' (3)J ニューインテリア時代の家

具・ …・長原実氏に聞く

7 日 6 時 - 8 時45分 於本会ラウンジ

講 師 長原案氏( 側インテリ 7 七ンタ一代表取締役)

参加者 56名

デ ザ イ ン コ ン ク ー ル

工高生デザインコンクール募集規定作成会

14 日 5 時 - 8 時 15分 於本会会議室

出席者 徳岡審査委員長ほか 9 名

片倉教育委員長ほか 6 名

機 事 (1) 募集規定( 案) の検討

(2) 今後の作業予定について

建 築

↓
J

 

ク フ

朝食会

11 日 8 時半 - 1 0時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

演 題 「建設業の危機管理」

講 師 岩 本 宏 氏 ( ペ ン ネ ー ム 岩 子 天 下 )

出席者 82名

大 阪 21 世 紀 計 画 特 別 懇 談 会

19日 3 時 - 5 時 於大阪府建築健保会館

出席者 在 阪 建 築 9 団体選出委員及び事務局

オブザーパー: 営林局、大阪府農林部

ほか

殺 事 (1) 前回委員会の報告

(2) 林業界の説明

(3) 今後の運営、その他

建築防災関係法令研究連絡会

於建築家会館18日 2 時- 4 時

出 席 者 各 会 選 出 委 員

議 事 関 係 法 規 な ど の 検 討

建 築 業 務 基 準 委 員 会

31 日 2 時 - 4 時 於日本建築士会連合会

出 席 者 構 成16団体各委員

議 事 建 築 業 務 基 準 に つ い て ( 継 続J

3 月 の 入 会 者 団称略)

〔団体会員 1 社〕

三起水道工業側

〔個人会員 8 名〕

黒田荘一郎 雑 賀 伸 夫

( 大同建材工章) ( 雑貨設計)

辻野馨之 宮崎ひろ志

ほ薗ピルサービス) ( 兵庫県庁)

回中 締 高 瀬 由 康

( 大阪市畠市盤情) ( 大量豊G: 世十)

渡 辺 博

( 新日本製鉄)

建築と社告/ 1986年 5 月号 83 



編集後記メ モ
議さ

来年は、創立70周年を迎えますので、その一環と

して発行できればと思 っています。

・ ここで、ちょっと「述築の限」欄にふれておきま

- 本号の本文は、「自治体営繕と公共建築」に関す しょ う。 この欄は、 l 頁を 4 人で但当してもら っ

る特集です。一定の社会状況のもとで、地方地方 ているエ ッセイの頁です。 4 人はお分かりのこと

に住民カ河主みついている限り、地方自治体の役割! と存じますが、学校、官公庁、設計事務所、建設

はmえることはあれ、減ることは考えられません。 業その他の 4 つの職域分野から第一級の方に登場

そうしたなかで、官公庁建築のもつ施設づくりは してもらい 、 6 同l 1 l 統( l 回500字ていど) 、テーマ

重要です。民間建築が巨大化し、肥大化していく

なかで、どう住民にサービスする施設を企画し、

完備していくのか。本来の意味のサーバン卜の職

能が問われなければなりません。そのH銭能・役割l

の一環として、本号でも、いくつかの公共建築の

作品とレポート形式での事例を紹介しました。公

共建築と社会・建築界のi F J J きと連動させた折り込

みの年表をものせています。 また、全国47郎道府

県と六大古s市の営繕の動向アンケートをもまとめ

て、編集いたしました。 これからの自治体営織の

動向を知る参考資料となれば幸いです。

. ' 読者の頁」の声として 、先月号は“ 建築と社会"

に関連する投稿原稿をのせましたが、本号は“ 建

築と景観" を中心とした声を収録しました。

自由で; ! : ' いてもら っております。

よく考えてみますと、この「建築の限」欄はず、い

ぶん長くあtいています。当時の編集委員 ・西山知

三先生の発案により 、昭和29i f. l l 月号からスター

卜して、こんにちまできていますので、 30年以上

になります。 そのなかから優秀なエ ッセイを選ん

で、それぞれを年代別、テー Ｗｾｉ ｊ に分けで再編成

すると、すばらしいエ ッセイ集になるとひそかに

忠、 っていますが、いかがでしょうか。

亡 くなられた大倉三郎先生のエ γ セイに、「限」

というのはどういう意味があるのかについて-3 か

れたものがあります。 いま、それを J合ってみます

と、つぎのとおりです。

③闇産額仁

君③君主

とすると建築には多くの目があり、自に止まる

ものには、全く日のないもの、また顔中、目の建

築もある 。人の眼は自然法則によ って左右に二つ 、

や口と調和的につけられているが、誰れ独り、

同じ自っきというのはない。 みな倒性を表わして

「この人」欄、「設計者のプロフィール」も好評 吋主流で掘下げてみると、めは、なまって、ま いる 。 目立つもの、み自美しいもの、目ざわりの

です。「この人」シリーズに登場させてみたい人が となる 。 まつげ ( 日の毛) 、まなこ ( 目の子) 、ま ぶ もの、自にあまるものなど。述築の限もそれと目

あれば、編集部までごすいせん下さい。 た( 目の遂) 、前 ( 目の方) のごとし 。窓は、間戸 とぬの問だ。同じ目をつけても、目もあゃなもの、

また「設計者のプロフィール」は、関西の昭和生 (孔を閉ぢること ) からきているから、固とは直接 自の正月、目を円くするもの、目も当てられない

まれの建築家を世に問うている シリーズですが、 の関係はないようだ。めどは口途( あて) である 。 ものなどある 。やはり目が物をい っているのだ。

本号で第46回目となりました。50人に達しました しかし、同には孔という意味もあるから、窓を目 自の配り方一つにも、目先きを利かすことが肝要。』

ら、スケッチ、写真、座談会、年表など追補して 戸とも、すなわち、限は窓とも身えでも、自の色

一冊の本としてまとめていきたい意向でおります。 をかえることはないであろう 。 ほんとに、眼( 円) は大事ですね。 ( 松井記)

めた 置惨 小林清周著

建物の値打ちの高め方
四六・ 208頁・定価1700円

( 目 録 進 呈〉

|ビル・マンションの新しい評価法|

外壁塗替えの前と後では，マン ションの売買価格に 100 万円以上も聞きがあるという. どうしてこ

のような差が出るのだろう. f : 主まいを選ぶ時，人はどういう価値基準で判断を下すのか. 本容は，

人間の価値観をア ンケー トの解析など機々な方法で分析し，建物の的確な評価方法を提示したもの

である. これまでの建物評価法は，専門家の立場からみたハードな手法に頼ってきたが，本容では

建物の使用者側の意見から算出したソフトな手法で建物を評価し，また，それを活用して建物の値

打ちを高めるアイ デアを公開する. 自に見える値打ちも見えない値打ちもわかりやすく解説した.

・目ｾ・

1  これまでの建物評価法

2  ピルの新しい静価法

テナン卜によるアンケートと数理解析/ ピルの立地条件/ ピ

ルの建築条件/ ピルの経営条件と総括評価

3  マンションの新しい得価法

居住者によるアンケート/ マ ンシ ョンの立地条件 / 7 ンショ

ンの建築条件/ マ ンション の管盟条件と総括評価/ 他

rw.o.. ...u:・b・τ今玄イトグヨ臥‘

6学 芸 出 版 社 京都市下京区木j掌 屋 糊 西 峨 東 入 劃 7叩 ー0811
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テトカッパー防水

• 防水専業の研究経験から生れたすくない資源のノマーフェタトな防水l初です.

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完箆です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に1 . 1 " み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

ーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オ夕 日ン防水帯 プレノテクト吹付工法
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奥山化工業株式舎社

. お申込次第カタログ進呈

本 社 車 京 邸 中 央 区 量 塵8- 4- 9 電信 03 (511 ) 幻 03

k 阪事務所大匝市喧J l IIK車三国6- 1- 41 電話価 ( 391) 1081-2 

崎玉肯書冊崎五県橘川市東 1- 3- 30 電話O柑 1( 14)2削 5-6

唐木出強所側議川県厚木市童図 259 電魁0462 (21)  1161 

名古里雌偏肴 名古風市南区者収町33 電 16052 (811 ) 話回

九州出張所 佐賀県佐賀廊崎直町大字路富揖拍 O 電話回 目 ( 41) 2945 

r  

- 防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

|  ム鈴木シャッター工業株式会社i器官官!?戸Zjj j ;: |  
区大橋 ｾ電話 神 戸 E  

r  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1ー 12 日生ピル 包 (943) 6571代 表

東京・横浜・盛岡・仙台・水戸・勝間・岡崎・名古屋・富山・大海・京都・神戸・広島・高松・福岡他全国主要都市



空 気 聞 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 世 備 設 計 ・ 施 工

φ 総朗自主業象t

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25・7 電話 (434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58・59 1電話 (302) 2 2  7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 創 | 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災勾汚禁処造設計施工

φ 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 総561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 ・8 電 話 神戸 341局 5 8 9 2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本庫大匝本社 大阪市西区江戸揖1丁目9番25号 〒550 電話 (06)441-8231 (大代)

東京本社 東京都中央区銀座2丁目2番17号 〒 104 電信 (03)535-5251 (大代)

支 社 名古屋 福岡

支 底 札幌仙台・新潮・大宮・千葉・慣浜 金沢・天理・岡山・広島高松・熊本

営 黛 所 帯広・函館・脊森秋凹 ・盛岡 ・前嶋 ー長野・静岡. J l 周 . iJlt

富山・福井・京都神戸 ・徳山・松山・高知・北九州鹿児島

部 覇

出 張 所 組川・福島 ・松江 ・徳島・長崎・ 宮崎

海外支庖 シン ガポール・ ホノ コン・スリランカ

. Mi I 障水衡金 . 冷暖房

・空気調和1 1 : ・・その他管工$ 一切の股針・鎗工

⑮斎久3 : _ 株式会社

本 社東京書官千代図区大手町2-6-2 ( 日本ピル)

電鱈 03- ( 270) ー7411 (tt)

大 阪 支 壮 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電信 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

. . 所 仙台・千. ・慣浜・名古屋・金沢・四国・広島・網岡

出 E置 所 領弁・倉殿・松山・字書官宮・静岡・苫小牧

空 気 鯛 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

官E 気 設 備

厨 房

/ 戸v、、 環 境 衛 生 施 設

1 1言、 l 荷 役 遼 織 機 械

、--ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

大阪支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷・三信ピル

支 底 名古屋 ・九州・北海道・中国・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 横浜・静岡・畳回 ・岡山・金沢 ・新潟 ・香港

86 

空 気 関 和 雄 備

衛 生 位 備 設 計 施 工

⑮・三建鶴倫工業株ま竃絃

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

耳障 栓 東 京 邸 中 央 区 日 本 総 鍋 鮫 町 1・35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 機 浜

。棒式会桂三晃空調

本 社 大阪市東区械 見ツイン 21Ml D タ ワ ー 電 話 06- 949ー1371

東京本庖 東京都新宿区西新宿 新宿住友ピ ル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 本 庄 大 阪市 北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電結0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電 路052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 路082- 247- 4535

徳岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 信092ー 761- 3795

出 張 所 青轟駄目・宇都宮千葉・川崎・惜浜・富山・福井・畑・神戸・阻・高訟・下関・熊本田鹿児島・沖縄

@  空 間 衛 生 ・ 冷 車 冷 麓 ・ 地 盤 諌 鯖

'!!'.I よりよき環境へ銭術で銚tト一一一

- 株式会社ま童画膏
白闘 1 日 回 目

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 (オートセ ンターピル1.2陪)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナ ンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

$ 新 日 本 空 間 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島j兵1 丁目 2 番 6 号 ( 新 大ピル)

電話 (06 )  M4  - 6  0  3  1  (代 )

本 社 東 京 続 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4- 2( 三井第二日1) 館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 島 ・ 札 悦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。議jt ，壬禁容黒討さ

唱



電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 役 僧

般書十施工

栗 原 工 業 績 式 会 紅

電気・ 2十 装 工 穆

6電
社

A  

Z玄式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (お5)1361(代)

大阪営嫌所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京郵営集活 T E L 京都015(311) 1l 85( 代)

東京営察所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出強所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ピ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 . . 鶴 ・京 都 ・実 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取続役社長

社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高麗縫五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市2 ヶ所

宇土

信

本

支

占〆

出 張 所

限 り な 曹 ク リ ー ン に 挑 戦 す る ゲ

電気般世情 ・クリ ー ン ル ー ム ・ 冷 暗 房 役 僧

給排水衛生蝕備・計基轟制御陵情・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

般 E十 施 工

三室電機締式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 イ 云 三

〒530 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 宜ピル) T E L 偶 (364) 1  4  7  1  

TELEX 523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 附 港 区 断 摘2-16( ニュー 新情ピル) T E L  03恒例) 0  2  3  1  

TELEX 222- 6  7  2  4  

干462 名 古 崎 市 北 民 金 雄 三 T 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

〒657 神 戸 市 湖 医 岩 哩 中 町 1-2-9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

&  

総合般備工事〈股針・結工〉

建築・電気・通信・送電線・プラント・計装・空調・土木

令 住 友 電 設 株 式 会 社

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

本 社

東 京 宣 唐

名 古 屋 宣 唐

神 戸 宣 庖

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8 Tel  06- 452- 1151 ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2 ー 17 Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡・広島 ・名古屋 ・神戸 ・京都

社

京

社

本

東

支

電気・計装・空調工事設計施工

T ' i 7ト・1 M工ニA ζ p l J..J!:J 順調O I !
A  

奉仕感謝の庖

タイル工事施工

永 造

丁 目 1 番 3 号

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京 ・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・ 苫 小 牧 ・浜松 ・滋 賀

京都・高砂・ 三 原 ・徳山・松山・新居浜・福岡 ・沖 縄

⑩25 川 岸 窯 業 商 底 ネ土本

庖

所
業

支

事

<l!>550 大阪市西区西本田T 1 - 1 3 - 3 3  

話 大 阪 06( 532) 代0461 ｾＵＵＰ＠

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

社本

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 機 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

天理営業所

@ 国

Board&Sl ate 

東相

Standard 

フ タ バ 工 業
ナニワ緩勾12ii

3 寸緩勾最適軽量水止付 (空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

椋

式

会

社

S〆

エ

富士造園土木顎

計 施

:1¥. 

日又園

⑧ 

、主t

) B  

模型製作 l  

G a J ] 校I a ・アクリル校11q 製作目

〒665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 050H的

87 

宮岡建築模型製作所E

干 え 111 小tr，;!;: IIIJ 3  14  11 
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給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底・営業所 樋岡・京都・天理・川西

設 計 施 工

空 気 調 手和日 ノ〆、¥

給制tJ

第. . - エ紫抹式会令- 私

大阪支庖

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

搬 送機設備

も

本 社 友 京 郵 宣 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 E舌( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 信 ( 06 )  352- 3501間

三 軍 支 庖 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26- 361鮒勺

四 日 市 営 黛 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53ー 7431間

滋 賀 営 鍵 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 信 ( 0775) 22- 973鮒勺

日 麦 ・ 冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 笠 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

.i"IM- Ａ毛 ｾｾＱＱＸ 嗣Ｎ，Ｎ

､ ・ ｆ 電・ＮｾＮ，Ｎ

③同議場梯持

品 凶

ー+ー

大阪支席 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 1i皆)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 郡 千 代 田 区 神 田 敏 河 台 4 丁目 2 香 地

圃圃圃11:4'、・ : . : Ul ・...

r -冊闘DMI: : : : : : : >
空 気 聞 和 位 備

段計施工

換気・除塵設備

活字のない印刷

⑧日本写植印刷株式会社

代 表 取 締 役 神 田 都 義
取 得 線 工 舗 陣 織 或 舎 極 大 阪 安 信

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - I  - 2  1  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

2事 後 東京Ｎ中央区ｾ・ Ｒ 丁目 Ｙ T  E し( 562) 1  3  S  1  

ｾ＠ . 名 古 屋 ・ 福 岡

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑬ 山 田 工 諸 積 京an:

本 社 大阪市西区京田T娼 1 - 6 - 8 電 話 06(443)8161 (大代表)

{環! J t 袋置事業部専用) 電話 06(447) 0831 (代表)

分析センヲ一 大阪市淀川区 三 ｩｾ ｬＡ 屋 南 ｉ ート ＳＵ 電話 ＰＶ Ｈ ＳＰＸ Ｉ 1491 

支 庖 J I ( 京・名古屋 ・橋間

営 業 所 京都 ・神戸 ・姫路 ・広 島 高 松 松 山

ガス陵情の位計・施工のご相談は

大阪ガス指定工恵会社・大阪ガス住段繊器特約庖

。大晃設備株式会社

本社: 段償額

大阪市北区西天満 5 -11-12  • 06- 313- 1846 

大 阪 省 銀 所

枚方世，. 所枚方市甲饗団東町 9 - 3 電0720- 49- 2128

88 
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特殊壁装材製造販売 和室に最適

一 一 一 一 ・ 察 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

ｴｔ ｬｾｑ 株Ｉ描 Ｐ ヨコＡｊ ｄ ＺＲ

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・シー ト防水 ・モルタル防本

・樹脂注入後着工法 各種樹脂注入後者側修工

・亀裂繍修工事 各種鮒脂注入 ・充犠 ・コーキング

・シーリングエ穆 シリ コン・チオコール ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン ・弾性タイル ・その他

o.股 築 許 可 大阪府知事許可( 般ー53) 第51225号

。日本シーリング工事費量箇会4 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2 1 1.1 .. ι 、品ヨ: : : . r. q・ ..... ー- "J : . D:  

患相地所扇町ピル201 s  ¥4ヲE. I ＢＢ宅守ＮＮ， ｾＮＮＮτＷＮＮＮＮＱＱ

岡田ペーパー株式会社

。 大阪 市 西 区 北 堀 江 2 了目 5 番 20号

T  E  L  0 6- 531 - 4601(-的

0 6- 541 - 2305( .代)

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

T E L  06(315)0701 ，-・， ・.  .，.. . . . . . . . .咽唖""- ..，..・
本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16- 26 ・03- 弱2-8811

大阪首鶏所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 20霊- 3294

ヨ月二.IncSA 雪:.，nnJl:..lト

セキサンパイル ( S M .A C . P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

。Ｎ￞ＱＮＮ｜｜ＯｾＭ酬の断熱郎、
1参づLJ ャー ＧＧＧｊｾ み

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表取 締役 漬 岡 浩

目Il I¥'1イチリーシートP
本 社 〒 629- 31 京 郎府 竹 野 郡 網野 町 F 網 野

舞 鏑営 業 所 〒 624 鱒 鈎 市 福 米 1 6 0- 1  

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ量権進の断然繁用二重防水シートです。

T  E  L  (0773)  76- 0133( 代 ) 目呈電線株式曾社開閉軒畑区納Ｒｔ目 ＱＱＱＲｾ Ｈ 平佃ピルＩ

デンカC S Aファミリー製品

・安二J nCSA… … … … … … . ..・ H ・ . . … コ ン ク リ ー ト の ひ び わ れ 防 止 に

( 膨張性混和材 )

・安二 ｊｮ Ｎ，ｾ，ヨニ ｊ … ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・Ｍ………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウト用無収縮材 )

・者二 ｊｮ 司 ｆ ＺｊＧー子 Ｇｉｉｊｉｊｾ ...・ H ・.. . . .・ H ・ - コ ン ク リ ー ト 躯 体 の 漏 水 補 修 に

( 止水・補修用急硬セメント )

・安二J nES … . ...・ H ・. .  .  .  .・ H ・- …. . . . ・ H ・ - 地 盤 補 強 用 薬 液 注 入

( 土質安 定 用 急硬 材 )

・零ニＮｉ ｮｾｬｯｯｯＮＮＮＮＮＮ ・ ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・ＮＮＮＮＮ・ ｈ ・Ｍコンクリートパイルの早期出荷と
( 製品用 超 高 度 混 和 材 ) ハ イ モ メ ン 卜 製 造 用 に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A. .  

"';ZJt; ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社
; ; トーコー/ 本社

T E L 大 阪 ( 06 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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耐d J 戸籍容認可 I J I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

晶 種 ・ オ リ エ ン タ ル カ ラ ー ス ー パ ー メ タ ル ( CSPM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

ア フ タ ー ケ ア ー /

i皮板規格 S小 i皮・S 大 波・V i皮・ボックス i皮・W ジ ャ ン ポi皮・V デッ キ

SV ジ ャ ン ボ 波・其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) O. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 諮 求 下 さ い

審 判 ｉ Ａｊ ｾｊｬｊＹｊｬ 製造株式会誼
大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 衛 通 り 3 ー 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06) 412- 5131  ( 代)

支 唐 及 工場 大 阪 ・九 州 ・名 古 屋 ・広 島 ・束 条 ・メIJ 谷 ・姫 路

東 京 本 社 及 工場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 3115(代 )

支 l吉及工場 東 北 ・ 熊 谷

21世紀を見つめて大きく飛躍する総合技術誌
建築構造設計実務に携わる人のために

Z建築技術品号

由自由自固巴@白白 号室32

| つり足場の安全対策

好評連載中/

* 総プロ: 建築物の耐久性向上技術

一鉄筋コンクリート建築物一

女土留工法のコストスタディ( 最終回)

女敷地調査から基礎設計 (3)

シューボックスホールの音響設計

アメリカにおける

歴史的建築物の再利用

「建築改修設計指針」のあらまし

「総合耐震設計基準」のあらまし

桝 田佳寛

須 賀好 富 他

相 川 新

一上祐

長 谷 見 雄

佐 々木 良夫

大 島 和 義

ニュース・ハイライト材料と工法読者コーナー

BRI  .  news &  topi cs 建築家の良識

うっかり間違えｾ山形骨組の

構造力学 一 応力酎筒

井上 允 彦 著 ､τ ＧｊＧｉＧｔｔでｾ 筒 井助 幸 著

重鶴偏腕本

I 給排水衛生設備篇

井 上 ↑ 専 著

B5・171頁 ￥3.200<送 料 ￥300)

書溶接蹄本

設計者と現場マンの ための

わかる溶接 井 上 博 著

B5・157頁 定 価3.000円( 送料300円)

田 Ｐｾ｀ 肉羽〉白@関白色白窃

害虫新場所打ぐい工涜 北 中 克 己 著

干160 東京都新宿区北新宿ト8-1 中島ビル 築按術振嫡替口暗座東鯨京叩4仰1げ7 岱ft363-4211
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の

館

に

エ

ル

ミ

ン

の

窓

。
衆議院第一議員会館

設 計/ 建設省大臣官房官庁営繕部

施 工/ 鹿島建設附

窓f土機

窓寸法/ 2430( W) X  1570( H)  

仕 上/ 外 部 浅 田 式 カ ラ ー

内部 アルマイト処理

現代建築に要求される窓開口部は、自然の光と風を豊かに採り入れた快適な住空聞を倉1)

ることにありま丸また同時に建物全体の美観にも大きな役割をもっていますユしかも、省エオ、

ノレギーの立場からは、日 い断熱性や遮蔽性が、そして音やホコリをシャッ トアワ 卜する機構、

更にはメインテナンスに手聞がかからない点など、実に様々なファクタ ーがありま丸

エノレミン窓はこれらの窓閉口音11に要求されるフアクタ ーの全てに自信をもってお! 志えてきま1九

空気汚染や騒音のひどし、地域や、酷暑や極寒の地域でも建物の中には快適さをお約束します二

製品はガラスやフーラインドの組込みまでを て工場生産ですので: 品質の高さは定評あると

ころで丸 しかも施工も当社の責任施工ですので; 安心してお任せいただけま マ九

建物のク、、レードアッフ。にエノレミン窓をお役立てください。

二重硝子の lill にベオ、シアンブラインドを内蔵させた回転断熱窓のエノレミン窓は、スエーテeンて‘|井1発され、

全世界て圧倒的信頼を待てし、る国際品てす。わが国では、 当社が昭和39年に技術導入し、 日本の気候

風土に合うように改良した画期的な窓として、 全国 3，400i
l
l 以上の建物J に採用されてL、ます。

国日本エル三塁甘ｾＺｊ注意暫
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碩
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可

くっきり、鮮やれ

表

紙

三定ι 問

ら価 む

チ九 立己

主 五 aK

面o ;; il 

一 円 ｾ，

= Lく費三

説 ;誕 :ζ 九

明 主7E 九

里竹 ぜ七

番 手写 徴 1i

Z三九J 収番

って、さらに{怖|性 的、

三星フネンシンクル

闘

さらに魅力的 にな
す。 その 夫しく 、 柔 らかい ，&-1，'1は、 住 物

の ｴ ＮＧｩ Ｇ ｈＺ が ｊＮｴｾ艇 によ っ て ￬ｩ ｩ 汀 ＱＧ ， されることを

ぷ引 しています。 ! 寸; 出はいま 、新 し い ぷ

怖 をもちました。 11 1>: の li -H. bL -少すす

めて、フネンシングル ・ 文-[: (ま ifJilt山12

と〕ミしさを 追求。 税 しめる 建 物や環 境っ

く りにあわせて 選 ん だ、新色 7 色 がそろ

柔 らかな質感、 鮮やかなライン 、i添い 色

ど リ。 美 し い 立 さII本で、 フネンシンクル

・一 文 字は 11 本の同 桜に縦 ' ょに 主将: して

きま した。 美 へ の鋭 L 、! 部党カイノ1，きて こそ

伝 統の 尾fH フネンシング ル ・ ー火: -f:  

は、ぷ材・ デ ザイ ン ・色彩 が イ本 とな っ

て、{ 量れ たア ンサ ンプルを形成 していま

T EL06  ('1
'
13)0

'

131  

T EL082 (246) 8625 

T EL092 (712)0800 

T EL03 (862)8531  

日3379- 5  

fi 550 大阪 o! i I'Y 1メ ボ 例 r J!:I i  1  10 5  

fi 730 11;九o! i ojoj メ 1' 4'1吋単開r8- 13 ;r則 1ムね ピノレ

合 810 N，¥ 柿;J ，Ii 小 央 I'{ ;.荏 2 1  29 

fil OI 点 );( r.I 1下( ¥: 1111メ行本側r 3  11 13  

《止 号士

本tf: Al C'

阪

島

岡

京

大

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  


